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本報告書は，文部科学省の「幼児期の教育内容等深化・充実調査研究」の委託費による委託

業務として国立大学法人鹿児島大学が実施した平成 30 年度幼児期の教育内容等深化・充実調

査研究の成果を取りまとめたものです。 

 したがって，本報告書の複製，転載，引用等には文部科学省の承諾が必要です。 

  



 

は  じ  め  に 

 

 私たちは，今年度，文部科学省初等中等教育局幼児教育課の「幼児期の教育内容等深化・充実

調査研究」の委託を受けることとなりました。平成３０年４月から新幼稚園教育要領に基づいた

幼稚園教育が実施され，新時代にふさわしい教育研究を目指す転換期を迎えております。このよ

うな大切な時期に調査研究を受け，研究の成果は元より課題を明確にすることで，本園で取り組

んでいる，「遊びの中で育まれる子どもの学び」の研究をより一層充実させることが可能だと考

えました。また，新幼稚園教育要領においては，「カリキュラム・マネジメント」の充実に努め

ることが示され，効果的な「カリキュラム・マネジメント」の在り方を検討することは，幼稚園

で求められる資質・能力を育み，教育活動の質の向上につながると考えました。 

 幼児期に育みたい資質・能力は，小学校以降のようないわゆる教科指導で育むのではありませ

ん。幼児の自発的な活動である遊びや生活の中で，感性を働かせてよさや美しさを感じ取ったり，

不思議さに気付いたりできるようになったことなどを使いながら，試したり，いろいろな方法を

工夫したりすることなどを通じて育むことが重要であると言えます。そこで，調査研究課題は，

「社会に開かれた教育課程を編成するカリキュラム・マネジメントに関する研究」とし，カリキ

ュラム・マネジメントの取組状況についての収集や整理・検討を研究内容として進めました。 

 グローバル化や情報化が進展する社会の中では，多様な主体が速いスピードで相互に影響し合

い，一つの出来事が広範囲かつ複雑に伝播し，先を見通すことがますます難しくなってきていま

す。そして，子供たちが将来就くことになる職業の在り方についても，技術革新等の影響により

大きく変化することになると予測されています。 

 このような中で，全国の附属幼稚園の御協力を得て，事例収集・分析に焦点を当てた今回の研

究は，必ずや皆様方の園における保育にお役に立てるものと考えます。 

  最後になりましたが，國學院大學教授 神長美津子先生，鳴門教育大学教授 木下光二先生，玉

川大学教授 大豆生田啓友先生には，御講話を通して研究の方向性などについて御教示いただき

ました。また，九州地区をはじめとする全国の国立大学附属幼稚園（副）園長の皆様及び先生方

には，具体的な事例収集に御尽力いただきました。衷心より御礼申し上げます。 

 本委託研究の成果が，全国の幼児教育現場で日々頑張っていらっしゃる先生方に広がり，少し

でも役立つことを，心から願っております。 

 

                            鹿児島大学教育学部附属幼稚園 

                                                   園  長     假 屋 園  昭 彦 
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Ⅰ 研究の目的と方法 

１ 研究の背景 

 本園は，平成 25 年度から 27 年度にかけて「協同性を育む保育の在り方～遊びにおける協同性の育

ち～」，平成 29 年度から３か年計画で「遊びの中で育まれる子どもの学び」を主題にして，幼児の遊び

の充実と保育の質の向上を目指す実践研究を積み上げ，各年齢の幼児の具体的な育ちの様子や教師の援

助の在り方を探ってきた。 

さらに，昨年度からは「幼稚園教育要領改訂のポイントを踏まえた保育実践」を副題にし，「幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿」（以下「１０の姿」という）を視点に遊びの中で育まれている幼児の学び

を明らかにし，保育の質を向上させようと研究を進めている。昨年度の研究では，各年齢をⅠ期からⅤ

期に分け，１０の姿のそれぞれの視点から幼児の学びを捉え，指導計画作成のための資料としてまとめ

た。また，具体的な幼児の学びを各期の事例から捉え，「10 の姿」を視点にしてまとめ，各期の幼児の

学びについても整理した。それらを生かして，教育課程の編成を行い，本年度，活用しているところで

ある。 

本年度は，「子供の育ちを共有し，小学校とのつながりを深める保育実践」を副題として２年次の研究

を進めた。研究の内容としては，ドキュメンテーションを通して日々の遊びを可視化し，幼稚園での幼

児の学びを整理したいと考えた。さらに，幼稚園の幼児の具体的な遊びの中で育まれる学びが小学校の

学習にどのようにつながっているかを整理し，まとめた。これらのことを通じて，幼児の姿を小学校と

共有し，スタートカリキュラム等へ生かされることを期待して，更なる小学校の学習との滑らかな接続

を図ることを目指している。 

平成 28 年 12 月の中央教育審議会答申「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学

習指導要領等の改善及び必要な方策等について」においては，よりよい学校教育を通じてよりよい社会

を創るという目標を学校と社会が共有し，連携・協働しながら新しい時代に求められる資質・能力を子

供たちに育む「社会に開かれた教育課程」の実現を目指し，学習指導要領等が，学校，家庭，地域の関

係者にとって幅広く共有し活用できる「学びの地図」としての役割を果たすことができるよう，各学校

において教育課程を軸に学校教育の改善・充実の好循環を生み出す「カリキュラム・マネジメント」の

実現を目指すことが求められた。「カリキュラム・マネジメント」とは，園の目標の実現に向けて，子供

や地域，家庭での生活の実態を踏まえ，カリキュラムを編成，実施，評価し，その上で改善を図るとい

うことを計画的・組織的に実施していくことである。すなわち，「何ができるようになるか」（育成を目

指す資質・能力），そのためには，「何を学ぶか」，「どのように学ぶか」，「子供一人一人の発達をどのよ

うに支援するか」が重要であり，その結果「何が身に付いたか」，さらに，改善のために必要な方策は何

か，という循環が必要になってくる。 

これらのことを受けて，平成３０年度から実施された幼稚園教育要領においては，新たに「カリキュ

ラム・マネジメント」の充実に努めることと示された。教育課程の編成等これまでも実施されてきたこ

とではあるが，改めて効果的な「カリキュラム・マネジメント」の在り方について検討することにより，

幼児一人一人について，幼稚園教育において育みたい資質・能力を確実に育み，教育活動の質の向上へ

とつなげていきたい。 

また，昨年度，鳥取大学附属幼稚園が全国の国立大学附属幼稚園の協力を得て取り組んだ「幼稚園に

おける指導の評価の在り方に関する研究」も踏まえ，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を視点に

した，ドキュメンテーションによる学びの共有の方法を検討して，教育課程の編成に生かしていきたい。 
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２ 研究の目的と期待される効果 

本調査研究では，幼稚園と小学校，保護者，地域が，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を視点

に子供の育ちを共有し，「社会に開かれた教育課程」を実現するカリキュラム・マネジメントの有効的な

実施の方法を明らかにすることを目的とする。その際，本園以外にも，全国の附属幼稚園から「社会に

開かれた教育課程」を実現するカリキュラム・マネジメントの事例を集め，整理し，成果報告書にまと

める。 

また，本調査研究では，次に示す具体的な成果が期待される。 

(1) 協力園からカリキュラム・マネジメントの取組事例を集め，整理することにより，全国の附属幼稚

園におけるカリキュラム・マネジメントの取組を明らかにすることができる。 

(2) 協力園の取組から分析を行うことにより，「社会に開かれた教育課程」を実現するために有効なカ

リキュラム・マネジメントを実施する上での流れやポイントを明らかにすることができる。 

(3) 小学校や保護者，地域との子供の姿の共有及び，自園の教育活動への理解と連携を深めながら教育

課程の見直しを図ることにより，教育課程に基づき組織的かつ計画的に教育活動の質の向上へつな

げることができる。 

 

３ 研究成果の普及・啓発 

  研究成果の普及・啓発のために，次の取組を実施する。 

(1) 研究成果を報告書にまとめ，配布することで，幼稚園教育要領に示されたカリキュラム・マネジメ

ントの在り方を全国の幼稚園等に広める。 

(2) 研究成果を報告する他，その概要版を作成し，全国の附属幼稚園が各都道府県の国公立幼稚園・こ

ども園長会等関連団体の研修会等で伝達することにより，全国の幼稚園等へ普及する。 

(3) 研究成果の概要を本園のホームページに掲載することにより，参考にできるようにし，広く全国の

幼稚園等へ普及する。 

 

４ 研究の方法 

  本調査研究においては，次の取組を実施する。 

 (1) カリキュラム・マネジメントの取組状況についての収集と整理，検討 

   園内でカリキュラム・マネジメントの勉強会を実施し，カリキュラム・マネジメントについての共

通理解を図るとともに，全国国立大学附属幼稚園のカリキュラム・マネジメントの取組状況をまとめ，

そのサイクルや課題を確認し，その中で改善の視点を整理する。 

 (2) 本園の教育課程編成の実際 

   (1)で明らかとなった改善の視点を用いて，本園のカリキュラムを見直し，幼稚園教育要領で示され

た「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ教育課程を編成すること，教育課程の実施状況

を評価してその改善を図っていくこと，教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとと

もにその改善を図っていくことなどを通して，具体的な改善を図る。 
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Ⅱ 研究の内容 

１ カリキュラム・マネジメントの取組状況についての収集 

  「カリキュラム・マネジメント」と一言で言っても，各幼稚園によって捉え方やその取組は，様々で

多岐にわたっている。そこで，「カリキュラム・マネジメント」について，各園の取組を洗い出し，整理

していくこととした。 

  本調査研究において，全国の国立大学附属幼稚園より取組状況等の報告を受け，研究協力を得ている。

報告では，１カリキュラム・マネジメントの取組状況報告，２特徴的な取組紹介，３教育課程の実際に

ついての３点の情報を収集し，整理することにより，「カリキュラム・マネジメント」の実際やそのサイ

クル，課題等を確認し，その中で改善の視点を明らかにすることができるものと考えられる。 

  以下にその収集と分析の具体的な手続きを示す。 

 

 (１) 情報収集の方法 

   平成 30 年 10 月に本園における「カリキュラム・マネジメント」の実際を例に示して，以下の３

点について，全国の国立大学附属幼稚園 48 園に情報提供を依頼した。 

  1 カリキュラム・マネジメントの取組状況報告 

本報告書では，１ 園の概要，２ 本年度のカリキュラム・マネジメントの取組，３ 来年度に向け

ての改善点・課題の３点についてまとめた。 

    報告においては，幼稚園教育要領に記載されている次の３つの視点で記載を依頼した。 

   ①「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ教育課程を編成すること。 

   ②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと。 

   ③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこと。 

    各年度の後半に教育課程の見直し等を行う園も多いことが予想されるため，翌年度に向けての改

善点・課題については，現段階での記載を依頼することにした。 

   

2 カリキュラム・マネジメントの特徴的な取組紹介について 

１のカリキュラム・マネジメントの取組状況報告の中で示した自園の具体的な取組内容の内，自

園の特色を表している取組の１つを選び，「実施の方法・実施状況」「実施後の効果」「今後の改善点」

について詳しく報告書にまとめた。 

 

  3 教育課程の実際について 

    各園で本年度使われている教育課程についても情報提供を依頼し，本園の教育課程の見直しを図

る上での参考資料とすることにした。 
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 (2) カリキュラム・マネジメントの取組状況報告の収集結果 

  国立大学附属幼稚園 4８園よりカリキュラム・マネジメントの取組について，情報提供された。本

園分を含め，具体的な取組をまとめたものは，以下に示した通りである。なお，各園の「１カリキュ

ラム・マネジメントの取組状況報告」については，付属のＣＤ-ＲＯＭにデータとして記録した。また，

｢２特徴的な取組紹介｣については，各園で参考にできる取組であるため，報告書の欄に★印で示し，

参考資料として本報告書に掲載している。 

  項目にある「視点」は，幼稚園教育要領に記載されている下記の視点を番号で示したものである。 

   ①「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ教育課程を編成すること。 

   ②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと。 

   ③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこと。 

   なお，各園の事例は，提出されたものを可能な限りそのまま掲載しているため，表記が国の法令等

とは異なるものも含まれる。 

  １ カリキュラム・マネジメントの取組状況報告 

 園   名 具体的な取組 実施時期 視点 報告書 

1 北海道教育大学附属旭川幼稚園 

保育記録 毎日 ②  

学級通信の作成 週１回 ②  

小学校との連携 年間 ②③ ★ 

大学との協働体制 年間 ③ ★ 

教育課程・指導計画の改善 随時 ①②  

2 北海道教育大学附属函館幼稚園 

教育課程・指導計画の改善 12 月～ ③  

振り返りの時間 毎日 ①②  

ショートミーティング 毎日 ①②  

保育ミーティング 週１回 ①②  

４校園交流事業 年間 ②③ ★ 

預かり保育 年間 ②③  

3 弘前大学教育学部附属幼稚園 

保育中の振り返りの時間の確保 毎日 ①②  

保育情報交換 毎日 ①②  

掲示用のドキュメンテーション 年間 ②③  

「健康教育」という視点からの保護者との連携 年間 ①③  

事例研究会と大学教員との協働研究体制 年５回 ③  

小学校との連携 年間 ②③ ★ 

教育課程・指導計画の改善 12 月～２月 ①②  

4 岩手大学教育学部附属幼稚園 

保育後の記録 毎日 ①②  

３時の会 毎日 ①②③  

学年会 月 1～2回 ①②③ ★ 

研究会 月 2～3回 ①②③  

公開保育研究会 年１回 ②③  

保護者との連携 随時 ①②③  

小学校との連携 年 7 回 ①②③  

大学との連携 年間 ②③  

教育課程，指導計画の修正・改善 月末 ①②  

5 宮城教育大学附属幼稚園 

教育課程・指導計画の改善 12 月～２月 ①②  

振り返りの時間の設定，保護者への連絡，週案への反省記録 毎日 ①②③  

学年会の実施，学級通信の作成・配付，ドキュメンテーションの掲示 週１回 ①②③  

生活全体会・研究全体会・現職教育研修会の実施 月１回 ①②  

保育カンファレンスの実施 年間 ② ★ 

保護者との連携 年間 ②③  
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6 秋田大学教育文化学部附属幼稚園 

教育課程・指導計画の改善 7月～２月 ①②  

週日案 週１回 ①②③  

写真を用いた幼児の育ちの理解と共有 年１回 ①② ★ 

エピソードメモ・エピソード記録 随時 ①②  

遊びを語る会 年間１～２回 ①②  

研究保育 年間１～２回 ①②  

小学校との連携 年間 ①②  

7 山形大学附属幼稚園 

保育の振り返り 毎日 ②③  

ホワイトボードを活用した情報共有 年間 ①②  

子供の育ちを共有する保護者会 年３回 ②  

自作教材を活用した体験型保健指導 年間 ① ★ 

子供自身による遊びの振り返り 毎日 ②  

保育サポーターとの連携 年間10回程度 ③  

外部との連携 年間 ①③  

教育課程・指導計画の改善 10 月～12 月 ①②  

8 福島大学附属幼稚園 

保育の振り返り 毎日 ②③  

共有フォルダの活用と園内研修 月 2～4 回 ②③ ★ 

連絡帳〔月ごと〕ＨＰ 随時 ②③  

附属 3 校や大学との連携 年間 ②③  

教育課程・指導計画の改善 随時 ①②  

9 茨城大学教育学部附属幼稚園 

日々の記録 毎日 ①②  

前週までの子供の姿を評価 2週に1回 ②  

次の 2 週間のねらい及び内容の検討 2週に1回 ①②  

環境の構成・予想される子供の姿と援助のポイント・行事等の検討 2週に1回 ②  

期ごとの教育課程・指導計画の見直し 学期 1 回 ②  

安全点検 随時・月 1 回 ③ ★ 

園内環境の整備 随時・月 1 回 ③  

10 宇都宮大学教育学部附属幼稚園 

保育反省 毎日 ①②③  

保育中の振り返りの時間の確保 毎日 ②  

特別支援学校(県立盲学校・聾学校)や近隣の保育園との協働体制 年間 ③  

小学校との連携 年間 ②③  

アクティブラーニングの視点からの教材研究 適宜 ① ★ 

教育課程・指導計画の改善 ６月～２月 ①②  

11 群馬大学教育学部附属幼稚園 

保育反省 毎日 ②③  

振り返りの時間(遊びの見取り)の確保 毎日 ②③  

画像を活用した幼稚園生活の解説 年３回 ②③  

園内研修における園庭での遊びの分析と園庭づくり 週１回 ②③ ★ 

小学校・特別支援学校との連携 年間 ②③  

教育課程・指導計画の改善 8 月～２月 ①②  

12 埼玉大学教育学部附属幼稚園 

教育課程・指導計画の改善 年間 ①②  

家庭との園の方針の共有 年間 ②  

地域(大学含む)との協働体制 年間 ②③  

園内研修の取組 年間 ①②  

小学校教員との連携 年間 ①②③ ★ 

13 千葉大学教育学部附属幼稚園 

教育課程・指導計画の改善 3 月・7 月・12 月 ①②  

大学との連携 年間 ②③  

保護者との連携・情報の共通理解 年間 ②③  

環境構成の見直し 年間 ②③  

園庭の遊具の見直しプロジェクト 年間 ①②③ ★ 

14 東京学芸大学附属幼稚園 教育課程・指導計画の改善 年間 ①②  
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14 東京学芸大学附属幼稚園 

園内保育検討会 年２回 ①②③ ★ 

保育記録 年１回 ②  

掲示用ドキュメンテーション・ホームページ作成 月２回 ①  

職員朝会 毎日 ②③  

校内委員会開催 年３回 ②③  

小学校との連携 年間 ②③  

学生との連携 年間 ③  

15 お茶の水女子大学附属幼稚園 

グランドデザインの整備 年１回 ①②③  

保育の考察の時間の確保 週１回・月１回 ②③  

掲示用のドキュメンテーションの作成 毎日 ②③  

保護者との懇談機会 学期に１回程度 ②③  

保護者との懇談機会の新設 不定期 ②③ ★ 

保護者との連携 年間 ②③  

地域，社会との連携 不定期 ③  

教育課程・指導計画の改善 年間 ①②③  

16 山梨大学教育学部附属幼稚園 

入園時の聴き取り 入園時 ①②  

記録・読み取り 毎日 ②  

環境の改善 随時・月 1 回 ③ ★ 

プランシートの作成 毎日 ②③  

育ちのみとり・家庭との連携 随時 ③  

教育課程・指導計画の改善 毎週・学期末・年度末 ①②  

17 新潟大学教育学部附属幼稚園 

幼小中の協働体制 月 1 回 ②③  

外部との協働研究体制 年 2 回 ②  

学校評議員会 年 3 回 ②  

学校評価 年 2 回 ②  

保育研究・授業研究 年 6 回 ② ★ 

日々の振り返り 毎日 ②  

18 富山大学人間発達科学部附属幼稚園 

保育の記録（教師） 毎日 ①②③  

保育中の振り返りの時間の確保（子供） 毎日 ②③  

期の初めと終わりの姿を全担任で確認 各期 ②③  

小学校との連携 年間 ②③ ★ 

教育計画の見直し 年間 ①②  

19 金沢大学人間社会学域学校教育学類附属幼稚園 

教育課程・指導計画の改善 年間 ①②  

教員研修 年４回 ② ★ 

保護者との連携 年間 ②③  

地域【外部】との連携 年間 ③  

小学校との連携 年間 ①②  

20 福井大学教育学部附属幼稚園 
教育課程・指導計画の改善 ７月～11 月 ①②  

取組(ＳＮＳを活用した幼児教育の発信) ８月～ ③ ★ 

21 信州大学教育学部附属幼稚園 

教育課程・指導計画の改善 月２～３回 ①② ★ 

取組(ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ・「語る会」・研究組織の再編成等) 毎日・月２～３回 ①②  

外部との協力体制 月１回 ③  

具体的な取り組みの発信 週１回 ②  

22 上越教育大学附属幼稚園 

保育の振り返り 毎日 ①②  

小学校との連携 年間 ①  

研究会での発信 年１回 ①②  

保育公開 年２回 ②  

週案の蓄積・改善，指導計画の修正 年間 ② ★ 

家庭との連携 毎日 ②  

教職員の研修 年間 ③  
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22 上越教育大学附属幼稚園 

幼児教育の担い手の育成 年間 ③  

園環境の見直し 年間 ③  

行事の見直し 年間 ③  

23 静岡大学教育学部附属幼稚園 

保育反省 毎日 ②③  

保育中の振り返りの時間の確保 毎日 ②  

掲示物・学級通信の作成 週 1 回 ②③  

実践の語り合い 年 3 回 ③ ★ 

地域（外部）との協働体制 年間 ③  

小中学校との連携 年間 ②③  

教育課程・指導計画の改善 11月～2月 ①②  

24 愛知教育大学附属幼稚園 

保育反省・週案作成 毎日・週１回 ②  

からだ遊びシートの作成 ２週間に１回 ①②  

大学教員との連携 随時 ③ ★ 

教育課程・指導結果の改善 年３回 ①②③  

保護者アンケート 行事後，２月 ②③  

学校評議委員会 ７月，２月 ②③  

25 三重大学教育学部附属幼稚園 

教育課程・指導計画の改善 週１回 ①② ★ 

園だより，学級通信，学年通信，「あそびと生活」の作成 適宜 ②  

掲示板の活用 毎日 ②  

保育の振り返り，話し合い 毎日 ②  

環境構成についての相互参観 年４回 ①②  

大学との連携 年間 ②③  

小学校，中学校，特別支援学校との連携 年間 ①③  

保護者との連携活動 年間 ③  

スマイルタイム 週２回 ②  

26 滋賀大学教育学部附属幼稚園 

教育課程・指導計画の改善 年間 ①②  

週案作成学年会議 週１回 ②③  

保育カンファレンス 毎日 ②③  

掲示用ドキュメンテーション・学級通信の作成 随時 ②③  

家庭との連携 随時 ②③ ★ 

地域・保護者・学生・大学の先生との協同体制 随時 ③  

附属学校との連携 随時 ②③  

27 京都教育大学附属幼稚園 

教育課程・指導計画の改善 年間 ①②  

保育案の工夫 毎日 ①②  

保護者との連携 年間 ②③  

教員研修の実施 年間数回 ②③  

おたより(保護者向け学年通信)の作成 毎週 ②③  

附属学校との連携 年間随時 ②③  

28 大阪教育大学附属幼稚園 

教育課程・指導計画の改善 年間 ①②  

保育案の工夫 毎日 ①②  

ドキュメンテーションの作成 行事ごと ②③  

保護者との連携 年間 ②③  

教員研修の実施 年間数回 ②③ ★ 

地域との連携  ②③  

29 兵庫教育大学附属幼稚園 

学級経営方針の共有と振り返り 学期毎 ①②  

週案の共有 週１回 ①②  

毎日の情報の共有 年間 ①②  

記録に基づく話し合い 年間 ①② ★ 

保護者に対する情報発信 年間 ①②③  

保護者による保育参加，保育参観 年間 ①②③  
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29 兵庫教育大学附属幼稚園 

行事や保護者参加の活動後のアンケートの実施 年間 ①②③  

大学の資源を生かした教育活動 年間 ①②③  

附属小学校・中学校，公立高校，子育て支援ルームとの交流 年間 ①②③  

保護者対象の幼稚園アンケートの実施 ３月 ①②③  

教育課程・指導計画の改善 ２月～３月 ①②  

学校評価の実施と意見聴取 ３月～４月 ①②③  

30 神戸大学附属幼稚園 

教育課程・指導計画の改善 学期毎・随時 ②③  

保育指導案の計画・実施・評価 毎日 ②③  

ドキュメンテーションの作成 月１回以上随時 ①②  

実践記録による分析的振り返り 週１回 ②③  

遊びや生活のまとまりとしての計画・実践・評価 随時 ②③  

小学校との連携研究 随時 ②③ ★ 

保育参加による保護者との連携 随時 ②③  

大学との協働体制 週１回以上 ③  

地域(外部)との協働体制 随時 ③  

31 奈良教育大学附属幼稚園 

教育課程・指導計画の改善 学期２回 ①②  

保育の振り返り 毎日 ①②  

保育の展望 月２回 ①②  

「保育のわくワークシート」（保育実践記録）への記入 随時 ①② ★ 

「保育ほっとホットトーク」（保育カンファレンス）の実施 月１・２回 ①②  

園内研修 随時 ①②  

行事内容の見直し 行事前・月２回程度 ①②  

保護者との共有 学期に１回 ①②  

大学との連携 随時 ③  

学生の保育サポーター １学期毎日 ③  

32 奈良女子大学附属幼稚園 

教育課程・指導計画の改善 年間 ①②  

幼小一貫した教育課程及び評価の観点の編成 年間 ①②③  

日々の保育マネジメント 毎日 ②③  

教育内容説明会・コラムの作成 毎月 ②③  

「個人ファイル」の作成 年４回 ②③  

大学及び地域との協働体制 不定期 ③  

33 鳥取大学附属幼稚園 

加筆修正した教育課程を基にしたドキュメンテーションの作成と評価 通年 ①②  

教育課程・指導計画の改善 7 月～2月 ①②  

ドキュメンテーションを作成し，保護者と共有する 10 月～3月 ①③  

小学校との連携 年間 ②③  

関係機関との連携 年間 ③ ★ 

34 島根大学教育学部附属幼稚園 

保育の記録・考察 毎日 ①② ★ 

『子供ｃafé』による共通理解 週 1 回 ①②  

保育計画の作成・工夫 各期 ①② ★ 

大学との連携 年間 ③  

小学校中学校との連携 年間 ②③  

教育課程・指導計画の改善 8 月～２月 ①②  

35 岡山大学教育学部附属幼稚園 

日々の保育の反省を生かす取組 週 1 回・毎月 1 回 ①②  

幼児理解を深める取組 1～2 週に 1 回 ①② ★ 

小学校との連携 月 1 回 ①②③  

地域との連携 年 6・7 回 ①③  

保護者との連携 年 2 回 ①②  

教育課程・指導計画の改善 各期 1～2 月 ②③  

36 広島大学附属幼稚園 
保育反省 毎日 ②③  

園の教育方針と森での保育の理解と推進 月 1 回・年２回・毎日 ②  
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36 広島大学附属幼稚園 

保護者との連携 年間 ③  

地域(外部)との連携 年間 ③  

教育課程・指導計画の改善 毎月 ①② ★ 

37 広島大学附属三原幼稚園 

保育反省 毎日 ②  

指導計画の改善・子供の見取り 毎日 ①  

小学校・中学校教員との連携 年間 ① ★ 

地域(外部)との連携 年間 ③  

38 山口大学教育学部附属幼稚園 

教育課程・指導計画の改善 随時 ①②③  

日々の振り返り（ミーティング） 毎日 ①②③  

事例検討会 月２回 ①② ★ 

幼小中合同会議 月１回 ①②③  

保護者による保育参加・保育アシスタント 学期１回 ①②③  

座談会 月１回 ①②③  

大学の資源や人材の活用 年９回 ①②③  

保護者アンケート 年４回 ①②③  

39 鳴門教育大学附属幼稚園 
教育課程・指導計画の改善 毎月 ①②  

園内研究会・大学教員との合同研究会 年間 10回 ③ ★ 

40 香川大学教育学部附属幼稚園 

保育の振り返りと記録 毎日 ②③  

週案の作成と検討 週１回 ②③  

子供向けクラスだより 毎日 ②③  

事例研究（保育カンファレンス） 週１回 ②  

小学校との連携 年間 ②③  

教育課程・指導計画の改善 年間 ①②  

研究大会 年１回 ③  

「保育について語ろうデー」の実施 年３回 ③ ★ 

41 愛媛大学教育学部附属幼稚園 

園内研修の工夫 通年 ①  

教育課程・指導計画・環境構成の工夫・改善 学期に１回 ②  

正副園長が積極的に方針を語りかける会の実施 年間 16回 ③  

ホームページによる情報の発信 毎週３～４回 ① ★ 

42 高知大学教育学部附属幼稚園 

教育課程・指導計画の改善 通年 ①②  

評価反省 毎日 ②③  

掲示用ドキュメンテーションの作際 ２週間に１回 ②③  

附属特別支援学校に来てもらっての餅つき 年１回 ③ ★ 

43 福岡教育大学附属幼稚園 

プロジェクト型保育の実践 年間 ② ★ 

年間計画の改善 年間 ②③  

ききましょう・おはなししましょうの時間の確保 毎日 ②  

園内環境の見直し 年間 ②③  

保護者との連携 年間 ③  

小学校との連携 年間 ②③  

大学との連携 年間 ②③  

44 佐賀大学教育学部附属幼稚園 

保育記録 毎日 ②③  

降園前の全体活動 随時 ②  

学級通信の作成 週３回程度 ②③  

一人一人の育ちを共有する「ポートフォリオ」の配付 年３回 ②③ ★ 

大学（学部）や附属学校との連携 年間 ③  

小学校との協働活動 年間 ②③  

教育課程・教育計画の改善 ８月～２月 ①②  

45 長崎大学教育学部附属幼稚園 

教育課程・指導計画の改善 毎日 ①②  

情報交換会 週３回 ②③  

保育記録 毎日 ②  
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 園   名 具体的な取組 実施時期 視点 報告書 

45 長崎大学教育学部附属幼稚園 

子どもの遊びの図 月１回 ①②  

おたより帳のコメント 月１回 ③  

大学との連携 年間 ②③  

他の附属学校との連携 年間 ①②③ ★ 

46 熊本大学教育学部附属幼稚園 

週の指導計画作成 毎週 ①②③  

園内保育研究会 年６回 ①② ★ 

保護者との連携 年間 ①②③  

小学校との接続 年間 ①②③  

47 大分大学教育学部附属幼稚園 

教育課程・指導計画の改善 年１回 ①②  

企画委員会 毎月 ①②③  

保育カンファレンス 週１回 ①②  

週案作成 毎週 ①②  

保育記録 毎日 ②  

にこにこフォト 週２回 ②  

指導要録の作成 ３月 ①②  

園内研究 ２年間 ② ★ 

学校評価 年１回 ②③  

48 宮崎大学教育学部附属幼稚園 

事例検討 年間 ①②  

保育記録 毎日 ②③  

保育研修会 週１回 ②③  

掲示資料の作成 11 月 ①② ★ 

ＨＰ及びブログによる情報発信 年間 ③  

共同研究 月１回 ①②  

小中学校及び地域との連携 年間 ②③  

教育課程・指導計画の改善 ４月～１２月 ①②  

49 鹿児島大学教育学部附属幼稚園 

保育の振り返り 毎日 ②③  

保育中の振り返りの時間の確保 毎日 ②  

掲示用のドキュメンテーション・学級通信の作成 週 1 回 ②③ ★ 

幼児一人一人の育ちを共有するドキュメンテーション(個人用)の配付 年 3 回 ②③  

地域（外部）との協働体制 年間 ③  

小学校との連携 年間 ②③  

教育課程・指導計画の改善 8 月～2 月 ①②  

 

２ カリキュラム・マネジメントの特徴的な取組紹介について 

 園   名 特徴的な取組 実施時期・回数 主な対象 

1 北海道教育大学附属旭川幼稚園 大学，附属小・中学校との連携 年間 
教師 

保護者 

2 北海道教育大学附属函館幼稚園 ４校園交流事業 年間 
幼児，保護

者，教師 

3 弘前大学教育学部附属幼稚園 小学校教育研究会での保育提案 年 1 回 
小学校教師 

幼児教育関係者 

4 岩手大学教育学部附属幼稚園 豊かな遊びを育む教材の工夫 年 1 回 
幼児 

教師 

5 宮城教育大学附属幼稚園 保育カンファレンス 年間 教師間 

6 秋田大学教育文化学部附属幼稚園 
写真を用いた幼児の育ちの理解と共

有 
年 1 回 教師間 

7 山形大学附属幼稚園 自作教材を活用した体験型保健指導 年間 
幼児(保護

者) 
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 園   名 特徴的な取組 実施時期・回数 主な対象 

8 福島大学附属幼稚園 共有フォルダの活用と園内研修 毎日 教師間 

9 茨城大学教育学部附属幼稚園 
園内環境の整備・改善（多くの人の目

で） 
年間 

教師，参観者，保

護者，実習生 

10 宇都宮大学教育学部附属幼稚園 
砂粘土の事例（アクティブラーニング

の視点から教材研究） 
5～6 月 

幼児(4 歳

児) 

11 群馬大学教育学部附属幼稚園 
園内研修における園庭での遊びの分

析と園庭づくり 
毎週 教師間 

12 埼玉大学教育学部附属幼稚園 小学校の教員との研修 入学当初 
幼・小 

教師間 

13 千葉大学教育学部附属幼稚園 園庭の遊具の見直しプロジェクト 年 2 回 
幼児 

保護者 

14 東京学芸大学附属幼稚園 
保育検討会(保育者の資質向上)にお

ける記録の活用 
年 6 回 教師間 

15 お茶の水女子大学附属幼稚園 
保護者懇談会『ホットモタイム』の新

規実施 

不定期 

2 回実施 
保護者 

16 山梨大学教育学部附属幼稚園 
環境の改善（ヒヤリハット報告書か

ら） 

年間 

月 1 回 
教師間 

17 新潟大学教育学部附属幼稚園 幼小中全体研修・園内研修 毎週 教師間 

18 富山大学人間発達科学部附属幼稚園 幼小連携の強化 年間 
教師，幼

児，児童 

19 金沢大学人間社会学域学校教育学類附属幼稚園 教員研修 年 4 回 
教師間，学生，公

開研究会参加者 

20 福井大学教育学部附属幼稚園 ＳＮＳを活用した幼児教育の発信 通年・毎日 
保護者，地域，幼

児教育関係者 

21 信州大学教育学部附属幼稚園 
幼・小・中一貫した 12 年間の教育課

程の作成 
毎月 

幼・小・中

の教師 

22 上越教育大学附属幼稚園 
教育課程及び年間指導計画の改善・修

正 
年間 教師間 

23 静岡大学教育学部附属幼稚園 
実践の語り合い（ラウンドテーブル形

式の研修） 
年 3 回 教師間 

24 愛知教育大学附属幼稚園 専門機関との連携（大学教員） 年 1 回 
幼児，教師，

大学教員 

25 三重大学教育学部附属幼稚園 事例検討による教育課程の見直し 週 1 回 教師間 

26 滋賀大学教育学部附属幼稚園 食育の取組 年間 
幼児 

保護者 

27 京都教育大学附属幼稚園 保育形態の工夫 年間 幼児，教師 

28 大阪教育大学附属幼稚園 教員研修会 年間 
教師間 

幼児教育関係者 

29 兵庫教育大学附属幼稚園 
保育の質を高めるための記録に基づ

く話し合い 
週 1 回 教師間 

30 神戸大学附属幼稚園 小学校との連携研究 年間 
教師，幼

児，保護者 

31 奈良教育大学附属幼稚園 
「わくワークシート」（保育記録）と「ほっと

ホットトーク」（保育カンファレンス） 
年間 教師間 

32 奈良女子大学附属幼稚園 
育ちの履歴から編成するカリキュラ

ム 
各期終了後 教師間 
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 園   名 特徴的な取組 実施時期・回数 主な対象 

33 鳥取大学附属幼稚園 県教育委員会との連携・教職員の研修 年数回 
教師間 

幼児教育関係者 

34 島根大学教育学部附属幼稚園 保育のメタ認知化 各期 1 回 教師間 

35 岡山大学教育学部附属幼稚園 
幼児理解を深める取組 

～「こどもカフェ」～ 

1～2 週

間に 1 回 
教師間 

36 広島大学附属幼稚園 
園内研修の取組(保育カンファレンス

を通して) 

月 1 回 

年 2 回 
教師間 

37 広島大学附属三原幼稚園 幼小接続・異校種交流の取組 年間 教師間 

38 山口大学教育学部附属幼稚園 事例検討会（各年齢の期ごとに） 月 2 回 教師間 

39 鳴門教育大学附属幼稚園 
保育カンファレンス「幼児期の終わり

までにいかに育つか」 
月 2 回 教師間 

40 香川大学教育学部附属幼稚園 保育について語ろうデー 年 3 回 
教師間 

地域の保育者 

41 愛媛大学教育学部附属幼稚園 
ホームページにおける幼稚園の様子

発信 
週 4 回 

教師間 

保護者 

42 高知大学教育学部附属幼稚園 餅つき 年 1 回 
幼児 

特支高等部学生 

43 福岡教育大学附属幼稚園 
プロジェクト型保育 

(年長～虫，種) (年中～土) 
年間 

幼児 

教師 

44 佐賀大学教育学部附属幼稚園 ポートフォリオ（個人用） 年 3 回 
教師間 

保護者 

45 長崎大学教育学部附属幼稚園 幼小連携・幼中連携 年間 
幼児，児

童，生徒 

46 熊本大学教育学部附属幼稚園 園内保育研究会 年 6 回 教師間 

47 大分大学教育学部附属幼稚園 
チーム研究の成果をカリキュラム編

成に生かす 
年間 教師間 

48 宮崎大学教育学部附属幼稚園 掲示資料 年 2 回 
教師間 

幼児教育関係者 

49 鹿児島大学教育学部附属幼稚園 掲示用ドキュメンテーション 週 1 回 
教師間 

保護者 
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2 カリキュラム・マネジメントの取組状況についての整理・検討 

(1) カリキュラム・マネジメントの取組の分析方法 

収集した「１カリキュラム・マネジメントの取組状況報告」と「２カリキュラム・マネジメント

の特徴的な取組紹介」の 2 つの報告書をもとに，次の方法で分析・検討を行った。 

方法１：「１カリキュラム・マネジメントの取組状況報告」の中から具体的な取組を整理し，似て

いる取組をグルーピングし，カリキュラム・マネジメントの特徴や流れを明らかにする。 

方法 2：「1 カリキュラム・マネジメントの取組状況報告」の具体的な取組を下記の視点で分類

し，関連をベン図に表し，カリキュラム・マネジメントの 3 つの視点から見た取組の特徴

を明らかにする。 

    ～カリキュラム・マネジメントの視点～ 

    ① 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ教育課程を編成すること。 

    ② 教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと。 

    ③ 教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図ってい

くこと。 

方法 3：「1 カリキュラム・マネジメントの取組状況報告」の中から具体的取組を実施時期や回数

に着目して整理し，カリキュラム・マネジメントの流れやサイクルを明らかにする。 

方法 4：「2 カリキュラム・マネジメントの特徴的な取組」を似ている取組でグルーピングし，特

徴を捉える。また，本誌に掲載することにより，各園でカリキュラム・マネジメントを実

施する上での参考にできるように整理する。 

方法 5：各園の「1 カリキュラム・マネジメントの取組状況報告」を考察し，カリキュラム・マネ

ジメントを行う上での参考になることをまとめる。 

 

(2) カリキュラム・マネジメントの取組の特徴の分析 

  次の表は，「1 カリキュラム・マネジメントの取組状況報告」の具体的な取組を見直し，まとめた

表である。 

園番号 具体的な取組 補足 実施時期 視点 巻末 

1 保育記録 写真＋文章，教育課程の改善に役立てる 毎日 ②   

1 学級通信の作成 写真＋文章 週１回 ②   

1 小学校との連携 
子供同士の交流，公開研究会の相互参観 

等 
年間 ②③ ★ 

1 大学との協働体制 大学教員，学生ボランティア 年間 ③ ★ 

1 
教育課程・指導計画の

改善 

適宜指導計画に朱書き，保育カンファレ

ンスでの交流，公開保育における参加者

アンケート 
随時 ①②   

2 
教育課程・指導計画の

改善 
行事ごとに教職員・保護者アンケート，

自己評価アンケート，保護者アンケート 

12 月

～ 
③   
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園番号 具体的な取組 補足 実施時期 視点 巻末 

2 振り返りの時間 降園後，担任，副担任で情報交換 毎日 ①②   

2 ショートミーティング 全職員による情報交換 毎日 ①②   

2 保育ミーティング 
月曜日の降園後全職員で前の週の活動報

告・反省 
週１回 ①②   

2 ４校園交流事業 
乗り入れや参観 公開研究会への参加 

「情報活用能力」のカリキュラム作成 
年間 ②③ ★ 

2 預かり保育 
月に数回のイベント 

学生との交流 
年間 ②③   

3 
保育中の振り返りの時

間の確保 
幼児同士の「振り返りの時間」 

活動の見通しをもつ 
毎日 ①②   

3 保育情報交換 
保育の前後の情報交換 

特別支援教育 

社会情報性スキル 
毎日 ①②   

3 
掲示用のドキュメンテ

ーション 
写真＋文章 

幼児の目に触れるところ，保護者へも 
年間 ②③   

3 
「健康に関する教育」という

視点からの保護者との連携 

附属学校園全体で「健康に関する教育」 

保護者に理解を深めてもらう取組 

「健康な心と体」 食に関する指導も 
年間 ①③   

3 
事例研究会と大学教員

との協働研究体制 
大学教員，特別支援学校小学部教員と共

同研究 事例検討会 
年５回 ③   

3 小学校との連携 
公立小学校の教員と「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」に関する研修 

附属小学校→公開研究会 子供の交流 
年間 ②③ ★ 

 

上記の表を一つ一つの具体的な取組に切り分け，模造紙に似ている取組のものを集め，グルーピン

グを行った。その結果，「記録・評価」，「事例検討(園内研修)」，「小学校との連携」，「保護者との連携」

等，23 個のグループに分けることができ，図 1（15 頁）に整理した。また，その過程やグループご

とに分けた結果，カリキュラム・マネジメントの視点から有効だと考えられる事項を赤文字で書き加

えた。 

図 2（16 頁）には，各グループの関係を考察した。例えば，「記録・評価」と「事例検討(園内研

修)」であれば，「記録・評価」で作成した資料を生かして，事例検討や園内研修を行うことが取組状

況報告で記されていることから，『記録の蓄積』というキーワードで両グループを矢印でつなげた。ま

た，カリキュラム・マネジメントの中心となる「教育課程・指導計画の改善」については，「保育案」，

「小学校との連携」「保護者との連携」などの改善につながる取組のグループとつなげるなどして，キ

ーワードとなる言葉で関係性をまとめた。 
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○教育課程・指導計画の改善㊹ 

○行事内容の見直し② 

○グランドデザインの整備 

○教育計画の見直し 

○環境の構成の工夫・改善 
※保育記録や週案等を根拠資料に

して見直しを図る。 

※自己評価，保護者アンケート，学

校評議員会等の意見を基に見直

しを図る。 

※５領域や 10 の姿，資質・能力等

の位置付けを検討。 

○毎日の記録⑫ 

 （幼児の姿，援助を記入） 

○随時行う記録⑪ 
※資質・能力や 10 の姿の視点で記

入 

※記録を蓄積することで，幼児の見

取りを深める。 

○事例(幼児の姿)を基にした話

し合い㉔ 
※幼児に対する教師の見取りが深

まる。 

※10 の姿などそれぞれの園の視

点から考察する。 

※  

○園内研修③ 
※共通テーマに基づいた研究 

※年間を通した研究を見通しをもっ

て進める。 

○保育研究⑥ 
※保育側，参観側の両者の自らの保育

を振り返る機会に 

※学び続ける姿勢，自己研鑽を深める

ことが保育の質の向上につながる。 ○毎日の振り返り㉒ 

○毎日の打ち合わせ③ 

○週 1 回～月 1 回の情報共有 

○データによる情報共有② 

○ホワイトボードの活用 
※全職員での協力体制の構築 

※幼児の姿の共有→次の日や翌週

の遊びにつなげる。 

※遊びの見通しをもつ。 

○保育中の振り返りの時間の確

保⑧ 

○幼児向けクラス便り 
※遊びの見通しをもつ 

※  

○日案の作成⑥ 

○週案の作成⑨ 

○2 週ごとの週案作成③ 

○保育計画の作成 

○指導計画の修正 
※情報共有を図る。 

※幼児の姿を踏まえて，翌日(翌週)

のねらい等を考える。 

※教育課程との照合 

※環境の構成や援助等を見直す。 

○現職教員を対象にした研修⑤ 

○園外研修への積極的参加② 
※研修体制づくり 

※地域の保育の質の向上への貢献 

○外部の施設・人材を活用した

活動⑨ 

○学校評議委員会② 
※自然や食育について講師を招いて

活動。 

※地域の自然・祭りを生かす。 

※教育課程に位置付けた取組を検討

する。 

○幼小の合同研究⑥ 
※一貫カリキュラムの研究と体制づ

くり 

※研究の組織やビジョンの共有 

○附属間交流⑮ 

○一貫カリキュラム⑨ 
※相互参観や交流活動で子供の姿を

共有し，教育課程や指導計画の改

善に生かす。 

※交流活動では互恵性を意識した開

かれた教育課程 

○小学校教員とのカリキュラム

や研究についての話し合い・

引き継ぎ⑱ 

○子供の交流活動⑪ 
※授業・保育の相互参観 

※１０の姿を基に子供の姿を共有す

る。 

※交流活動では互恵性を意識した開

かれた教育課程 

○学校評価③ 

○保護者アンケート⑤ 
※様々な視点から意見を集めること

で，改善に生かす。 

○保護者との懇談機会の新設 

○預かり保育 
※

 

○園環境の見直し⑤ 

○安全点検③ 

○  

○園内研修における園庭での遊

びの分析と園庭づくり 
※幼児の遊びと園内環境のつながり

を考える。 

※保護者や他機関との連携を図る。 

○評価指標の活用 

○連絡帳でのやりとり 

○おたより帳のコメント 

○個人用ﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝの配付 
※  

○園便り・学級通信等⑩ 

○掲示用ﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ⑩ 

○  

○掲示板の活用⑤ 

○スライド 

○  
※写真の活用 

※送迎時に毎日保護者と顔を合わ

せる良さを生かす。 

※幼児一人一人の遊びや学びを伝

える。→教師の見取り 

○園・学級の方針説明⑨ 

○保育参観・保育参加⑦ 

○保護者による保育ｱｼｽﾀﾝﾄ⑤ 

○環境整備・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ② 

○ ② 
※十分な説明と幼児の育ちを共有す

る協力体制づくり 

○共同研究⑪ 

○専門家として保育に招聘⑬ 

○施設利用⑤ 

○学生の参加⑥ 
※大学の専門性を教員や幼児に生

かす。 

※教員には，保育の質の向上が期待

できる。 

※幼児には，学びの深まりが期待で

きる。 

○ホームページやブログ等によ

る情報発信⑧ 
※保育・幼児の成長の「見える化」を

図る。 

※保護者や地域へ情報を発信し，園経

営の理解につなげる。 

○研究公開⑦ 
※研究の成果を発表する。 

※地域の保育の質の向上へ貢献 

○プロジェクト型保育 

○自作教材を活用した保育 
※幼児の実態に即し，教育課程に沿っ

て進める。 

【図 1：グループ別の取組】※赤文字はポイントとして書き加えた ※ ○内の数字は，取組園数 

（園内の取組） 〈外部との連携〉 （保護者との連携） 教育課程・指導計画の改善 
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○教育課程・指導計画の改善㊹ 

○行事内容の見直し② 

○グランドデザインの整備 

○教育計画の見直し 

○環境の構成の工夫・改善 

○事例(幼児の姿)を基にした話

し合い㉔ 

○毎日の記録⑫ 

 （子供の姿，援助を記入） 

○随時行う記録⑪ 

記録・評価 

○プロジェクト型保育 

○自作教材を活用した保育 

教材研究 

○毎日の振り返り㉒ 

○毎日の打ち合わせ③ 

○週 1 回～月 1 回の情報共有 

○データによる情報共有② 

○ホワイトボードの活用 

情報共有(職員間) 

○園・学級の方針説明⑨ 

○保育参観・保育参加⑦ 

○保護者による保育ｱｼｽﾀﾝﾄ⑤ 

○環境整備・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ② 

○ ② 

○保護者との懇談機会の新設 

○預かり保育 

子育ての支援 

○研究公開⑦ 

研究公開 

○園内研修③ 

園内研修 

○相互参観・保育研究⑥ 

保育研究 

○保育中の振り返りの時間の確

保⑧ 

○子供向けクラス便り 

振り返り(幼児) 

○日案の作成⑥ 

○週案の作成⑨ 

○2 週ごとの週案作成③ 

○保育計画の作成 

○指導計画の修正 

保育案 

○現職教員を対象にした研修⑤ 

○園外研修への積極的参加② 

現職教員研修 

○外部の施設・人材を活用した

活動⑨ 

○学校評議委員会② 

地域との連携 

○幼小の合同研究⑥ 

合同研修 ○附属間交流⑮ 

○一貫カリキュラム⑨ 

○小学校教員とのカリキュラム

や研究についての話し合い・

引き継ぎ⑱ 

○子供の交流活動⑪ 

小学校との連携 

○学校評価③ 

○保護者アンケート⑤ 

評価 

○園環境の見直し⑤ 

○安全点検③ 

○  

○園内研修における園庭での遊

びの分析と園庭づくり 

○評価指標の活用 

○連絡帳でのやりとり 

○おたより帳のコメント 

○個人用ﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝの配付 

○園便り・学級通信等⑩ 

○掲示用ﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ⑩ 

○  

○掲示板の活用⑤ 

○スライド 

○  

○共同研究⑪ 

○専門家として保育に招聘⑬ 

○施設利用⑤ 

○学生の参加⑥ 

大学との連携 

○ホームページやブログ等によ

る情報発信⑧ 

情報発信 

【図 2：グループの関係性の考察】 

幼児の育ちの見取り 

遊びの振り返りと今後の見通し 

幼児理解 

遊びの見通し 

継続 

幼児の育ちの共有 
自己研鑽 

園外発信 

見通し・計画 

見直し・改善 

カリキュラムの接続 

幼児の姿の共有・引き継ぎ 

互恵性 

研修会・交流活動 

互恵性 

人材発掘 

教育課程の共有 

見直し・改善 

専門性の活用 

人材育成(学生) 

幼児の育ちの共有 園への理解 

安心・安全 

協力・連携 見直し・改善 

教育課程とのつながり 

幼児の実態 

※ ○内の数字は，取組園数 
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 図 1,図 2 から，本園では，カリキュラム・マネジメントの取組の特徴を次のように捉えた。 

【カリキュラム・マネジメントの取組の特徴】 

○ 職員間の情報共有を図る。 

    職員間の協力体制を特徴に掲げている園が多く，職員間の情報共有は欠かせないものになってい

る。幼児の主体性を大切にする保育においては，1 日の保育を振り返り，情報共有をする時間が大

切である。 

 ○ 記録の蓄積を幼児理解や園内環境の見直し，保育案の改善，園内研修に生かす。 

   保育後に，紙媒体で，付箋で，データで，写真と文章でなど様々な方法で記録を残し，それらの

記録を蓄積することで，幼児理解や園内環境の見直し，週案等の保育案の改善，園内研修等に生か

している園が多く見られた。保育後の記録の蓄積は，幼児一人一人の育ちの見取りにもつながり，

幼稚園教育の中で最も大切にしていきたいものである。 

 ○ 遊びの振り返りや教材研究で，見通しをもった保育につなげる。 

  幼児と共に一日の保育を振り返り，学級で遊びを共有し，次の日や翌週の遊びへとつなげること

が充実した遊びへとつながる。幼児の遊びの実態を把握し，記録や週案等の保育案，教育課程や指

導計画へとつなげていくことが大切になってくる。 

○ 教育課程や指導計画の改善につながる取組を図る。 

    前頁に挙げられたカリキュラム・マネジメントの具体的な取組は，教育課程や指導計画へとつな

がっている。記録や事例検討，情報共有の時間等で話し合われたものを，教育課程や指導計画の見

直しへとつなげている園が多く見られた。また，幼稚園教育要領で示された「５領域」や「資質・

能力」，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の視点で教育課程や指導計画を見直し，幼児の姿

と照らしながら，改善に努めていく必要がある。 

 ○ 幼小接続を意識した連携を図る。 

   小学校との交流だけに留まらず，保育と授業の相互参観や，研究テーマを共有して互いに研修を

行うなどの幼小接続を意識した取組を行う園が多く見られた。「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」から幼児の育ちを見取り，小学校と共にスタートカリキュラムづくりを行う園があるなど，

これから益々，小学校とのつながりを強くする取組が必要になってくる。 

 ○ 地域とのつながりを深める取組を図る。 

    地域の人材や施設を活用した保育内容としている園が多く見られた。カリキュラム・マネジメン

トでは，教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていく必

要がある。地域の素材や人材を生かす中で，国立大学附属幼稚園においては，大学が身近にあり，

大学の人的・物的環境を生かした取組も多く行われている。大学の高い専門性を生かしつつ，地域

の他の外部資源を洗い出し，保育に生かすことができる内容を教育課程や指導計画に反映させ，共

有していくことが大切である。 

 ○ 保護者への情報発信を行い，幼児の育ちを共有し，連携・協力する取組を図る。 

   保護者と共に幼児の成長を支えるという思いのもと，幼稚園では，幼児の育ちの見取りや園の方

針等を細かに知らせる必要がある。お便りや連絡帳，懇談会，送迎時の連絡等で細かに情報交換を

行い，園への理解を得たり，環境整備などで協力を得たりしながら，共に幼児の成長を支えていく

ことが大切である。また，園内研修等で見取った個々の育ちを各家庭に知らせ，今後の指導に生か

していくことも大切だと考える。 

○ カリキュラム・マネジメントの中で効率的な取組を考える。 

   データによる情報共有や朝の打合せの時間をカットするなど，カリキュラム・マネジメント上，

効率的な方法を模索している取組が見られた。効率的で効果的なカリキュラム・マネジメントの視

点も大切にしていきたい。 

  上記の特徴をつかんだ上で，「幼稚園教育要領に示されているカリキュラム・マネジメントの 3 つの

視点」から分析・検討を行うことにした。また，分類をする中で「実施回数や時期」によっても特徴が

現れるのではないかと考え，「実施回数や時期」による分析・検討も行うことにした。 
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 (3) カリキュラム・マネジメントの 3 つの視点から見た特徴分析 

   「１カリキュラム・マネジメントの取組状況報告」

の具体的取組を①「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」を踏まえ教育課程を編成すること，②教育課程

の実施状況を評価してその改善を図っていくこと，③

教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保す

るとともにその改善を図っていくことの 3 つの視点で

分類し，関連を次の図のように表した。図に示すこと

で，カリキュラム・マネジメントの 3 つの視点から見

た特徴を明らかにする。 

   

  

①「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

を踏まえ教育課程を編成すること 

②教育課程の実施状況を評価してその

改善を図っていくこと 
③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を

確保するとともにその改善を図っていくこと 

保育記録⑤ 

保育の振り返り（職員）⑤ 

保育の振り返り（幼児）⑥ 

保育カンファレンス(事例検討会)② 

環境の構成 

教育課程への反映④ 

研修④ 

保育の内容充実 

評価 

保護者への情報発信⑪ 

グランドデザイン・

教育課程の改善⑤ 

計画・評価・記録④ 

職員間の情報交換⑤ 

保護者との連携・情報発信⑤ 

小・中・大学との連携⑩ 

評価・アンケート④ 

教育課程・指導計画の改善③ 

計画・実践・評価③ 

幼児理解・環境の構成③ 

職員間の情報交換・振り返り⑯ 

記録④ 

個々の評価③ 

研修③ 

園評価③ 

保護者との連携・情報発信㉔ 

他校種及び大学，地域との連携㉙ 

預かり保育 

教育課程・指導計画の改善㊹ 

記録・幼児理解⑩ 

研修・事例検討⑰ 

職員間の情報共有⑬ 

週案・保育案の作成⑤ 

幼児による振り返り 

保護者アンケート・ 

幼児の姿の共有② 

小学校との連携 

園内研修 

小学校等との連携・研究② 

幼児の見取り 

教材研究② 

教育課程・指導計画の見直し② 

園内環境の見直し④ 

保護者への情報発信⑨ 

保護者の協力→理解② 

附属間の連携③ 

地域(大学を含む)との連携⑲ 

保育研究（大学協力）③ 

研究成果発表 

→地域の教員との交流③ 

他校種との連携 

保護者との育ちの共有・連携 

地域（外部）との連携 

【図 3：カリキュラム・マネジメントの 3 つの視点から見た特徴】 

※ ○内の数字は，取組園数 
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図 3 から，本園では，カリキュラム・マネジメントの 3 つの視点から見た特徴を次のように捉えた。 

【カリキュラム・マネジメントの具体的な取組の特徴】 

  ①「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ教育課程を編成すること。 

   本年度から実施されている「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえてどの園も教育課程

に取り入れている。①のみの視点だけでなく，取組においては，『②教育課程の実施状況を評価してそ

の改善を図っていくこと。』や『③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにそ

の改善を図っていくこと。』なども取り入れながら総合的に実施している園が多く見られた。 

   日々の記録や職員間の情報交換，事例検討等の際にも，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を

生かして，園児の姿を見ることが，全職員が共通の視点で園児の姿を見取ることへとつながり，幼児

理解に基づいた指導案の作成につながる。 

 

  ②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと。 

   ②の視点からみても『①「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ教育課程を編成するこ

と。』，『③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこ

と。』との相互的なつながりが見られる。 

   日々の保育の中の幼児の育ちを記録したり，職員同士で共有したりすることが次の日の保育につな

がること，書き溜めた記録を事例に起こし，職員や大学や小学校との教員と検討し，改善を図ること，

保護者や地域の思いや願いをアンケート等で受け止め，教育課程に反映させることなどPDCAサイク

ルでのつながりを意識して教育課程を編成することが大切である。 

 

  ③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこと。 

   ③の視点においては，『①「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ教育課程を編成するこ

と。』や『②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと。』との関連を図りながら，保

護者や附属間の他校種の学校，大学，公開研究会を通して，地域の先生方と連携を図って実施されて

いる。 

   地域の素材や人材を洗い出し，教育課程の実施にあたり，「何ができるか」「どのように生かしてい

くことできるのか」を考えていく必要がある。また，保護者の理解と協力は，園運営にとっては不可

欠であり，幼児の育ちを共有するためにていねいな情報発信を行い，園運営への理解と協力を得てい

くことが，カリキュラム・マネジメントを行う上でも大切である。 

 

【まとめ】 

  カリキュラム・マネジメントにおいて，様々な取組はつながって行われている。効果的なカリキュ

ラム・マネジメントを考える上では，上記の視点において取り組み，一つ一つの取組が，効果的につ

ながっていくことが大切だと考える。そして，最終的には，様々な取組が教育課程へとつながってい

かなければ，効果的なカリキュラム・マネジメントとは言えないであろう。一つ一つの取組のつなが

りと目的を明らかにしながら，カリキュラム・マネジメントを実施していく必要がある。 

  また，様々な取組がある中で，それらを自園に生かすためには，時間や労力等も考えながら，バラ

ンスよく取り入れていくことが大切である。 
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(4)  年間を通したカリキュラム・マネジメントの実施回数や時期による分析 

カリキュラム・マネジメントの具体的な取組を分類し，関係性を示す中で，「実施回数や実施の時期」

による特徴を明らかにすることで，各園のカリキュラム・マネジメントの効果的な取組の参考にでき

るのではないだろうか。そこで，次頁のように図に分類したものを「実施回数や実施の時期」で整理

し，赤文字で示した上で，特徴を検討することにした。 

下記は，図 4 から，カリキュラム・マネジメントの実施回数や時期の特徴を捉えたものである。 

  【カリキュラム・マネジメントの実施回数や時期による特徴】 

○ 毎日実施し，積み重ねることが必要なもの 

 毎日行っているものとしては，情報共有・記録・振り返り（幼児）が多く挙げられた。これら

は，翌日の保育へと直接つながるものである。その日の保育を振り返り，情報を共有し明日への

見通しをもつことで，翌日の保育へのつながりが見られ，保育の質の向上を図る。 

○ 週単位での見直し，検討が必要なもの 

週単位で行っているものとしては，保育案や事例検討が挙げられる。週を単位として保育案を

作成し，実施後に振り返ることで，教育課程･指導計画の改善へとつなげている園が多く見られ

た。また，幼児の姿や育ちを事例として話し合うことで，全教職員で共有することができ，園全

体として次週の指導の改善につなげることができる。 

○ 年間を通して実施する取組 

外部との連携については，年間を通して数回実施している園が多く見られた。園の実態により

実施状況は異なるが，幼児の実態に基づき，身近な人材や施設を活用したり，他校種の学校と連

携を図ったりして，１回のみではなく，複数回実施することで，より充実した連携となる。また，

そうして外部との連携を行う上で，教育課程・指導計画の共有を図ることが，社会に開かれた教

育課程の実現につながる。 

○ 保護者との連携や情報発信 

保護者との連携や情報発信については，週単位や年間を通して定期的に行われているものが多

く挙げられた。週単位で幼児の様子を発信したり，定期的に幼児の育ちを振り返ったり，共に幼

児と関わったりすることで，幼児の育ちを園と保護者で共有することができ，園への理解や協力

を高めていくことへとつながる。 

○ 教育課程・指導計画の改善に向けて 

毎日行うものや週単位で行うもの，また年間を通して行うものなど，様々な間隔で振り返りが

行われている。大きな見直しを年度の後半に行うものの，常に教育課程・指導計画の見直しを視

野に入れながら，小さな改善を日ごと，週ごと，期ごとに実施し，改善を図っていくことが有効

だと考えられる。 
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□毎日①  □週単位③ 

□月単位③ □学期ごと⑥ 

□夏休み～学年末⑫ □年間⑲ 
※保育記録や週案等を根拠資料と

して，夏休み以降に次年度へ向け

て教育課程・指導計画の改善を図

る園が多い。 

※年間を通して保育を振り返り，教

育課程・指導計画の改善を行って

いる園も多くある。 

□毎日⑫  □週単位④ 

□年数回（随時）⑦ 
※毎日の記録をとる園が多く，日々

の記録を積み重ねていくことで

幼児の育ちを継続的に見取るこ

とが出来る。園内図や，週案に書

き込む形で記録する園もある。 

※毎日の記録には，日々の幼児の姿

や遊びを記し，定期的な記録は，

幼児の育ちを見取ったものを記

し，評価としても活用している。 

□週単位⑩ □年数回⑩ 

□毎日②  □２年間① 

□入園時① 
※週ごとや定期的に行う園が多

い。時間をかけて一つの事例を

話し合うことで，幼児の育ちを

様々な視点で捉えることができ

たり，保育について見直すきっ

かけとなったりする。 

□年数回③ 
※年間を通して，共通テーマに基づい

た研究を進めていき，保育の質の向

上へとつなげる。 

 

□年数回⑥ 
※定期的に互いの保育を参観し合い，

保育研究を行っている。自らの保育

を振り返る機会となる。 

□毎日㉕   □週単位④ 

□月単位④  □年数回③ 
※多くの園が毎日の保育の振り返り

や打合せの時間を設け，幼児の姿

や遊びについて話をしている。毎

日話すことで，共通理解が図られ

たり，見通しをもったりすること

ができる。 

□毎日⑨  □随時① 
※毎日振り返りを行っている園がほ

とんどである。学級全体で共通認識

をもつことができ，翌日の遊びにつ

ながりがみられるようになる。 

□週単位⑪   □毎日⑤ 

□年数回② 
※週を単位として保育案を作成して

いる園が多い。保育が終わった後

は保育案に書き込みをして教育課

程・指導計画の改善を行っている。 

○現職教員を対象にした研修⑤ 

○園外研修への積極的参加② 
※研修体制づくり 

※地域の保育の質の向上への貢献 

□年数回⑪ 
※園の実態に応じて，地域の人材や施

設を活用し，年に数回実施してい

る。 

□週単位①  □月単位④ 

□随時① 
※一貫したカリキュラムの研究等を

行う際には，定期的な研修会を行っ

ている。 

 

□年数回⑮ 
※年に複数回相互参観や交流活動を

行っている。子供の姿を共有するこ

とで，活動のねらい等を共通理解す

ることができる。 

□月単位②  □年数回⑱ 
※年間を通し，園の実態に応じて可能

な範囲で交流等を行っている。 

※年１回の交流に留まらず，複数回交

流活動等を行っている。 

 

□年数回⑦ 
※年に数回，教員や保護者など様々な

視点から実施する。 

□不定期①   □月数回① 
※保護者の子育てを支援するために，

園の実態に合わせて保護者の悩み

を語り合う場を設けたり，リフレッ

シュする時間をつくったりする。 

 

□週ごと①  □月単位③ 

□年数回⑥ 
※定期的に園の環境を見直すこと

で，幼児が安全・安心に遊ぶことが

できる環境を整えておく必要があ

る。また，環境を変えることで遊び

の広がりにもつながる。 

□月単位①  □年３回① 

□随時① 
※定期的に個の育ちを捉え，保護者と

共有する。 

□毎日⑥  □週単位⑪

□年数回⑨ □月単位③ 
※送迎の際の情報交等については毎

日行われている。 

※掲示物やプリント等については，

週単位で行っている園が多い。 

※幼児の育ちを語り合う場を年数回

設けている園も多い。 

□学期ごと⑧ □年数回⑮ 
※定期的に保護者が保育に入ったり

園の方針や幼児の育ちを説明する

場を設けたりしている園が多い。 

※環境の整備については，年に数回

協力を依頼している。 

□週単位①  □月単位① 

□年数回㉓  
※附属という環境を生かし，年に数

回，大学の人材や施設を活用してい

る。 

 

□日単位③ □週単位② 

□月単位① □年間② 
※日や週単位で定期的に情報を発信

し，保育や幼児の成長の「見える化」

を図る。 

○研究公開⑦ 
※研究の成果を発表する。 

※地域の保育の質の向上へ貢献 

□年間（随時）② 
※必要に応じて，記録や情報共有など

の幼児の実態を基に教材研究を行

い，保育の質の向上を図る。 

 

【図 4：実施回数や時期から見た考察】※赤文字はポイントとして書き加えた 

※ ○内の数字は，取組園数 
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(5)  協力園のカリキュラム・マネジメントの取組状況報告 

   48 園から「①カリキュラム・マネジメントの取組状況報告」を受けた中，各地区のブロックよ

り 1 園を抽出して 7 園のカリキュラム・マネジメントの取組を紹介する。 

山形大学附属幼稚園 

１ 園の概要（平成３０年度）［園・教育課程の特色］ 

 (園の概要) 

本園は，１学年３４名定員の小規模幼稚園である。各学級担任の 

他は，副担任２名と養護教諭のみの配置であるため，学年交流や全 

体での遊びを大切にし，全員体制で保育を行っている。また，大学 

附属の幼稚園として，教育学部のほか，他学部とも連携した保育活 

動を取り入れている。附属学校園全体の特別支援コーディネータ 

（特別支援学校籍）とメンタルケアコーディネータ（中学校籍）に 

よる早期支援や保護者への支援活動も取り入れている。              

                             

○ 園の教育課程の特色 

本園の教育目標「心豊かでたくましい子どもの育成」に基づき，附属学校園全体のコーディネー

タと連携しながら，一人一人の個性や発達に応じた援助のもと，自らが選んだ活動（遊び）に主体

的に取り組み，遊びこむ子供の育成を目指して，教育課程を編成している。また，秋にはトンボが

飛び交う広い園庭と５０種類以上の樹木が生育する豊かな自然環境を生かし，年間を通して季節の

変化に応じた遊びを取り入れたり，行事と関連づけたりした活動を位置づけている。 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」や小学校との学びの接続を視点に，５歳児の子供の調

和の取れた姿に至るまでの，各期の具体的なねらいやその時期に大切にしたい遊び，援助のポイン

トなどをまとめた「遊びの保育デザイン」を作成し，ディスカッションを行って更新を図りながら，

保育にあたっている。 

○ 新幼稚園教育要領の実施に向けた改善点【平成２９年度の取組】 

「遊びの保育デザイン」と各学年の実践を照らし合わせ，重点的に取り組む内容やより具体的に示

す項目等について検討・整理を行い，教育課程に反映させた。働き方改革に向けての取組も求めら

れていることから，これまで伝統的に行っていた活動等についても，ねらいの再検討を行い，優先

順序をつけて，削減を図った。 

２ 本年度のカリキュラム・マネジメントの取組 

① 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ教育課程を編成すること。 

・ 学年で取り組む活動や園行事について，それぞれのねらいを再検討し，年間におけるその期の

育ちと学年の発達との関わりについて共通理解を図って，教育課程を編成している。 

・ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」につながる学年ごとの子供の姿や教師の援助につい

て，打合せ時間の工夫やツールを活用し，園職員全員で共有することができるようにしている。 

② 教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと。 

・ 日々の保育のねらいや援助について，週案及び個人の記録をもとに学年及び全体で話し合う場  

を設け，改善に努めている。 

・ 行事や主な活動終了後に，保護者からの感想及び意見を集約し，ねらいの達成度を確認し，課

題については，その都度検討して改善に努めている。 

・ 年に２回，園務分掌ごとに反省の場を設け，目指す子供の姿等とともに働き方改革の視点からも

検討して，改善を図っている。 

・ 保護者，学校関係者及び教職員による学校評価アンケートを実施し，次年度の教育課程編成に生

かすと同時に，必要に応じて，随時保護者へ説明する機会を設けている。 

・ 学校評議員会において保育参観を含めた説明及び意見交換を行い，教育課程の改善に生かして

いる。 

③ 教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこと。 

・  附属学校全体のコーディネータを，それぞれ週に１～３回配置し，保育中の子供の様子や登

降園における保護者とのかかわり等を観察してもらい，必要な援助等について保育者と話し合う

機会を設けている。また，小学校籍の学習支援員を幼稚園の保育にも入ってもらい，小学校との

【コーディネータによるコミュニケーション活動】 
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接続をふまえて気付いたことを情報提供してもらったり，活動をサポートしてもらったりしてい

る。 

・  今年度の重点である「食育」に関して，大学の教員にアドバイザーをお願いしている。幼児期

に必要な栄養やお弁当について，保護者に向けて講演を行ってもらったり，研究室の学生からは

年間を通じて食に関する保育活動をサポートしてもらったりしている。 

・ 園の自然環境を生かした遊びを充実させるために，植物研究の方を講師に迎えて，園内研修を

行っている。 

・ 暑い時期であっても，子供達が十分に身体を動かしたり，集団で一斉活動を行ったりすること

ができるように，今年度より遊戯室にエアコンを設置した。 

（具体的な取組内容） 

○ 保育の振り返り【毎日】…②，③ 

毎日の保育後，子供達の姿と遊びの様子をもとに，教師の援助や環境構成について，担任と副担

任，さらには支援員やコーディネータと振り返る時間を設けている。加えて，研究の視点から遊び

を重点に話し合う「ＵＴＣ」（カフェ形式）を取り入れ，柔軟な形で話し合う機会を設けている。 

○ ホワイトボードを活用した情報の共有【年間】…①，② 

勤務日が異なる講師やコーディネータ，支援員などとも，子供の様子や教師の援助・ねらい等 

について共有することができるように，研究会をホワイトボードに記録し，話し合いの過程及び内

容の可視化を意識しながらすすめている。つぶやきや意見の交換等もイラストや図式を用いて加え

て記録し，終了後も職員室に設置して，どの時間帯でも見ることができるようにしている。 

○ 子供の育ちを共有する保護者会【年３回】…② 

活動のねらいや遊びを通した子供の育ちを保護者と共有するために，長期休業前の保護者会にお

いて，写真と映像を用いて子供の姿をもとに説明している。 

○ 自作教材を活用した体験型保健指導【年間】【別添参照】…① 

  日常生活の中で起こるけがや病気，自分の身体等について関心をもち，健康な身体づくりに必要

な活動や習慣を身につけることができるように，養護教諭が体験型教材を自作して掲示している。

さらに，身体計測時には，その教材を使って保健指導を行ったり，学級に掲示したりして担任とと

もに指導し，健康な生活習慣の定着を図っている。 

○ 子供自身による遊びの振り返り【毎日】…② 

  降園前にその日の遊びについて，学年に合った形（○○タイムなど）で友達に紹介する時間を設

けている。紹介活動を行うことで，それぞれが遊びを振り返り，興味・関心が友達とつながったり，

発展したりしている。 

○ 保育サポーターとの連携【年間１０回程度】…③ 

  保護者に行事や保育活動のねらいを理解していただき，円滑な運営ができるようにするために，

選択制で諸活動の準備・運営に参加してもらっている。 

○ 外部との連携【年間】・・・①，③ 

 今年度よりＪＲＣ(※青少年赤十字)活動に加盟し，危険な場所や遊び方，災害時における自分の

身の守り方などについての理解を深めるととともに，安全意識を高め，自分で判断・考えて行動で

きるよう意識化を図っている。 

○ 教育課程・指導計画の改善【10 月～12 月】・・・①② 

  日々の保育の振り返りや活動・行事の反省をまとめ，次年度の教育課程編成に生かしている。学

校評議員や保護者からの意見についても，検討し，改善を図っている。 

３ 来年度に向けての改善点・課題 

◇ 働き方改革に向けて一層の取組が求められる中，限られた時間内でいかに教職員それぞれが質の

高い保育に向けての準備及び研修を行っていくかが課題である。 

◇  附属学校全体の「目指す子供」を改訂したのを受け，特に小学校との接続で特に大切にしたい育

ちについて検討していく。 
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東京学芸大学附属幼稚園（小金井園舎） 

１ 園の概要（平成３０年度）［園・教育課程の特色］ 

(園の概要) 

 本園は，各学年２学級で全員３年保育を実施している。徒歩で

の登園可能な範囲を区域とし，７，８割の卒園児は地域公立小学

校へ就学しており，地域（家庭）とのつながりが密である。そし

て，地域の一般的な幼児を受け入れるという理念のもと，30 年以

上前から，入園募集にあたり，障害枠を設けている。本園の教育

体制の中で，受け入れ可能な幼児と共に一人一人を生かした保育

を実践している。また，大学キャンパスと同一敷地内にあること

を生かし，大学学部とのつながりも密である。学部１年生から現

場経験の希望を受け入れており，自主的に来園する学生数は例年

年間のべ 500 名を超える。在園児・保護者にとっても学生は身近

な存在として位置づいている。 

○ 園の教育課程の特色 

 本園の教育目標「人や身近な環境にかかわる中で，主体性と協

同性を育みながら，明るく伸び伸びと自己を発揮する子どもを育てる」に基づき，体験を通して自ら

考え・行動し・感動する子供の育成を目指して教育課程を編成している。各学年を３期ずつで捉え，

学年ごとの発達を意識しやすくなるようにしている。一方，それぞれの期の期間は年度当初には定め

ず，幼児の実態に応じるためにある程度の幅をもたせている。そのため，幼児の育ちをしっかり捉え，

移行の時期を見極めている。また，豊かな自然環境を生かすだけでなく，特に５歳児学年では，動植

物との関わりの中で，より経験を積み重ねたり見通しをもった体験をしたりできるよう，アヒルや鶏

などの飼育活動や水田での稲作活動を重視し位置付けている。 

○ 新幼稚園教育要領の実施に向けた改善点【平成２９年度の取組】 

本年度教育課程編成の段階で，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の視点で，全学年の内容を

見直した。各学年・各期のねらい及び内容に含まれる，10 の姿をみいだしたり，文言の表現を改善し

たりした。 

２ 本年度のカリキュラム・マネジメントの取組 

（1） 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ教育課程を編成すること。 

・教育目標や今まで積み重ね大切にしてきた教育実践を，改めて「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿」で見直すことにより，教育課程の中に散りばめられている「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿」への意識を高め，今年度の教育課程を編成した。 

・園内においては，職員会議のほか教員会議や毎日の朝会において，育ちの捉えを共有したり，学

年発達の違いに気付き合ったりできるようにしている。また，研究テーマを「しなやかな心と体

をはぐくむ保育」とし，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の１つ 1 つがバラバラな到達

の姿ではなく，複合的な姿として捉える視点をみいだし，幼児理解や教師の援助について検討し，

教育課程編成と日々の保育に生かしている。 

・家庭に向けては，園長や副園長講話により，園の教育目標などを説明すると共に，ホームページ

や園だより，保護者会時での写真を使った説明などにより，幼児の姿とその中での学びや育ちに

ついて説明を行っている。 

（2） 教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと。 

・日々の記録は，原則として全担任が共通の形式で行う。自身の振り返りが積み重なると同時に，

学年を超えて互いの記録内容の理解がしやすくなったり，幼児の捉えについてより深い評価や教

師の援助が検討できたりしている。 

 ・園内研修においては，観察者になる教師は，A４用紙１枚分にポイントを絞って記録を作成する。

全員の記録用紙をもとに，検討を深めることで，保育の改善や教育課程の見直しにつながる。 

 ・小学校の教員との連携においては，年中児と３年生の交流活動が互いのカリキュラムに位置づい

ている。幼小共に互いの育ちやねらいなどを検討しあい，互いの子供たちにとって互恵性を意識

した検討を毎年重ねている。 

 ・講師を招いての保育検討会や研究協議会において，保育の見直しや幼児の育ちについて，より多

くの視点から，見直したり捉え直したりしている。 

 
【遊び方も必要なものも 

自分で考える】 
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（3） 教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保すると共にその改善を図っていくこと。 

 ・幼児一人一人の育ちを見取りながら，それぞれの発達と集団の育ちを支えるために，担任のみな

らず，全教職員が幼児の教育及び安全に関与できるようにする。 

・担任は，学級・学年を超えて幼児とかかわる意識を高める。 

 ・障害枠入園児を含め，個別の支援を要する幼児への理解，保護者対応について，大学専門家教員

と連携を図っている。 

 ・保護者が保育内容にかかわる機会や行事運営を担う機会などを設け，園と家庭が共に幼児の成長

を支え合う意識を高めている。 

・大学学部生・院生の受け入れを積極的に進め，幼児が多様な人との関わりを経験できるようにし，

学生にとっても体験を伴う専門性の学びを深められるようにしている。 

・飼育栽培活動においては，学校獣医師や地域住民など専門家との連携を図っている。 

・大学の教育支援員制度や育児支援員制度などを活用し，教職員が様々な状況に余裕をもって対応

できるように努めている。  

（具体的な取組内容） 

〇教育課程・指導計画の改善【年間】・・・①② 

 月に１，２回の教員会議で日常保育や個々の行事などの振り返りを行い，各行事では保護者アンケ

ートを実施している。日常保育や行事などにおけるねらいや内容を教員間で共通理解すると同時

に，保護者アンケートでは，園の意図が伝わっているか，保護者の納得などを細やかに捉えたりニ

ーズに応えたりなど，改善に生かしている。 

〇園内保育検討会【各学年年２回】・研究協議会【年１回】・・・①②③【別添参照】 

 園内保育検討会では，園内教員同士が互いの保育を見合い，幼児の育ちについてより具体的に共通

理解が図れるようにしている。研究協議会は，研究テーマに基づくが，参会者と共に，多様な視点

から保育を見直したり，幼児の育ちを捉えなおしたりする機会としている。いずれも教育課程改善

にもつながる取り組みとなっている。 

〇保育記録【毎日】・・・②  

主に環境マップ型記録を活用している。広い園敷地内，また，学年運営で幼児が学級を超えて関わ

りを広げている中で，それぞれの育ちや集団の育ちを短期・長期で捉えられるようにしている。 

〇掲示用ドキュメンテーション・ホームページの作成【月 2 回】・・・① 

 各学年で，日々の保育活動やトピック的な活動について写真を用いた掲示を作成し，様子を伝えて

いる。また，月 2 回程度，保育内容について写真や解説をホームページに掲載し，保護者だけでな

く，地域に実践を開いている。 

〇職員朝会【毎日】・・・②③ 

 毎日朝会を開き，一日の予定だけではなく，各学年の幼児の育ちや指導などの重点を述べ合い，全

教職員で情報共有を行う。保育時間中に，どの学年の幼児に会っても，より学年の意図に即した対

応が可能になるようにしている。 

〇校内委員会開催【年３回】・・・②③ 

 大学専門家教員を招き，個別の指導について専門的な意見や情報を得たり，集団生活での育ちにつ

いて専門家からの見方を知ることができたりする。担任のみならず，保護者の相談窓口にもなって

おり，幼児・教師・保護者いずれの支えにもなっている。 

○小学校との連携【年間】・・・②③ 

 幼児・児童の交流活動は年３回だが，幼稚園教諭と小学校教諭が互恵性を意識した指導内容及び指

導計画を同一紙面に一緒に作成している。明文化することで，相互の育ちを確かめ合ったり，幼稚

園教員にとっては，就学後の見通しの手掛かりが得られたりすることで，日常保育の見直しを図る

きっかけにもなっている。 

○学生との連携【年間】・・・③ 

自主参加や卒論・修論などについて可能な限りの受け入れ，地域未就園児の会を学生主体で企画運

営，行事における学生スタッフなど，可能な限り現場体験の中から気付きや学びを深められるよう

にしている。幼児にとっては大人が増えることで，安心感や満足感を得られる姿もあり，教師とは

違う育ちの支えとなっている。 

３ 来年度に向けての改善点・課題 

◇保護者や外部関係者などに説明可能な明文化の工夫は課題だと感じている。 
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上越教育大学附属幼稚園 

１ 園の概要（平成３０年度）［園・教育課程の特色］ 

(園の概要) 

 本園は平成４年に開園し，全国の附属幼稚園の中では最も歴史

が浅い園である。３歳児から５歳児まで各１学級，各学級には担

任と副担任の２人，その他に教育補佐員と養護教諭が各１名配置

されている。自然豊かな広い園庭と開放的な園舎で展開される幼

児の主体的な遊びを全職員で援助している。平成 28 年度から預

かり保育を始めた。専属の保育担当職員３人が正規保育時間の前

後に，同園舎と園庭で預かり保育を行っている。 

○ 園の教育課程の特色 

 開園当初から，幼児主体の保育実践を行っている。幼稚園教育

要領のねらいを総合的に達成するために，これまでの文部科学

省研究指定の「幼小連携」「幼小接続」及び「仲間関係」「遊び込む子ども」のそれぞれの研究成果を

踏まえて，その都度，教育課程および年間指導計画を構築・発展してきた。教育期は，幼児の発達と

生活の節目を捉えて，年齢ごとに４期に区分している。また，５歳クラス９月から小学校１年生の上

旬までは幼小の接続期と設定している。また，幼児の１日の園生活を，「遊び」「みんな」「せいかつ」

の３つの観点で分類し，指導計画の内容に反映している。 

○ 新幼稚園教育要領の実施に向けた改善点【平成２９年度の取組】 

遊びを通して，生きる力の基礎が育成されるよう，環境を構成し援助することを大切にしている。

遊びを一層充実させ，より質の高いものにしたいと考え，平成 25 年度から「遊び込む子ども」をテ

ーマにして，６年計画の研究に取り組んでいる。既存の教育課程に沿って教育活動を進めながら，平

成 25～27 年度には遊び込んだ事例の蓄積，分析を行い，本園における遊び込む姿の定義づけ，それ

を支える教師の援助と環境構成を探った。平成 28 年度からは，従来の教育課程を見直し，再編成に

取り組んでいる。平成 29年度は，年間指導計画のうち，「みんな」と「せいかつ」の活動内容と教師

の援助についての見直しを行った。その上で，２つの活動から各教育期における教師のねらいや期待

する幼児の姿を「こんなふうに育ってほしい」という項目に付け加え，教育課程及び年間指導計画の

素案を作成した。 

 

２ 本年度のカリキュラム・マネジメントの取組 

 

① 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ教育課程を編成すること。 

・小学校経験豊富な学級担任が中心となって，学校教育のスタートとしての幼児教育の重要性を踏

まえ，小学校教育に何を発信し，接続していけばよいのかを追究し，教育課程の中に位置付ける。 

・幼児教育の重要性を考え，それを支えている家庭や地域との連携を深める工夫をする。 

 

② 教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと。 

・平成 29 年度に作成した教育課程および年間指導計画の有効性を様々な角度から検証し，その検

証過程と根拠を協議，蓄積する。 

・幼児の「遊び込んだ」事例を分析，考察，蓄積し，遊びを中心とした幼児の自発的な活動を支え  

 る園生活の具現に努める。 

 

③ 教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこと。 

 ・担任と副担任で行うチーム保育の意義を考え，それを積極的に取り入れた教育に努める。 

 ・園生活における各種行事の意義を考え，年齢や幼児の発達の過程に応じた行事を計画的に位置付

ける。 

 ・園舎内外の物的な環境を計画的，意図的に見直し，適当な環境を通して行う教育の実現に努める。 

 

 

【広い園庭と森に囲まれた園舎】 
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（具体的な取組内容） 

 

○保育の振り返り【毎日】・・・①② 

 ・毎日の保育後に，全職員で保育の振り返りを共有する時間を確保する。 

・各教育期の目指す子供像に合わせて，保育の振り返りおよび幼児の評価を日々行い記録する。 

・過去の「幼小連携」および「幼小接続」の研究成果を生かした教育課程，年間指導計画の中に，

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が溶け込んでいることを幼児の学びの姿を通して検証

する。 

○小学校との連携【年間】・・・① 

・上記の研究の際に設定した本園の接続プログラムを継続して活用し，小学校との連携，連絡・協

議を行う。子供同士の交流活動（年６回），教員同士の情報交換・活動案検討，保護者説明会等 

 ・附属小学校１年生担任に研究協力者を依頼し，保育参観，研究協議を通じて指導・助言をもらう。 

○研究会での発信【年１回】・・・①② 

 ・研究会に，県内の小学校教員にも参加してもらい，保育と幼児の学びについて理解を深める機会

とする。特に，本園がある上越市の学校教育研究会生活部会の部員から多くの参加を募る。 

○保育公開【年２回】・・・②  

・地域の公立及び私立幼稚園やこども園の職員に研究協力者を依頼し，保育参観と協議を通じて，

指導助言をもらう。 

○週案の蓄積・改善，指導計画の修正【年間】【別添参照】・・・② 

・昨年度に作成した年間指導計画に沿って実践を進めながら，週案による保育の振り返りや遊び込

んだ事例の収集を行い，教育課程および年間指導計画の有効性を検証する。 

○家庭との連携【毎日】・・・② 

・学級担任が降園時に，保護者にその日の幼児の遊びや学びを具体的に話したり，前日の園生活の

様子を写真入りの掲示物で毎朝知らせたりする。このことは教師自身の保育の振り返りと教育課

程等の改善にもつながっている。 

○教職員の研修【年間】・・・③ 

 ・保育の質を向上させるため，職員には他園の視察，研究会等に積極的参加を促す。 

・県や市町村教育委員会主催の研修会等の講師を積極的に引き受け，自園のカリキュラムや環境等

の見直しに役立てる。 

・年間を通して，本学の幼児教育コースの先生に研修に加わってもらい，協議と連携を深める。 

○幼児教育の担い手の育成【年間】・・・③ 

・職員が研修等で不在の間は，大学の幼児教育コースで学ぶ学生や院生の保育ボランティアを受け

入れ，現場での保育実践を通じて，将来の幼児教育の担い手の育成に努める。 

○園環境の見直し【年間】・・・③ 

 ・幼児の遊びを支える樹木の植樹をするとともに，不要な樹木の伐採をする。 

○行事の見直し【年間】・・・③  

 ・幼児や保護者連携にとって有益な行事を精選し実施する。また行事の内容をねらいに沿って見直

し，行事の内容を教育課程に沿ったものに改善する。 

 

３ 来年度に向けての改善点・課題 

 

◇担任（副担任）と預かり保育担当者で，正規保育時間とのつながりを意識した預かり保育の指導計

画を整備する。 

◇幼児教育や子育ての重要性について，これまで以上に地域に発信する拠点となるよう，地域との関

連施設・団体との連携を深め，地域に貢献する。 
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愛知教育大学附属幼稚園 

１ 園の概要（平成３０年度）［園・教育課程の特色］ 

 本園は今年で 94 年目を迎える歴史ある園であり，親子二代

三代にわたり通園している家庭もある。今年度，3 歳児が一学

級増設され，各学年二学級，計６学級となった。園庭は 3 歳

児の中庭と 4.5 歳児の南園庭に分かれており，それぞれの学

年が思う存分体を動かして遊ぶことができる。敷地内には大

きな木々が育ち，附幼の森，草の広場，ブランコの森，ビオト

ープなどがあり，都市部であるが虫や木の実や葉などの自然

に触れ，季節の変化や興味に応じた遊びがたっぷりできる。 

 同じキャンパスに小学校，中学校があり一年生との交流，

行事参観など三校園の連携を図っている。 

 

○ 園の教育課程の特色 

教育目標である「一人一人の自己肯定感を育み，生涯にわたる人格形成の基礎を培うこと」に基づ

き「心も体もたくましい子ども」「感性豊かで思いやりのある子ども」「自分で考え行動し，やりぬく

子ども」を育成することを目指して教育課程を編成している。今年度の研究主題「体と心を十分に動

かして遊ぶ幼児の育成」の視点から教育課程の見直しを行っている。 

 

○ 新幼稚園教育要領の実施に向けた改善点【平成２９年度の取組】 

 学校評議員会で「幼稚園の教育内容を保護者にもっと理解してもらえるとよい」という意見をもら

った。「社会に開かれた教育課程」を目指し，学年だよりや保護者会を通じて子供たちの遊びの意味や

育ち，教師の意図を説明したり，ホームページで遊びの様子のブログ公開を始めたりし，保護者に教

育内容を理解してもらえるように取り組んでいる。 

 隣接する小学校，中学校と三校園で教科研究を行った。幼小接続を意識し，職員間で交流を深めた

り，保育参観，授業参観を行い互いの教育について理解を得たりした。 

２ 本年度のカリキュラム・マネジメントの取組 

① 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ教育課程を編成すること。 

・ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ，今年度は『健康な心と体』の視点から育

てたい姿や発達の過程の共通理解を図り，教育課程を編成する。 

・ 事例検討や日々の保育実践から見えてきた幼児の育ちの過程を明らかにし，「幼児期の終わり

までに育ってほしい姿」を踏まえ，教育課程の改善を図る。 

 

② 教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと。 

・ 日々の保育の反省や週案作成時に，幼児の姿や遊びについての情報交換を行い，幼児が主体 

的に活動できる場や空間の確保，幼児の気付きや工夫を促す教材の工夫をし，より深い学びへと 

導くことができるよう短期指導計画の作成をする。 

・ 事例検討を通して，幼児の育っている姿を明らかにし，必要な教師の援助，ふさわしい環境 

構成について考え，必要に応じてハード面での園内環境（自然環境・固定遊具・大型遊具な 

ど）の見直し・整備を行う。 

・ 各学期末に各学年の幼児の育ちの状況を共通認識し，教育課程の評価・改善をする。 

 

③ 教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこと。 

 ・ 大学の保健体育講座の教員に保育現場で指導をしていただき，体と心を動かして遊ぶことに関

して専門的知見を得たり，教材について助言を求めたりする。 

 ・ 大学教員より学んだことを保育に生かし幼児がふさわしい経験ができるよう指導計画を見直し

改善する。また，幼児の成長を捉え，ねらい，内容について検討し教育課程に位置付けていく。 

・ 保護者アンケート（行事後，2月）を実施し，評価を日々の保育，教育課程編成に生かす。 

・ 学校評議員会を年に 2回開催し，園の取り組みや保護者アンケートの結果を説明し，意見交換

を行い，教育課程の改善に生かす。 

【附幼の森にロープを張り忍者の修行】 
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（具体的な取組内容） 

〇 保育反省・週案作成【毎日・週 1 回】・・・② 

 毎日の保育後に，他学年の担任やフリー教師とその日の子供たちの姿や遊びの様子を話題にし，話

し合い多面的な幼児理解に努め，次の日以降の教師の援助やふさわしい環境について考えたり，週案

作成をしたりする。  

〇 からだ遊びシートの作成【各学年 2 週間に 1 回】・・・①② 

 幼児が体と心を動かして遊んでいると思われる場面の事例を集め，体と心の育ちや発達の過程につ

いて明らかにし，どのような教師の援助や環境の工夫が必要であるかを考える。また，からだ遊びシ

ートを基に話し合うなかで，見直しが必要な環境について改善する。 

〇 大学教員との連携【随時】【別添参照】・・・③ 

 休日保育参加で『親子でからだ遊び』の講師として保健体育講座の大学教員を招き，マット遊びや

親子の触れ合い遊びを指導していただき，親子で思う存分体を動かして遊んだ。そこで楽しんだ経験

や学んだ環境を保育に取り入れ，体を動かして遊ぶ楽しさを味わうことができるように日々の保育を

計画する。 

 運動会の種目について考える際に，今まで経験してきたことを基に自分の力を発揮し体を動かして

遊ぶ楽しさを味わえるような工夫について大学教員にアドバイスを求め，教えていただいた。 

〇 教育課程・指導結果の改善【各学期末 年 3 回】・・・①②③ 

 各学期の終了時に各学年で保育を振り返り，指導計画・教育課程を修正している。今年度は，から

だ遊びシートを検討する中で分かったことについて盛り込みながら加除修正している。 

〇 保護者アンケート【行事後，2 月】・・・②③ 

 休日保育参加，運動会などの大きな行事の後に保護者アンケートをとり，幼稚園教育の意図がどの

くらい伝わっているのか確かめ，保育や教育内容の伝達に生かす。2 月には幼稚園の教育に関するア

ンケートをとる予定である。保護者による園評価を参考に教育課程･教育環境の改善を図る。 

〇 学校評議員会【7 月，２月】・・・②③ 

 7 月には園の概要と今年度の取り組みについての説明と意見聴取を実施，2 月には保護者の園評価

の結果分析についての意見聴取を行い，次年度の幼稚園教育，教育課程の改善に生かしていく。 

３ 来年度に向けての改善点・課題 

① 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた教育課程の編成について 

『健康な心と体』の視点から見直しを行ったが，幼児期の終わりまでに育ってほしい姿は相互に

関連し合って育っていくことが，事例検討する中でよく分かった。しかし，まだ，教師自身感覚

的な捉えであり，3 歳児，4 歳児でのどのような姿が幼児期の終わりまでに育ってほしい姿につな

がっていくのか育ちのプロセスの分析が十分できていないので，理解を深めていきたい。 

 

② 教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくことについて 

学期末に指導計画･教育課程の実施状況を話し合う際に，子供たちの育ちから見直しを行っている

が，保護者アンケートの分析や学校評議委員の意見等の評価から自分たちの保育を分析し，園の

教育方針や教育課程を編成することが十分できていない。職員と話し合う中で，自園の特色につ

いて明確にし，再度共通理解し，教育課程の改善に生かしていきたい。 

 

③ 教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制の確保とその改善について 

専門機関として大学教員の助言や指導を必要に応じて求めてきたが，年間を見通して計画を立て，

そのような機会を作り，幼児の生活がより豊かになり教職員自身も力をつけていくことができる

ようにする。 
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奈良教育大学附属幼稚園 

１ 園の概要（平成３０年度）［園・教育課程の特色］ 

本園は「豊かな自然に囲まれた『こころ』も『からだ』も育つ 
幼稚園」として，恵まれた環境を生かし，これまでの研究成果を 
基盤に「自尊感」と「からだ力」を育むことを目指している。園 
児は抽せんで入園しているため，配慮の必要な子供たちも少なく 
ないが，大学教員や地域のセンターと連携し，専門的な見地から 
個別の関わりも丁寧に行うことで，一人一人が輝く保育の実践に 
つないでいる。 
○ 園の教育課程の特色 
 2004 年に「自尊感を育むための保育を考える」というテーマで 
研究に取り組んだ。「自尊感」を「かけがえのない自分を大切に思 
う心。自分の弱いところやいやなところも含めて，自分をまるごと肯定する気持ちであり，自分の存
在そのものを価値あるものと認める心。そしてその心は人のことも同じように大切に思う気持ちにつ
ながる」と定義し，研究から導き出された「自尊感を育むための保育の在り方・保育者の在り方」を
園の教育目標と結び付けた「自尊感が育まれる教育課程」を編成した。教育目標の「生き生きとあそ
ぶ子ども」「精いっぱいがんばる子ども」「友だちといっしょにのびる子ども」それぞれに，自尊感を
育む３つの要素「安定」「充実」「共存」を当てはめた。各期のねらいや指導計画における環境構成や
援助のポイントも，この 3 つの視点で考えている。 
○ 新幼稚園教育要領の実施に向けた改善点【平成２９年度の取組】 
・教育課程の見直しと改善 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（以降「10 の姿」）の視点から
各期の子供の姿を見直し，修正を加えた。それを基に指導計画の「自ら選んでする遊び」「みんなで
する活動」についても，改訂作業を進めた。 

・保育の振り返りと園内研修の改善 保育のエピソード記録を「１０の姿」の視点からも読み取り
記入できるような形式に改善した。それを基にカンファレンスを行い，「１０の姿」の視点で子供
の姿を見とる力量が高まるようにした。 

２ 本年度のカリキュラム・マネジメントの取組 

①「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ教育課程を編成すること。 
・「10 の姿」の視点から，各学年のⅠ期からⅤ期までに見られた姿について見直し，「ねらい」「内
容」について，加筆修正を行っている。偏りを見直し，足りないところを補ったり，ふさわしい
時期に変更したりしている。また，今年度は全学年の保育観察及びカンファレンスを行い，その
時に共有した姿をもとに見直している。 

・終礼時のその日の保育の振り返りや職員会議で保育や子供の様子を話し合う時には，「10 の姿」
を念頭に置きながら，今後の方向を含めて報告し合い，教育課程の改善に生かしている。 

・保育カンファレンスにおいても，事例の中の子供の姿を「10の姿」の視点から分析し，教育課程
の見直しに生かしている。 

・学期に１度，園の教育目標及び方針，幼児教育の最新情報，子供の学びや育ちについて，園長や
副園長から保護者に説明している。参観や行事の前にはその週のねらいや行事のねらいなども伝
え，これらに対する保護者からの反応や声を教育課程の改善に生かしている。 

・地域には，年２回の学校評議員会などで説明や意見交換を行い，教育課程の改善に生かしている。 
②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと。 
・2016 年度より本園の「自尊感を育むための教育課程」を実践するために，指導計画にも自尊感を
育む 3 つの視点を書き込んできた。日々の自ら選んでする活動，みんなでする活動など，指導計
画に当たる部分を整理しまとめてきており，今年度はその最終年である。これまで討議してきた
内容を各年齢の今年度の担任が日々の実践と照らし合わせ，原案を作成している。その原案を期
（1 年Ⅴ期）の前後に研究会議で提示し，皆で検討して，指導計画を仕上げている。 

・保育カンファレンスでは，実践事例の子供の姿やねらいを丁寧に振り返り，その期の教育課程に
も反映させている。 

 ・学期に数回程度，保護者から，任意，無記名で子供の育ちに関する内容を記入してもらっている。
それをもとに，保育をふりかえり，評価につなげている。 

③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保すると共にその改善を図っていくこと。 
 ・1 学期は実習を終えた 4 回生に保育サポーターとして保育に関わり，安全を守りながら，子供た

ちが主体的に活動することを支えてもらっている。卒業論文研究のため，保育観察をしている学
生にも，卒論に関する観察以外の時間帯は保育補助として保育に関わってもらい，保育記録や学
生の所見を保育に生かしている。 

・子供たちに必要な経験を大学教員の専門知識を生かして関わってもらったり，大学生に教材開発
を委託し，子供たちに伝えてもらったりしている。 

【広い園庭で遊ぶ子供たち】 
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（具体的な取組内容） 

○教育課程・指導計画の改善【各期に 2 回】・・・①② 
教育課程の「子供の姿」「内容」について「10 の姿」の視点で見直しを行った。Ⅳ期については各
学年の保育を観察した後に見直した。期ごとに指導計画の内容と今年度の保育実践をもとに精選
し，教育課程改訂に向けて写真を入れて整えていった。 

○保育の振り返り【毎日】・・・①② 
 毎日「終礼」を行い，担任がその日の保育について話す。「好きな遊び」「みんなでする活動」など
を振り返り，次の日の活動予定，非常勤教師の配置などの確認を行う。子供の見とりなどを互いに
学び，日々の保育実践に生かしている。 

○保育の展望【月 2 回】・・・①② 
 職員会議で，各担任がクラスの子供の実態，ねらいと保育の方向性について報告し，意見やアドバ
イスを交換し，実践に生かしている。 

○「保育わくワークシート」（保育実践記録）への記入【随時】【別添参照】・・・①② 
 「保育者が楽しいと感じた場面」を思い起こし，そこに至るまでの経緯を「子どもの姿」「保育者の
援助」「保育者の思い」で書き表す。余力があれば「保育者の思いや援助」の根拠となる「子どもの
姿」や「ねらい」についても振り返り記入する。「10 の姿」の視点で事例の中から子供の経験や育
ちを分析し，記録している。 

○「保育ほっとホットトーク」（保育カンファレンス）の実施【月 1，2 回】【別添参照】・・・①② 
 本園教諭，時には幼児教育専門の大学教員と共に「保育わくワークシート」をもとに「保育ほっと
ホットトーク」という名の保育カンファレンスを行う。実践者に質問などをしながら，実践者の思
考を明らかにしていき，今後の実践に生かすための環境構成や援助のポイントや年齢や時期ならで
はの子供の姿などを導き出している。「10 の姿」の視点でも分析している。 

○園内研修【随時】・・・①② 
 1 日で 1 学年の好きな遊びの場面を教員が交代しながら観察する。大学教員にも観察してもらう。
観察者が「楽しいと感じた場面」を付箋に記入し，保育終了後に「保育わくワークシート」と付箋
をもとに「保育ほっとホットトーク」（保育カンファレンス）を行う。 

○行事内容の見直し【行事前・月 2 回程度】・・・①②  
 今年度新たに 2 人の教員が着任したため，行事ごとにこれまでのねらいや具体的な内容を振り返
り，丁寧に伝える機会をもった。その際，着任者からの新たな視点も取り入れ，行事内容を改善し
た。また，振り返りも丁寧に行うことで，次年度以降の行事の在り方についても検討している。 

○保護者との共有【学期に 1 回】・・・①② 
1 学期の参観の際に園長・副園長が「本園の教育について」「非認知能力」「好きな遊びの中での子
供の学び」「その期のねらい，今週のねらい」「保育者が日々行っている環境構成と援助」について
保護者に伝えた。1 学期の終わりには 1 学期の子供の育ちについて写真や動画を用いて解説した。
運動会前には，各学年のねらいと今年度より取り入れた競技についての意図や子供の育ちについて
説明した。特に運動会後は保護者からのアンケートをもとに全教員で実践を振り返り，子供たちの
育ちについて保護者に伝えた。 
クラス懇談会では，保育内容と共に子供の育ちや学びを写真を用いて伝え，保護者には子供の育ち
を語ってもらっている。保育を振り返るよい機会となり，実践の改善にもつながっている。 

○大学との連携【随時】・・・③ 
1 学期は，子供たちが身近な生き物や植物に関心が高まってきたころに「生き物博士」として，理
科（生物）専門の理事（渉外・連携担当）に園に来てもらい，子供の日ごろの疑問に答えてもらっ
たり，園内の「子どもの森」でフィールドワークを行ったりした。2 学期は「速く走れるようにな
りたい」という子供たちのねがいをうけ，「走り方先生」として体育専門の大学教員を招いた。声
楽，ピアノが専門の大学教員には「秋に聞かせたい曲，歌いたい曲」を子供たち，及び保護者にも
聞かせていただいた。その後，子供たちと共に歌ったり，絵に描いたりもした。 

○学生の保育サポーター 【1 学期毎日】・・・③ 
1 学期は 1 日 1，2 人の保育サポーターとして登録した 4 回生に保育補助をしてもらい，3，4 歳の
クラスの子供たちが園に慣れるまでの生活を支えてもらった。  

 2 学期の行事の際にも保育サポーターに保育補助を要請した。特別な配慮が必要な中国人の園児に
対して中国からの留学生に週 1 回程度関わってもらっている。 

３ 来年度に向けての改善点・課題 
◇互いの保育を参観した後の，教育課程の見直しには効果があった。次年度は期に一度は互いの保育
を見る機会を定着させたい。 

◇毎日の終礼では保育の振り返りのポイントを定め，端的に語り，短い時間で効果を上げられるよう

にする。金曜日には次週の保育の展望を語るようにし，余裕と見通しをもって，新しい週を迎え，

保育が展開できるようにする。終礼での語りを整理し記録として残るものを考案し，日々の反省が

教育課程に生かされるようにしていきたい。 
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鳥取大学附属幼稚園 

１ 園の概要（平成３０年度）［園・教育課程の特色］ 

(園の概要) 

 本園は，幼児の自主性・自発性を尊重する“自ら選んだ遊び”

を中心とした保育に取り組んでいる。園庭や松林，大学施設であ

る農場，青島や砂丘など様々なフィールドで自然体験活動を行う

など，大学の人や施設を活用した保育を実践している。県教育委

員会と連携し，県主催の研修の場として園を活用することで，教

職員の指導力向上を図っている。 

○ 園の教育課程の特色 

  幼児期にどんな力を育てたいのか検討を重ね，幼小接続期ま  

での各時期で「育てたい力の系統表」を作成し，学びのつなが 

りを意識している。また，人やものとのかかわりを通して，様々な感情体験をすること，「心が動

く」体験を通して遊びは充実していくと考え，子供の内面に目を向けた「（その時期に）大切にした

い心の動き」を加え，３年間の学びのつながりを意識した教育課程を編成している。 

○ 新幼稚園教育要領の実施に向けた改善点【平成２９年度の取組】 

年間指導計画を新しい幼稚園教育要領の改訂のポイントを踏まえて見直しを行った。また，5 歳 

児 1 月から 3 月までのⅫ期は「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」10 項目に留意して編成し

直した。見直しでは，指導計画の内容全てについて，どの項目に属しているのか書き記し，全ての

項目が含まれているかを確認した。そして，5 領域のねらい及び内容を踏まえた指導計画に沿って

教育を積み重ねることで，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」につながることを共通理解し

た。 

２ 本年度のカリキュラム・マネジメントの取組 

(1)「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ教育課程を編成すること。 

・ ドキュメンテーションを活用した実践記録を基に日々の保育を振り返り，教育課程の内容を再

検討する。 

・ 園内研修で，担任が作成したドキュメンテーションについてカンファレンスを行い，多面的・

客観的な幼児理解となるようにしている。 

・ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえて，改善した教育課程を実践・検証する。 

・ 園便り（年４回），学級便り（毎月），学年懇話会等で，園の教育目標・取組を保護者に説明し 

理解を得るとともに，学校評議員会（6 月，2 月）で意見交換を行い，教育課程の改善に生かす。 

(2)教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと。 

・ 作成したドキュメンテーションを基に，発達区分に沿って整理した幼児の姿と教師の援助や環   

境の構成について検討し，遊びの充実を図るための保育を改善し，教育課程に反映する。 

・ 小学校との連携では，1年生と年長児の交流の他，互いの保育や授業を参観したり，ドキュメ   

ンテーションを活用して幼稚園での学びを伝えたりするとともに，接続を意識した生活科の学習

展開について 1年担任と年長担任が話し合う機会をもつ。 

・ 1 月に保護者アンケートを実施し，目指す子供像の達成状況についての評価を次年度の教育課

程を編成する際の参考とする。 

・ 保護者対象の保育参加，未就園児親子対象の「おやこぴょんぴょんサークル」を実施，実施後

のアンケートでいただいた意見を，教育課程を編成する際の参考とする。 

(3)教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこと。 

・ 小学校教師，次学年の担任，保護者等と「ドキュメンテーション」という形式を活用し，幼児

の学びを共有する。また，地域の保幼小連絡会では，引き継ぎを行うだけでなく，「幼児期の終わ

りまでに育ってほしい姿」を共有する機会を設けている。 

・ 幼児の主体性，いわゆる“自ら選んだ活動”を尊重するため，クラスの枠を超えて園内のあち

こちで遊びが展開されている。また，日常的に異年齢でも関わっているため，各クラスに副担任

を置くとともに，全クラスの保育に関わる級外（教諭），養護担当の他，全教職員で保育に当たり

安全面の確保も行っている。 

 

【芝生の園庭は迷路だよ】 
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・ 大学の農場で農学部教員の指導を受けながらサツマイモの苗植えや収穫をしたり，大学教員と 

保育カンファレンスをもって助言を受けたりするなど，大学附属ならではの連携を進めている。 

・ 県教育委員会の研修を積極的に受け入れ，園の教育実践や研究について発信するとともに，保 

育参加型の研修を通して地域の幼稚園・保育園等関係者に学びの機会を設けている。また，その

際，参加者と意見交換をするなどして，本園の教育課程改善の参考にしている。 

・ 平成 24年度から実施している預かり保育と通常の保育とのつながりを大切にし，預かり保育担 

当と保育や幼児・保護者の様子を共有し，遊びの保障と子育ての支援に努めている。 

（具体的な取組内容） 

○加筆修正した教育課程を基にした，ドキュメンテーションの作成と評価【通年】・・・(1)(2) 

1 か月に 2 つの遊びに焦点を当てて，日々の記録や実践を写真などに残し可視化した「ドキュメ 

ンテーション」を作成し，毎月保育カンファレンスを行った。保育カンファレンスでは，「事実」と

「解釈」を分けて整理し，教師の思い込みや先入観にとらわれず，遊びの内容や幼児の学びを表現

するように話し合った。また，2 か月分のドキュメンテーションの中から 1 つを選び，発達区分に

沿って整理した幼児の姿と教師の援助や環境の構成について検討し，遊びの充実を図るために保育

改善と指導計画及び教育課程に反映させた。 

○教育課程・指導計画の改善【7 月～2 月】・・・(1)(2) 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を意識しながら期の指導計画，月の指導計画の見直し 

を行った。また，昨年度幼稚園教育要領の改訂のポイントを踏まえて見直しを行い，年間指導計画

との整合性を確認した。その結果，社会生活との関わりで，『地域の公共施設を訪れたり，地域で働

く人々に感謝の気持ちをもったりする』『伝統行事に興味をもち進んで参加する』といった内容を

加筆修正した。これらの内容は実際に活動していたことであるが，改めて内容に明記することで意

識付けることができた。 

毎月ドキュメンテーションを２つずつ作成し，2 か月に１つ評価を行った。また，保育カンファ 

レンスを行い，援助や環境の構成が適切であったか話し合って指導計画に反映した。 

○ドキュメンテーションを作成し，保護者と共有する【10～3 月】・・・(1)(3) 

保護者向けに様式を少し変更したドキュメンテーションを作成し，園児玄関に『あそびのひろば』 

として掲示した。保護者は送迎の際に玄関先に立ち寄り，子供たちの遊びが日々発展している様子

を知り，より子供の成長を実感することができるようになった。教師も，具体的な子供の姿が抽象

的な言葉でぼやけないように，遊びの中の学びを読み取ろうという意識が生まれた。 

○小学校との連携【年間】・・・(2)(3) 

小学校へ入学する年長児の引継ぎをする際に，昨年度作成したドキュメンテーションを活用し 

た。また，互いの保育や授業を見合い，子供の活動の様子を知り，幼児教育と小学校教育の接続を

意識した学習の展開について考えた。7 月には小学校生活科の「夏と遊ぼう」の単元の授業を参観

し，1 年生の遊びの内容や学んだことを確認した。秋の遊びについても同様の取組を行った。小学

校との学びの内容の違いと関連，つながりについても再確認し，日々の保育に生かした。 

地域の保幼小連絡会では，年度当初と年度末の２回，主に情報交換や卒園児の引き継ぎを行って

いたが，11 月にも会をもち，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」について伝えたり，小学校

１年生の学習や入学までに身に付けてほしい姿について話を聞いたりする機会を設けた。 

〇関係機関との連携【年間】【別添参照】・・・(3) 

県教育委員会と福祉保健部が平成 24 年度から実施する「幼保一体化に向けた幼児教育・保育相

互理解研修事業」を毎年受け入れ(今年度 2 回)，設置者の異なる施設で行う 1 日以上の保育体験研

修を通して，本園の保育の特色や研究実践を参加者に紹介するとともに，本園の教員の学びの機会

とした。 

３ 来年度に向けての改善点・課題 

◇月 1 回の保護者向けのドキュメンテーションの掲示回数を増やすことが課題であるが，教員の負担

も考えながらドキュメンテーション作成に要する時間を確保していきたい。 

◇幼児自身が遊びの中で気付いたこと，感じたことなども加えたドキュメンテーションを教師と幼児

が一緒に作成することで幼児の遊びの振り返りや共有ができるようになると思われる。 

◇改善した教育課程に沿った実践を基に，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」との関連を明確

にするとともに，小学校との接続を図るカリキュラムを作成する。 
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熊本大学教育学部附属幼稚園 

１ 園の概要（平成３０年度）［園・教育課程の特色］ 

 本園は，３歳児１学級，４・５歳児各２学級の全園児１２９名

の幼稚園である。 

熊本市役所や賑やかな商業施設が徒歩圏内という熊本市の中

心部に位置しているものの，広い園庭，虫とりのできる裏庭，そ

の周りを囲むように四季折々の花や果実を付ける数々の樹木な

ど自然環境に恵まれ，その中で子供たちは思い思いの遊びに取り

組んでいる。園庭の中央には樹齢１３０年を超える楠木がそびえ

立ち，その横の「キリンさんすべり台」も，本園のシンボルとし

て共に親しまれている。 

○ 園の教育課程の特色 

  本園の教育目標「未来を切り拓く幼児に，生きる（ぬく）力

の基礎を培い，生涯に渉る人格形成の基礎を培う」に向けて，本園の全職員が，子供・保護者と「と

もに学び，ともに育ち，ともに伸びるチーム附幼」という姿勢で教育活動に臨んでいる。 

本園は，平成２７年度より３年間「学びをつなぐ教育課程の創造」～遊び込む子供から自ら学ぶ

子供へ～という研究テーマのもと，子供の遊ぶ姿から発達を捉え，発達の道筋を明確にし,より遊び

込むことを大切にした教育課程を編成した。また小学校教育への円滑な接続を意識したアプローチ

カリキュラムを作成することができた。それに伴い，子供たちの遊びに向かう意欲や発想の柔軟さ

などが育ち，遊び込む姿がより多く見られるようになった。 

○ 新幼稚園教育要領の実施に向けた改善点【平成２９年度の取組】 

本園は，平成２９年より２年間，国立教育政策研究所の研究指定事業において研究委嘱を受け，

研究テーマを「学びをつなぐ教育課程」～幼児期にふさわしい評価の在り方を探る～として研究を

進めてきた。子供がさらに遊び込むことを中心に据えてカリキュラム・マネジメントの充実に努め，

子供の遊ぶ姿から発達を読み取とって（C）教師の指導を評価し（C），改善する（A）という，評

価（C）を起点とする PDCA サイクルを考えた。 

また，実践を重ねる中で，幼児理解を深めると共に，教師の指導の工夫改善に生かすという目的

で評価指標（試案）を作成した。 

 

２ 本年度のカリキュラム・マネジメントの取組 

①「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ教育課程を編成すること。 

・昨年度，評価指標は，入園から終了までの子供の発達の道筋がベースになると考えた。そこで，

遊びの姿（発達の姿）をより多面的に捉えるために，本園の具体的な幼児の姿を「10の姿」を視

点として整理し，１０の項目ごとに評価指標（試案）を作成した。本年度は，評価指標の妥当性

や信頼性を高めるために，再度一つ一つの文言や枠組みを見直し，評価指標の改良を重ねている。 

・家庭に向けては，新入園児保護者会や学期末毎の保護者会，園便り等で，園の教育目標や方針，

及び幼児教育の重要性を園長や副園長，研究主任，各担任から保護者に説明している。その際，

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」についても実際の遊びの姿を通して具体的に分かりや

すく伝えている。地域に向けては，年２回の学校評議委員会等で説明や意見交換を行っている。

これらのことを通して，子供たちに求められる資質・能力について社会と共有し「社会に開かれ

た教育課程」の実現に向けて取り組んでいる。 

 

②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと。 

・年度当初と各学期末に，評価指標を使って学級全員の育ちの現状を捉え,次学期の指導の方向性

を見直す際に活用する。 

・園内保育研究会や次週の打ち合わせ，学年ミーティングなどにおいて，子供の学びや教師の援助

について検討したことを明日からの保育に生かしている。特に園内保育研究やエピソード研究の

際は，評価指標を作成した経験や評価指標そのものを活用することで，子供の学びや育ちの姿を

より広く多面的に評価して次の教育活動への改善を図り，計画・立案につなげている。 

【キリンさんすべり台と楠木の周りで遊ぶ子供たち】 
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・年長児が附属小学校を訪れ,１年生と交流活動を計画的に行っている。交流後には，小学校と幼稚

園の担任が話し合い，子供の学びや次の活動に向けての改善点，具体的な計画案を見出している。 

 

③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこと。 

 ・本園は，校区が広いため地域との密接なつながりが少なく，地域の自治会や敬老会，公立小学校

等との交流はできていない。しかし，近隣で行われる人権フェスタの参加や熊本城，近くの公園

への園外保育など地理的な利点を活用した教育活動を実施している。 

 ・各家庭に対しては，写真パネルや園便り等で子供たちの様子を伝え，連携を図っている。また，

夏祭りや運動会，餅つきなどの行事やトランポリン遊びの活動など，家庭の協力を得て，一緒に

行事をつくりあげている。 

 ・教育学部との協働体制を整えており，３人の教授・准教授に研究推進委員を委嘱している。また，

運動会の親子ダンスや,夏祭りなどのアトラクションで大学教授や大学の関係者の指導を得て,

充実した活動を実施することができている。 

 

（具体的な取組内容） 

○週の指導計画作成【毎週】・・・①，②，③ 

週の指導計画案を作成する際，①「子供の姿」か 

ら②「子供の育ち」を捉え，その姿から③指導の評 

価・改善を考え，④翌週のねらいや内容を見直し， 

⑤環境構成や具体的な援助を考えている。そして， 

再び①の子供の姿を捉えることを繰り返し，次週の 

指導計画を立てている。②で「子供（クラスや学年 

全体）の育ち」を分析する際，さらに③，④，⑤で 

改善した計画を立案する際に評価指標を活用し，子 

供のよさや可能性を把握して指導の改善に生かして 

いる。 

 

○園内保育研究会【年間６回】【別添参照】・・・①，② 

各クラス２名の抽出児に対して，全職員が子供の姿や評価指標を使って捉えた発達についての読

み取りを報告し合うことで，多面的な幼児理解と指導の工夫改善について検討している。担任はそ

のことを受けて指導計画を立案し，それに基づいた実践を重ねて，一人一人の発達に必要な体験を

得られるような指導内容・指導方法の在り方について改善を繰り返している。 

 

○保護者との連携【年間】・・・①，②，③ 

 毎学期末に出している保護者への通信に記入する際に，子供の具体的な姿だけでなく，どのよう

なところが育ってきているのかを評価指標の文言を参考に記入している。また，個人面談を行う際

にも，評価指標を活用して，遊びを通してどんなことを学んでいるのか分かりやすく説明している。

本園の教育活動と，子供の学びや育ちに対する保護者の理解を得ることで，「社会に開かれた教育

課程」の実現につなげている。 

 

○小学校との連携・接続【年間】・・・①，②，③ 

 年に３回の子供同士の交流や幼小連絡会を行った。 

３ 来年度に向けての改善点・課題 

◇評価指標を活用することにより，PDCA サイクルの中で子供の発達を多面的に捉え，実態に応じて

指導の工夫や改善を重ねることができた。「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の「社会生活と

の関わり」で，子供の育ちを促すような園外活動や地域の人との交流を実施できたことも成果であ

る。次年度は週や月の指導計画にとどまらず，教育課程の編成にも目を向けることが課題である。 

 

【評価指標を活用した PDCA サイクル】 



  - 36 - 

【カリキュラム・マネジメントの取組状況報告における考察】 

○ 山形大学附属幼稚園（２２頁～２３頁） 

    具体的な取組としては，「情報共有の方法の工夫」「子供自身による振り返り」「ＪＲＣ活動の取

組」などがみられる。 

    その中でも，「情報共有の方法の工夫」における附属学校園全体のコーディネータとの連携や

「ＵＴＣ」（カフェ形式）による話し合う機会の設定，ホワイトボードを使ったツールの活用，

幼児の育ちを共有する保護者会など，全員参加でのカリキュラム・マネジメントとしての人的ま

たは物的な体制を工夫・整備している。 

    さらに，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」や小学校の学びの接続を視点とした「遊びの

保育デザイン」を作成し，質の高い保育へ向けた教育課程の編成・実施・評価・改善の取組は，

カリキュラム・マネジメントを推進する上で，参考になる。 

    また，来年度に向けての改善点・課題に挙げられている「附属学校全体の『目指す子供』を受

け，特に大切にしたい育ちについての検討」についても，組織的かつ計画的に各校・園の教育活

動の質の向上を図る点で他園の参考になると考えられる。 

○ 東京学芸大学附属幼稚園（小金井園舎）(２４頁～２５頁) 

具体的な取組としては，「園内保育検討会」「保育記録」「掲示用ドキュメンテーション・ホーム

ページの作成」「校内委員会の開催」「小学校との連携」「学生との連携」などが見られる。 

その中でも，「園内保育検討会」は，教師が他の学級の保育参観をする際に，観察者としての記

録及び考察であるＡ４で 1 枚程度の「Ｄシート」を作成する。この「Ｄシート」は検討会の際，

全員に配布され，その日の保育について観察者が事柄を精選して伝えることで，効率的かつ深い

保育内容の検討をすることを可能にしている。この実践を繰り返し行うことによって教師の資

質・能力の向上と保育の改善につながっていくと考えられる。また，「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿」を踏まえながらこのような検討会を重ねていくことで，どこに重点を置いて今後教

育課程の改善を行っていくべきかという「改善のポイント」が明らかにされ，自園の実情に即し

た独自の教育課程の編成に有効な手段である。このような取組は，カリキュラム・マネジメント

を推進する上で，参考になる。 

また，来年度へ向けての改善点・課題に挙げられている「保護者や外部関係者などに説明可能

な明文化の工夫」についても，今後は他園においても共通の改善点であると考えられる。 

○ 上越教育大学附属幼稚園(２６頁～２７頁) 

具体的な取組としては，「保育の振り返り」「小学校との連携」「週案の蓄積・改善，指導計画の

修正」などが見られる。 

その中でも，「保育の振り返り」は，日々の保育の振り返りを毎日実施したり，幼小連携や幼小

接続の研究成果を生かした教育課程や年間指導計画の見直しをしたりしている。その際には，「幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿」が反映されているかどうか，幼児の学びの姿を通して検証

している。 

さらに，「小学校との連携」においては，園独自の接続プログラムを作成して実践しており，カ

リキュラム・マネジメントを推進する上で，参考になる。 

また，本園では預かり保育を行っているが，正規保育時間とのつながりを意識した預かり保育

の指導計画の整備が課題としてあげられており，今後の成果が期待される。 

○ 愛知教育大学附属幼稚園(２８頁～２９頁) 

具体的な取組としては，「からだ遊びシートの作成」「大学教員との連携」などが見られる。 

本園においては，「体と心を十分に動かして遊ぶ幼児の育成」を研究テーマに掲げ，様々な取組

を行っているが，その中でも，「からだ遊びシートの作成」は，幼児が体と心を動かして遊んでい

ると思われる場面の事例を集め，体と心の育ちや発達の過程について明らかにし，どのような教

師の援助や環境の工夫が必要であるか考えている。さらに，「大学教員との連携」では，休日に実

施された「親子でからだ遊び」に専門の大学教員を講師として招き，小学校体育館を使ってのマ
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ット遊びや親子の触れ合い遊びを実施している。幼稚園の運動会の種目を考える際にも，大学教

員からのアドバイスをもらっている。 

また，来年度に向けての改善点・課題にあげられている，「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」を踏まえた教育課程の見直しでは，教師自身の感覚的な捉えに頼らず，育ちのプロセスの分

析を行おうとしている点が他園の参考になる。 

○ 奈良教育大学附属幼稚園(３０頁～３１頁) 

具体的な取組としては，「各期に 2 回の教育課程・指導計画の改善」「保育わくワークシートへ

の記入」「保育ほっとホットトークの実施」などがみられる。 

その中でも「保育わくワークシートへの記入」は，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の

視点で，事例の中から「保育者が楽しいと感じた場面」について幼児の経験や育ちを分析し記録

している。また，「保育ほっとホットトークの実施」では，園の教諭だけでなく幼児教育専門の大

学教員と共に前述の「保育わくワークシート」をもとに保育カンファレンスを行っている。事例

の中でも，「保育者が楽しいと感じた場面」を出発点として分析的に記録し，保育カンファレンス

を通して環境の構成や援助のポイントなどを導き出し，指導の工夫改善につなげており，円滑で

効果的なカリキュラム・マネジメントの推進がなされている。 

また，来年度に向けての改善点・課題に挙げられている「保育参観後の教育課程の見直し」や

「短時間で効果を上げる終礼の在り方」についても，他園の参考になると考えられる。 

○ 鳥取大学附属幼稚園(3２頁～３３頁) 

具体的な取組としては，「関係機関との連携」「ドキュメンテーションの作成と評価」「ドキュメ

ンテーションを活用し，接続を意識した学びの展開」などがみられる。 

その中でも，「関係機関との連携」は，園を研修の場として活用し，教職員の指導力向上を図っ

ている。教育委員会と福祉保健部開催の研修事業を年 2 回受け入れ，設置者の異なる施設で行う

保育体験研修を行うことで，参加者及び園職員双方の学びの機会となり，保育の質向上につなが

る。さらに，月 2 つずつ作成したドキュメンテーションを活用し，保育を客観的に捉えて指導計

画の見直しに生かしたり，小学校教員と接続期の姿を共有したり指導方法の相違を相互理解する

ことでよりよい教育課程の改善が図られるなど，カリキュラム・マネジメントを推進する上で，

参考になる。 

また，来年度に向けての改善点・課題に挙げられている「ドキュメンテーションを教師と幼児

が一緒に作成すること」についても，効果的効率的な保育の評価につながる点から，他園の参考

になると考えられる。 

○ 熊本大学教育学部附属幼稚園(３４頁～3５頁) 

具体的な取組としての大きな特徴は「評価指標」の作成にある。本園の具体的な幼児の姿につ

いて「10 の姿」を視点として整理し，10 の項目で「評価指標」を作成し，日々の保育だけでな

く「保護者との連携」「園内保育研究会」など様々な場面に活用しようとしている。 

その中でも「保護者との連携」では，保護者への通信文の記述において，幼児の育ちを「評価

指標」の文言を参考にしながら記述している。これによって，視点としての「10 の姿」の偏り

や，記述が主観的になり過ぎることを防ぐとともに，表現力の差による影響を最小限に抑えるこ

とができると考えられる。また，「園内保育研究会」では，全員で抽出した幼児の発達の姿を「評

価指標」を使って見取ることで，評価者間のズレを切り口にして考察・検討することが可能とな

る。 

「10 の姿」ごとの「評価指標」の設定は賛否両論あるところであるが，「診断的評価」に使用

しないことを厳守するならば，幼児の育ちを見取る手立てとして共通の視点を与え，評価にかか

る議論を活性化することにつながるものであり，カリキュラム・マネジメントを推進する上で，

極めて有効であると思われる。 

また，「評価指標」を教育課程の編成にどう生かし位置付けていくかが来年度に向けての課題に

挙げられており，今後の研究の成果が期待される。 
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(6)  特徴的な取組のグルーピングと整理，検討 

   「２カリキュラム・マネジメントの特徴的な取組」では，各園のカリキュラム・マネジメント

における特徴的な取組を一つあげてもらい，詳細に記載することを依頼した。49 の取組事例が集

まり，本園で，似た取組に分けて分類した。また，40 頁より全事例を掲載することにより，各園

で実施するカリキュラム・マネジメントの参考になるようにしている。 

  

○ 教育課程  

番号 園   名 特徴的な取組 掲載頁 

１ 秋田大学教育文化学部附属幼稚園 写真を用いた幼児の育ちの理解と共有 ４0 

２ 上越教育大学附属幼稚園 教育課程及び年間指導計画の改善・修正 ４1 

３ 三重大学教育学部附属幼稚園 事例検討による教育課程の見直し ４2 

４ 奈良女子大学附属幼稚園 育ちの履歴から編成するカリキュラム ４3 

○ 事例検討  

番号 園   名 特徴的な取組 掲載頁 

１ 宮城教育大学附属幼稚園 保育カンファレンス ４4 

２ 福島大学附属幼稚園 共有フォルダの活用と園内研修 ４5 

３ 東京学芸大学附属幼稚園(小金井園舎) 保育検討会(保育者の資質向上)における記録の活用 ４６ 

４ 静岡大学教育学部附属幼稚園 実践の語り合い（ラウンドテーブル形式の研修） ４７ 

５ 兵庫教育大学附属幼稚園 保育の質を高めるための記録に基づく話し合い ４８ 

６ 奈良教育大学附属幼稚園 「わくワークシート」（保育記録）と「ほっとホットトーク」（保育カンファレンス） ４９ 

７ 島根大学教育学部附属幼稚園 保育のメタ認知化 ５０ 

８ 岡山大学教育学部附属幼稚園 幼児理解を深める取組～「こどもカフェ」～ ５１ 

９ 広島大学附属幼稚園 園内研修の取組(保育カンファレンスを通して) ５２ 

１０ 山口大学教育学部附属幼稚園 事例検討会（各年齢の期ごとに） ５３ 

１１ 鳴門教育大学附属幼稚園 保育カンファレンス「幼児期の終わりまでにいかに育つか」 ５４ 

１２ 熊本大学教育学部附属幼稚園 園内保育研究会 ５５ 

○ 園環境の改善  

番号 園   名 特徴的な取組 掲載頁 

１ 茨城大学教育学部附属幼稚園 園内環境の整備・改善（多くの人の目で） ５６ 

２ 群馬大学教育学部附属幼稚園 園内研修における園庭での遊びの分析と園庭づくり ５７ 

３ 千葉大学教育学部附属幼稚園 園庭の遊具の見直しプロジェクト ５８ 

４ 山梨大学教育学部附属幼稚園 環境の改善（ヒヤリハット報告書から） ５９ 

○ 保育の改善  

番号 園   名 特徴的な取組 掲載頁 

１ 岩手大学教育学部附属幼稚園 豊かな遊びを育む教材の工夫 ６０ 

２ 山形大学附属幼稚園 自作教材を活用した体験型保健指導 ６１ 

３ 宇都宮大学教育学部附属幼稚園 砂粘土の事例（アクティブラーニングの視点から教材研究） ６２ 

４ 滋賀大学教育学部附属幼稚園 食育の取り組み ６３ 

５ 京都教育大学附属幼稚園 保育形態の工夫 ６４ 

６ 福岡教育大学附属幼稚園 プロジェクト型保育 (年長～虫，種) (年中～土) ６５ 

園内での取組 
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○ 附属間・大学との連携（職員）  

番号 園   名 特徴的な取組 掲載頁 

１ 埼玉大学教育学部附属幼稚園 小学校の教員との研修 ６６ 

２ 新潟大学教育学部附属幼稚園 幼小中全体研修・園内研修 ６７ 

３ 信州大学教育学部附属幼稚園 幼・小・中一貫した 12 年間の教育課程の作成 ６８ 

４ 神戸大学附属幼稚園 小学校との連携研究 ６９ 

５ 大分大学教育学部附属幼稚園 チーム研究の成果をカリキュラム編成に生かす ７０ 

○ 附属間・大学との連携（交流）  

番号 園   名 特徴的な取組 掲載頁 

1 北海道教育大学附属旭川幼稚園 大学，附属小・中学校との連携 ７１ 

2 北海道教育大学附属函館幼稚園 ４校園交流事業 ７２ 

３ 富山大学人間発達科学部附属幼稚園 幼小連携の強化 ７３ 

４ 愛知教育大学附属幼稚園 専門機関との連携（大学教員） ７４ 

５ 広島大学附属三原幼稚園 幼小接続・異校種交流の取組 ７５ 

６ 高知大学教育学部附属幼稚園 餅つき ７６ 

７ 長崎大学教育学部附属幼稚園 幼小連携・幼中連携 ７７ 

○ 現職教員研修  

番号 園   名 特徴的な取組 掲載頁 

１ 弘前大学教育学部附属幼稚園 小学校教育研究会での保育提案 ７８ 

２ 金沢大学人間社会学域学校教育学類附属幼稚園 教員研修 ７９ 

３ 大阪教育大学附属幼稚園 教員研修会 ８０ 

４ 鳥取大学附属幼稚園 県教育委員会との連携・教職員の研修 ８１ 

５ 香川大学教育学部附属幼稚園 保育について語ろうデー ８２ 

 

 

 

  ○ 子育ての支援  

番号 園   名 特徴的な取組 掲載頁 

1 お茶の水女子大学附属幼稚園 保護者懇談会『ホットモタイム』の新規実施 ８３ 

 ○ 情報共有（個人）  

番号 園   名 特徴的な取組 掲載頁 

１ 佐賀大学教育学部附属幼稚園 ポートフォリオ（個人用） ８４ 

  ○ 情報発信  

番号 園   名 特徴的な取組 掲載頁 

１ 福井大学教育学部附属幼稚園 ＳＮＳを活用した幼児教育の発信 ８５ 

２ 愛媛大学教育学部附属幼稚園 ホームページにおける幼稚園の様子発信 ８６ 

３ 宮崎大学教育学部附属幼稚園 掲示資料 ８７ 

４ 鹿児島大学教育学部附属幼稚園 掲示用ドキュメンテーション ８８ 

   

外部との関わり 

保護者との連携 
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○ 教育課程１  

実施時期・回数 年１回 主な対象 教師 

写真を用いた幼児の育ちの理解と共有 

【実施の方法・実施状況】 

① エピソードメモやエピソード記録，週日案などから，具体的な幼児の姿を捉え，写真を用いなが

ら，幼児たちが経験していることや育ちについて，年齢，期ごとにＡ４用紙１枚にまとめている。 

② 本園の発達の姿に用いている４つの観点（生活への構え，興味・関心，友達とのかかわり，保育

者とのかかわり）からそれぞれの写真にコメントをすることを通して，「発達の姿」と照らし合わ

せ，幼児の経験していることや育ち，「発達の姿」について職員間で検討，見直しを図っている。 

③ 検討，見直しをした「発達の姿」については，４つの観点ごとに年齢進行で一覧にし，各年齢，

各期それぞれで一貫性や整合性を図り，教育課程の編成を図

っている。 

【実施後の効果】 

○ 「発達の姿」を写真を用いて具体的な幼児の遊びの姿から検討しているため，教師の中で実感が

もちやすく，また「発達の姿」を共有しやすいため，「発達の姿」や教育課程を検討する際に役立っ

ている。 

○ 複数の職員で検討することで，自分が担任している学級以外の発達の姿についても理解を深める

ことができている。 

【今後の改善点】 

○ 教育課程の編成のために始めた取り組みではあるが，写真を用いたことで，教師が具体的に幼児

の姿を捉えることができた。そのため，取り組み時期や回数等を見直すことで，教育課程の編成だ

けではなく，指導計画の改善や保育の質の向上につながるものと考える。 

○ 小学校以降の学びと連続性がもてるような教育課程の編成に向けて，「幼児期の終わりまでにそだ

ってほしい姿」や幼稚園教育要領のねらい及び内容と「発達の姿」の４つの観点等との関連につい

て見直し・理解を深めていく。 

（6．秋田大学教育文化学部附属幼稚園） 

 

  

園内での取組 
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○ 教育課程２  

実施時期・回数 通年 主な対象 教師 

教育課程及び年間指導計画の改善・修正 

【実施の方法・実施状況】 

① 昨年度末までに５年間かけて整備，作成した各年齢クラスの年間指導計画に沿って実践を進めなが

ら，週案による保育の振り返りや遊び込んだ事例の収集を行う。 

② 変更点を赤字で修正する。修正した根拠や教師の援助において，有効であると感じた点等をコメン

ト欄に記載する。各担任の作成したものを教師間で協議する。 

③ 教師の援助を分かりやすく記載する上で，必要と感じた園内図や保育環境写真等を教育課程の重要

な要因として添付する。 

④ 各教育期に，季節に応じて行っている教師の援助（その季節ならではの遊びの援助や幼児の園生活

で配慮すべきことなど）を加える。全クラス分を照らし合わせて，協議する。 

⑤ 根拠となる遊びの事例を考察とともに蓄積する。 

【実施後の効果】 

○昨年度までに整備した新たな年間指導計画の素案に沿って週案や日案を作成し，保育に向かう過程

で，年間指導計画に記載された言葉一つ一つにも着目するようになった。 

○記載内容に含まれる意味を問い直し，教師間で協議する過程では，幼児の成長と遊びや生活の変化

を捉えながら自学級の計画を捉え直すという新たな視点も加わった。 

○「園が大事にしてきたこと，今後も大切にしていくこと」，「見直しが必要なこと」が共有され，保

育の質の向上につなげることができた。 

【今後の改善点】 

○担任（副担任）と預かり保育担当者で，正規保育時間とのつながりを意識した預かり保育の指導計画

を再検討し，整備する。 

○経験年数の短い教師も多いため，全員で，本園の教育課程および年間指導計画に表記されている内

容と保育の実際について協議するための時間を確保し，遊びとその援助について研修を重ねてい

く。 

（22．上越教育大学附属幼稚園） 
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○ 教育課程３  

実施時期・回数 週1回 主な対象 教師 

事例検討による教育課程の見直し 

【実施の方法・実施状況】 

①主に「子供の夢中になって遊ぶ姿」，特に体を動かして遊ぶ

姿に着目し，事例をあげる。「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」の各項目について3，4，5歳児の事例をあげるこ

ととした。 

 

②週1回教師が集まり事例検討会を行う。1回に1事例ずつ検討

したが，1回では検討しきれず，その都度課題が見え，後日

再検討することも多かった。当初は「幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿」の一項目につき一つずつの事例を検討する

方法をとっていた。しかし幼児の遊びや活動の中においては

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が必ず複数含ま

れ，個別に捉えられるものではない。そのため遊びの中の学

び及び，遊びの中での意味のある体験を読み取り，「幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿」については関連していると

思われる項目全てをあげることとした。加えて現行の教育課

程との関連を照らし合わせて検討していく。 

 

③「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の各項目の観点から，

3，4，5歳児の事例を並べて検討し，発達のつながりと教師の援助について明らかにする。小学校へ

の接続について意識し，どのような学習，生活につながっていくかをできるだけ明らかにしようとし

た。 

【実施後の効果】 

○事例を通して意見を出し合い，考え合うことで幼児の行動や心情をきめ細かくとらえることができる

ようになり，幼児理解が深まった。これにより保育場面での援助の仕方や環境構成，教材の工夫等が

より充実したものとなり，結果的には教師の資質向上につながったと考えられる。 

〇話し合いを通してそれぞれの教師の多様な保育観，知見を知ることができるとともにそれを共有する

ことで，園として目指す保育の方向が明確になった。 

〇視点を定めて考察し，検討することによりそれぞれの教師が自身の保育を見直すきっかけになり，こ

れまで感覚的に大事だと思っていたことを整理して考え，月・週の指導計画の中に文章化して表現で

きるようになった。「教育課程に沿った指導計画の立案」と並行して「保育実践から教育課程を編成

する」という双方向で保育内容を充実させていくことができた。 

【今後の改善点】 

○3，4，5歳の各事例を取り，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえて検討を進めたが，

期毎の事例として特に意識したものではなかったため事例の時期に偏りがある。今後，期毎の事例を

取り上げ，検討を重ねていくことで発達のつながりがより明確になると考えられる。 

○事例検討から明らかになったことを教育課程の中にどのように生かし，表現するか，その手立てにつ

いて明らかにする。 

〇事例検討を通じて見出した「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」各項目についての年齢毎の育ち

のキーワードは，事例に出てきた事柄に特化している傾向にある。より様々な場面の事例を検討する

ことで教師の見方を豊かにし，偏りをなくすようにしたい。 

（25．三重大学教育学部附属幼稚園）  

【事例検討の書式】 
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○ 教育課程４  

実施時期・回数 各期終了後 主な対象 教師 

育ちの履歴から編成するカリキュラム 

【実施の方法・実施状況】 

①教育課程で設定している「期」の終了後，実

際の保育活動の奥にある漠然とした「育てた

い資質・能力」を言語化できるよう，各担任

が保育記録に記した保育内容，活動及び子供

の育ちの中から，「育てたい資質・能力」別

に保育活動を分類し，マッピングする。 

②昨年度までの「育ちの履歴」や幼小一貫した評価の観点，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」な

どを参考にしながら，マッピングした中から「育てたい資質・能力」の要素を言語化していく。 

③「育てたい資質・能力」を言語化した後，一般的な言葉では言い表せない内容やエピソードをふきだ

しにして書き加える。また，具体的な姿を表している写真を選び，別紙にマッピングされた「資質・

能力」と同位置に配置し，実際の子供の姿を視覚的にわかりやすく表現する。 

④学年ごとに検討した後，会議にて全学年の「育ちの履歴」を持ち寄り， 

 ・「活動内容(コンテンツ)」ではなく「育てたい資質・能力(コンピテンシー)」で表現されているか 

・表現している言葉で表したい資質・能力が伝わるようになっているか 

 ・キーワードとなる言葉が抽出されているか  ・学年ごとで育ちが積みあがっているか 

 などについて検討し，修正し，次年度の指導計画となるよう改善を図る。 

【実施後の効果】 

○「なぜこの活動を実施するのか」「なぜこの環境であるのか」という，幼児教育実践における根本的な

問いを常にもち，子供に向き合い，保護者に説明し，PDCAサイクルを意識するようになった。 

○多様な子供たちの育ちを支える際，集団や活動の枠に子供をはめるのではなく，子供のみとりと育て

たい資質・能力とを勘案して活動を組んでいく必要があるので，多様な視点から活動を精選していけ

るようになった。また，保育内容を検討する際，ただ昨年度の活動を引き継ぐのではなく，現状の子

供の育ちと育てたい資質・能力から活動を精選することで，教師のねらいがより明確になった。 

○会議において他学年とも「育てたい資質・能力」について話し合う中で，自分が自覚していなかった

保育におけるねらいを自覚できるようになり，言語化できるようになった。 

○幼小一貫した「育てたい資質・能力」をもつことにより，教師が子供の育ちを見通せることで多様で

個性的な子供の育ちを長期的に支えることができるようになった。また小学校就学時に評価観が一致

していることで子供の育ちが保障されている。またその育ちについて保護者と共有することで保護者

も安心して子供の育ちについて見守れるようになった。 

【今後の改善点】 

○社会の変化により，子供の姿も求められる「育てたい資質・能力」も変化すると考えられる。子供

の育ちをみとる目をさらに向上させていくことが重要である。 

○視覚的に理解しやすいデザインとし，一般にも理解してもらいやすくなるよう改善していきたい。 

（32．奈良女子大学附属幼稚園）  
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○ 事例検討１  

実施時期・回数 年間 主な対象 教師 

保育カンファレンス 

【実施の方法・実施状況】 

① 園内研究・研修の一環として，年間を通して，１教諭少

なくとも２回の保育カンファレンスを実施している。 

② 保育カンファレンスには，研究協力者となっている大学

教員にも入って頂き，保育やカンファレンスの運営の仕方

について，指導・助言を頂いている。場合によっては，幼

稚園教育要領や現在の幼児教育の動向等について，園の教

育課程と関連付けながら講話を頂いている。 

③ 今年度，園内研究で重点を置いている，「言葉による伝

え合い」「協同性」「自立心」「思考力の芽生え」「豊かな感

性と表現」について，ＴＥＭ図を活用して対象児の言動や周囲の出

来事からターニングポイントを語り合い，明日からの手立てを考

え，「気付き」を共有している。このことから 

保育者の資質向上と保育内容の充実を図っている。 

④ 保育カンファレンスについては，公開研究会で取り組み 

について地域に発信している。保護者には掲示用ドキュ 

メンテーションやお便りで発信している。 

【実施後の効果】 

○ 対象児についてＴＥＭ図を活用して語り合うことで， 

全職員で「幼児理解」「幼児の実態把握の方法」「環境構成を 

含めた幼児への援助の仕方」等についてより具体的な方策を 

考え，共有することができた。 

○ 対象児の課題となっていることと対応について全職員で 

共有して実際の保育にあたったことで，対象児が進んで言葉 

を使って友達と関わる等，対象児自身のより良い発達が見られた。 

○ 対象児について話し合うことで，全職員で「より良い保育」について共通理解し，教育目標具現

化に向けた保育の在り方及び教育課程・教育計画の確認や見直しについて考えることができた。ま

た，保育者の資質向上にもつながっている。 

○ 大学教員に専門的な立場から指導・助言や講話を頂くことで，新たな研究の視点が生まれ，理論

と実践の往還を踏まえた研究を行うことができた。 

○ 地域や保護者に発信することで，園の保育について理解を得ると共に，地域の幼児教育の牽引役

としての役割を果たすことができた。 

【今後の改善点】 

○ 教育目標具現化のために，次年度の教育課程編成と園内研究・研修の在り方を再確認し，「幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿」を基に見直しを図る必要がある。  

○ 園内研究・研修の成果と課題をまとめ，次年度更に幼児一人一人のより良い「心の育ちと言葉の

育ち」を目指して研究・研修計画を立てる。 

○ 大学教員との連携の在り方を再度確認する。 

○ 地域や保護者への発信方法について，上記方法以外に効果的なものはないか見直し，実践してい

きたい。例えば，公開研究会紀要の保護者配布版の作成や研修会実施等を考えて行きたい。 

（5．宮城教育大学附属幼稚園） 
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○ 事例検討２  

実施時期・回数 毎日 主な対象 教師 

共有フォルダの活用と園内研修 

【実施の方法・実施状況】 

① 本園ではLANの共有フォルダ内に行事，週日案や園内研修などのファイルを作成して保存してい

る。 

② 今年度，園内研修では学級毎に個々の幼児について「学期毎の幼児の姿→幼児の課題→課題への

アプローチ→幼児の変容の姿」を担任が記述しているが，研修日までにそれぞれが共有フォルダの

データを事前に見ておくことで，研修での話し合いがスムーズに進んでいる。 

③ 園内研修時，担任がピックアップした幼児と担任外の職員がピックアップした幼児から，話し合

いの対象となる幼児を決めて，２～３人について課題やアプローチの検討を進めてきた。 

④ 行事の際は，前年度の実施案と反省事項を基に，今年度の進め方を確認しながら実施に当たって

いる。 

⑤ 週日案の作成に当たっては，現在の幼児の姿から，どのような環境を構成したらよいか，どのよ

うな経験をさせることが幼児の成長・発達につながるのかを念頭に置きながら教師が取捨選択した

り，或いは新しいことにチャレンジしたりする。 

【実施後の効果】 

○ 共有フォルダの活用により，話し合いの時間の削減につながっている。また，話し合いの時間が

とれない場合でも，コメントを挿入することにより，間接的なディスカッションが可能になった。 

 また，文章化して記述することにより，話し合いでは流れてしまう言葉の意味や使い方などに注意

が向けられるようになった。  

○ 個々がそれぞれの概念で使っていた言葉（「共有」「自信」「思いやり」「熱中」など）について，

また具体的に出された幼児の姿について議論することにより，言葉の概念の違いに気づき，園とし

てのとらえ方を方向付ける結果となった。 

◯ 一人一人の意識が向上すると，幼稚園全体の意識も向上し，ひいては園全体の保育力の向上，質

の高まりにもつながっている。 

【今後の改善点】 

○ 時間的な余裕はないが，日々の保育をしっかり振り返る時間をとり，自分以外の視点から幼児の

姿のとらえ方や活動の選択の仕方などにも目を向けられるよう，話し合いの時間を確保していきた

いと考えている。 

○ 保育内容・幼児理解については，職員での話し合いを重ね，改善事項を把握し，それが次に生か

せるような取組にしていくことが大切である。 

（8．福島大学附属幼稚園） 
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○ 事例検討３  

実施時期・回数 年６回 主な対象 教師 

保育検討会（保育者の資質向上）における記録の活用 

【実施の方法・実施状況】 

① 日々の当事者（担任）記録の形式や記載内容を，原則

として全学年共通のものを検討し活用している。記載

内容は，週のねらいを日々の記録に印刷し，遊びのエ

ピソードと共に，教師（担任）の読み取りとして 

A：（その日）幼児の経験している内容 B：（本日ある

いは明日）必要な経験 C：具体的な援助としての環

境の構成 の３項目を定めた。また，明文化には至り

にくい，教師の直感や印象も花丸（よかった感じ）や

困った顔マーク（あまりよくない感じ）で残す。 

② 保育検討会（他の教師の保育参観）の際には，担任は

前日の記録（①）を提出し，他の教師は観察者（第三

者）として観察記録及び考察を作成する。観察者が作

成するものを『Ｄシート』（①のＡ・Ｂ・Ｃの次）と命

名した。各検討会時における課題を踏まえ，参加者全

員が分かりやすいようにまとめ，検討の際には互いの

『Ｄシート』を全員に配布して検討する。 

③ 『Ｄシート』は，Ａ４用紙１枚を制限とし，作成時間は１時間以内，イラストや写真を入れるなど

各自で工夫する。 

【実施後の効果】 

○日々の当事者記録の形式や内容を定めることで，必要な事項が意識しやすく，記述の偏りにも気付

きやすくなる。また，記録を書く時間短縮にもつながることで継続可能となる。さらに，C：（明

日）具体的な援助としての環境の構成を記載することにより，翌日の指導計画にもなっている。 

○日々の当事者記録をもとに話し合うことで，教師（担任）は，幼児理解や遊び理解が深まったり，

指導の具体的な改善につながる実感を得ることができたりしている。また，他の教師も自身の記録

と照らし合わせ，自身の幼児理解や遊び理解，指導の具体的な改善の手掛かりが得られる。 

○観察者として『Ｄシート』を作成することにより，自分が伝えたい内容を精選し，自身で考察を深

めることができる。また，作成時間を制限する一方，形式は各自自由とすることで，伝えたい内容

に合わせた作成がしやすくなる。さらに，作成の際に１度整理された内容なので，検討会の際の発

言が的確になり，限られた時間の中で，より深い検討が可能となる。 

○互いの保育観・幼児観にもつながる検討が深められたり，日々の保育打ち合わせなどでも活用した

りすることで，教員研修につながると同時に，保育内容の充実にもつながる。 

【今後の改善点】 

○「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえて，日々の振り返りや検討会を実施し，教育課

程編成の手掛かりとしているが，より，関連を意識し，育ちを見直したり語ったりできるような改

善を図り，より保育者の資質向上につなげたい。 

○園内教師での活用に限らず，他園関係者などとの検討会や研修などでの活用を視野に入れたり，「幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿」を小学校教師と共通理解する手掛かりとして活用したりする

ことも視野に入れ，改善を図りたい。 

（14．東京学芸大学附属幼稚園小金井園舎） 
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○ 事例検討４  

実施時期・回数 年３回 主な対象 教師 

実践の語り合い（ラウンドテーブル形式の研修） 

【実施の方法・実施状況】 

①  なぜ，実践について語り合うのか。平成27年度～29年度の取り組みの中で，お互いの実践につい

て自由に発言ができ，肯定的に応答し合えることで，保育についての気付きが得られることが示唆

された。本園では以前から研修の中で，子供の姿を教師同士で語り合ったり，子供の遊びや体験の

意味を教師同士で話し合ったりすることに取り組んでいる。平成26年度の研究においても，「遊びこ

む」姿のエピソードを読み合う研修に取り組み，教師同士が互いの書いた子供の姿を読み合い，質

問や意見を述べ合った。このときにも，子供の行動の意味を深く考えたり，行動の裏にある思いを

読み取ろうとしたりする経験が，別の保育の場面で生かされたという示唆があった。それと同時に，

実践を語ったり聞いたりする経験を通して，実践の中で困ったり悩んだりしているのは自分だけで

はない，という安心感を得たという意見もあった。何を話しても聞いてくれる，受け止めてくれる

という安心から，職員室内で子供の話や実践についておしゃべりする機会が増え，教師同士のコミ

ュニケーションが拡がっていったという実感もあった。このときのような関係性を，平成30年度の

職員集団でも作りたいと願って，実践の語り合いを研修に取り入れることにした。 

② ラウンドテーブル形式の研修の計画と実施 

１）①今年度の研修の趣旨説明，②ラウンドテーブル形式での研修を始めるにあたって 

２）語り手の実践報告／グループ内での質問・意見交換と議論 

① グループ内での自己紹介，②実践報告，③グループ内での質問・意見交換と議論 

３）グループを越えての交流と振り返り 

４）年間計画／第１回７／１８，第２回１２／１９，第３回１／１６ 

【実施後の効果】 

○ 語る内容を書き起こした段階で，だいぶ自分の中で，自分の大切にしていることが整理できた。 

○ 他者に語ることで，別の視点からの意見，捉え方を知っていくことで，多様な視点で子供，保育

を考えていくことに繋がると学べた。 

○ 実践を振り返るために，以前の記録を読みあさっている時がおもしろく，当時の自分が何に関心

を寄せていたのか，と思った。子供についての記述が少しずつ変わっていったのだ，と思えた。 

○ 語り手の人のライフストーリーを聴けたことで，現在の自分と照らし合わせながら聴くことがで

き，語ってくれたことで，自分自身を再度見つめなおす機会にもなれた。 

【今後の改善点】 

○ 実践を語り合う（ラウンドテーブル形式）研修は，研究主任以外が初めてという状況で実施した。

参加者の感想からは，この語り合いの研修の場が居心地のよいものであり，安心して実践を語った

り，聞いたりできる場であるという共通認識ができた。特に次回の語り手は「この場で語ってみよ

う」という意欲が高まり，聴き手側は今回の反省を踏まえて，もっと語り手が語りやすい状況を作

ろうという意識を持つことができた。今後の改善点としては，本園のように常に教師が入れ替わる

場合や，経験年数の短い教師が多い場合に，どのような形で研修として取り入れられるか，研修を

取り入れることにどのようなメリットがあるのか，その具体的な方向性を模索していきたい。 

（23．静岡大学教育学部附属幼稚園） 
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○ 事例検討５  

実施時期・回数 毎週１回 主な対象 教師 

保育の質を高めるための記録に基づく話し合い 

【実施の方法・実施状況】 

① 個々の教師が抱えている課題を全職員の課題として捉え，その課

題を一つずつ全職員で乗り越えていくことを通して，個々の教師

の専門性の向上を図るとともに，教師間で連携しながらPDCAサ

イクルを有効に機能させた保育の展開を図り，園全体の保育の質

を高め，質の高い幼児教育の実現につなげていくことを目指して

取り組んだ。 

②個々の教師が日々の幼児の記録を取り，定期的に時間をとって，記録に基づく話し合いを全職員で

行い，保育を検討していくことを継続して行った。 

③保育を検討する場では研究的な視点をもち，「保育の質を高めるために」という研究テーマのもと

に，「幼児のよさを共有する」「よさを学びにつなげる」「学びが充実する保育」といった目標に向か

うための課題を年度ごとに確認し合って，全職員で課題を追究していった。 

【実施後の効果】 

○話し合いを継続して行っていくことで，個々の教師による幼児の理解が深まり，幼児の行動に込め

られた意味や幼児のよさを読み取っていくことが可能になってきたとともに，幼児のよさが生かさ

れ学びにつながる教師の関わりや学びの充実に向けての時機を捉えた環境構成や援助について，よ

り深く考えていけるようになってきており，このような効果は，個々の教師も実感することができ

た。 

○個々の教師が一人一人の幼児のよさや学びを捉え，学びが充実するための関わりを実践しつつ全職

員の話し合いを継続して行ったことが，保育の振り返りや教師の関わりをより確かなものにすると

ともに，個々の教師の専門性を高めていくことにつながってきた。 

○個々の教師の捉えや関わりを確かなものにし，教師間で連携して保育を行うことで，園全体の保育

の質を高めていくことができた。園全体の保育の質が高まることはまた，個々の教師の専門性をよ

り高めていくことにもなるとも考えられた。 

【今後の改善点】 

○教師の専門性を高め，保育の質を高めていくためには，記録をとり，全職員で話し合い，保育を検

討していく取り組みは必ず続けていかなければならないので，園業務の見直し等を行いながら，継

続して続けていくための時間等をしっかりと確保していくことが必要である。 

○次年度に向けて一年の保育を振り返り，個々の保育の課題を出し合い，保育の質を高めていくため

に全職員で取り組むべき課題を明確化していくことが必要である。 

（29．兵庫教育大学附属幼稚園） 
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○ 事例検討６  

実施時期・回数 通年  主な対象 教師 

「わくワークシート」（保育記録）と「ほっとホットトーク」（保育カンファレンス） 
【実施の方法・実施状況】 

① 『保育者が“楽しい”と感じる保育』をするために考案した「保育わく 

ワークシート」（保育記録）は「保育者が楽しいと感じた場面」から書 

き始める。そこに至った経緯を思い起こして，「子供たちの遊んでい 

る様子」と「保育者の援助」を書き，援助の根拠となる「保育者の思い 

や考え願い」などを付け加える。シートには罫線がないので，写真を貼 

ったりイラストを描いたりなど，自由に書き表すことができる。余力が 
あれば「保育者が楽しいと感じた場面」に関連する「子供の姿」「ね 
らい」「環境」「子供の育ち」を記入する。「子供の育ち」について 
は現在「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の10の視点で読み取る 
ようにしている。すべて書き記したとしても30分程度の短時間で仕上げ 
ることができる。 

② このシートをもとに「保育ほっとホットトーク」（保育カンファレンス） 
を行う。記録者が楽しいと感じた場面から話し，参加者はそれぞれに気 
づいたことや質問などを自由に発言したり，教師の悩みや迷いを解決し 
たりする形式のカンファレンスである。 

③ ②の内容については「保育ほっとホットトーク」をしながら用紙に記入していくことが多い。記録
は，教師が随時書き溜めていき，「保育ほっとホットトーク」は月に1回程度行っている。時にはカ
ンファレンスに大学教員に加わってもらったり，保育を見合った後にカンファレンスを行ったりし
ている。 

④ 11月30日の公開保育研究会では保育参観後の保育を語る会で「保育わくワークシート」を用いて
参観者，大学教員と共に「保育ほっとホットトーク」を行った。 

【実施後の効果】 

○「保育わくワークシート」は「保育者が楽しいと感じた場面」から書き始め，それが集積されるの

で，保育へのモチベーションアップにつながり，記入しながら自分の保育の援助の根拠や，それが

子供たちに及ぼした影響に気付くことができている。②を記入することで，「子供の姿」と「ねら

い」の整合性，「ねらい」と「環境構成」や「援助」の適合性などの視点で保育を振り返ったり「子

供の育ち」を多面的に捉えたりする力が養われている。 

○「保育ほっとホットトーク」は「保育者が楽しいと感じた場面」から話し始めるので，悩みや不安

も気軽に話すことができて，参加者からの新たな視点やアドバイスによって，期待や自信，具体的

な方策をもって次の日の保育に臨むことができている。また，自身の保育のよさはもちろん癖や欠

点についても自ら気付き，受け入れることができ，教師の資質が向上している。 

参加者にとっては②の内容についてカンファレンスをしながら記入していくことで，子供理解が

深まり，保育の力量形成につながっている。教師の頭の中が可視化される記録であるため，自分に

置き換えて考えたり話し合ったりする中で，環境構成や援助の引き出しが増え，それぞれの保育へ

の意欲が高まっている。終始ポジティブな雰囲気の中で，他の先生の保育観に触れ，互いを認め合

いながら進められていくため，保育の喜びや奥深さを共有でき，同僚性の高まりに結び付いてい

る。 

○大学教員にも参加してもらうことで，新たな視点や知識を得ることができ学びが深まっている。保

育について，立場や専門の異なる人に理解してもらえるように語ることでも力がついてきている。 

○公開保育研究会の保育を語る会において，参会者の方に「保育わくワークシート」「保育ほっとホッ

トトーク」のよさが伝わり，自園でもやってみたいという感想もいただくことができた。 

【今後の改善点】 
○「保育わくワークシート」をもとにした「保育ほっとホットトーク」においても多くの学びを得る
ことができるが，保育を参観した後に行う「保育ほっとホットトーク」では，さらに多くの学びが
あることが分かった。今後はこの形式の「保育ほっとホットトーク」の回数を増やしていきたい。 

○「保育わくワークシート」と「保育ほっとホットトーク」を定着させ，教育課程の見直しに生かし
ていきたい。 

（31．奈良教育大学附属幼稚園） 
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○ 事例検討７  

実施時期・回数 各期の節目 主な対象 教師 

保育のメタ認知化 

【実施の方法・実施状況】 

① 学びの見取りと評価の工夫 

 子供の学びを３つの資質・能力を視点に見取 

り，それを１０の姿の視点で分類する形で保育記録をと 

り，分析する。また，教師の援助を４つのカテゴリーに 

細分化し，学びに即した援助を分析・評価する。 

② 保育計画作成の工夫 

 保育計画を期を単位にして立案する。１枚目を『生活 

の構想』とし，見取った子供の姿・学びとそれに対応す 

るねらい・内容，教師の援助を記載する。２枚目を『活 

動の構想』とし，１枚目の生活を５領域を基に具体的に 

活動化していく。領域は重なりを標記し，総合的な保育 

を前提としながらも，その期に中心的課題となる領域内 

に活動を置いていく。また，期に含まれる行事も構想の 

中に入れ込んでいく。同じ要素を含む活動の流れを大切 

にし，前後の期を見通した活動となるよう構想する。１ 

年を通して各領域のバランスを含めた内容の精査を行い， 

教育課程に反映させていく。 

【実施後の効果】 

〇 これまで個々の教師の主観や経験から行われがちであった保育全般を，構造的に捉え，保育計画  

 作成の仕組みとして取り組むことにより，教師が自分の保育を客観的に自覚することに繋がった。 

 また，10の姿を視点にした学びの見取り・分析および即した教師の援助の分析を重ねることによ

り，自分の保育の傾向や過不足，子供一人一人の特性理解及び教師の関わりなどを改善する具体策

が見えてきた。それを実践に繫げることが，子供の育ちに直結することを実感している。 

○ 見取りの視点を共有し，教師の援助を分類し，同じ方法論で保育計画を立てることで，教職員間で 

 子供の学びと教師の援助について具体的に協議することが可能となった。見取りや保育技術の向上 

だけでなく，教師間の保育における共通認識が具体化していった。 

○ これまで単発で行われがちであった大小の行事が，保育構想の中に位置付くかどうかで精選するこ 

 とができた。それに伴い，教員の意識が「行事という点と点を平素の保育で繋いで線にし，また広げ 

 て面にする」という見通しをもったものに変化した。 

【今後の改善点】 

○ 記録の整理・見取りの分析，保育計画の作成など，個々の仕事にかなりの時間を要している。重要 

 な要素を見極めながら簡素化できる工夫をし，過度の負担にならない形式へと再考していきたい。 

○ 教育課程へ反映させていくにあたり，記録分析の妥当性を十分検討する必要がある。客観的なキー 

 ワードの集計を重ね，年度による傾向を考慮していく工夫が必要である。 

（34．島根大学教育学部附属幼稚園） 

  

②保育を構造的に計画する 

①分析シートを使用した記録 



  - 51 - 

○ 事例検討８  

実施時期・回数 １週間～２週間に１回 主な対象 教師 

幼児理解を深める取組～「こどもカフェ」～ 

【実施の方法・実施状況】 

幼児理解を深める取組として「こどもカフェ」を１～２週間に１回実施する。 

① 遊びの経過や幼児の実態を具体的に把握したり，展開を予測したりしや

すいように写真を２～４枚提示する。 

② 写真からだけでは読み取りにくい幼児の発言や状況などを並記した資料  

をＡ４用紙１枚にまとめる。 

③ 幼児の細やかな心の動きや教師の援助，状況などについて気付いたこと 

を語り合ったり，質問をしたりしながら，幼児の育ちを見取っていく。 

④ 幼児の姿を「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の視点で分析した  

り，月案や教育課程と照らし合わせた  

りする。             

【実施後の効果】 

○ 「カフェ」と名付け，堅く構えることのないようにしたことにより，教師の年齢や経験年数にと

らわれず，それぞれの考えや気付きを話しやすい雰囲気をつくることができている。 

○ 担任以外の教員の様々な視点からの見取りや考えに触れることができ，多面的で柔軟な幼児理解

を深めることにつながっている。 

○ 他学級，他学年の幼児の実態を全教員が把握することにつながり，週・月案作成時に，幼児の姿

を共有しながら修正，立案を行うことができている。 

○ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」や教育課程などと照らし合わせることにより，今まで

以上に幼児理解や援助方法を見通しをもって考えようとするようになっている。 

【今後の改善点】 

○ 「こどもカフェ」を定期的に行うことにより，日頃の保育実践の場において適切に幼児の心の動き

を読み取ったり，タイムリーな援助を行ったりできるなどの保育力の向上を図ることにつなげる。 

○ 「こどもカフェ」の記録を蓄積し，根拠資料をもとにしたカリキュラム・マネジメントが行える

ようにする。 

○ 「こどもカフェ」の資料を幼小接続部会（附属小学校１年担任と附属幼稚園年長組担任及び研究

主任で構成している）での話し合い資料として提示し，接続期の幼児・児童理解を図り，接続期カ

リキュラムの見直しを行う。 

（35．岡山大学教育学部附属幼稚園） 

  

見取った姿や幼児
のつぶやきなど 

「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」の視点 

【「こどもカフェ」実践事例】 

【話しやすい雰囲気を大切にした研修】 【「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の視点で実践事例を読み解く】

かっこ話しやすい雰囲気を大切にした研修】 
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カンファレンスでの資料例 

○ 事例検討９  

実施時期・回数 月１回または年２回 主な対象 教師 

園内研修の取組（保育カンファレンスを通して） 

【実施の方法・実施状況】 

①教育課程に即した保育を行う中で，教師各自でエピソード

記録をとっている。その記録を実践事例として書き起こし，

考察行ったものを持ち寄り月に１回程度カンファレンスを

行っている。参加者は，主に園長，副園長，担任，養護教

諭，研修教諭である。実践事例を読み合い，自身の保育観を

もとに自由に意見を出し合えるようにしている。尚，本年

度は，教師の顔ぶれ（担任，養護教諭）が大きく替わった

ため，保育の中で抱いた疑問についてもメンバー全員で考

えて行けるように配慮している。 

②各学年，年に２回程度園内研修を設けるようにしてい

る。教育課程の内容や研究開発にかかわる保育を各学年

の担任が行い，他クラスの担任，主担当，フリーで動く

教師が集まり保育を参観する。参観後，参観した教師が

参加して対象児のその日の様子をもとにカンファレンス

を行い，環境構成や援助の在り方について検討したり，

子供たちの様子を振り返ったりしている。 

 

【実施後の効果】 

○本年度から赴任した教師にとっては，カンファレンスや園内研修を行うことで，これまで本園で大事

にしてきたこと，森の教育力を生かした保育の大切さ，自然との関わりの必要性等を理解することに

つながっている。 

○本園は，幼小の滑らかな接続や連携を意識し公立小学校から研修教諭を受け入れている。カンファレ

ンスを通して園の教育方針を理解していくことで，幼児理解を学ぶこと，幼児期の遊びを通しての学

びを小学校でどのように生かしていくか考える機会になっている。 

○カンファレンスや園内研修を行うことで自らの保育を省察することができ，独りよがりの保育にな

らなかったり，自らの保育観を見つめ直したりするよい機会となっている。また，自らの保育を振

り返り，省察を行うことで教師自身の自然観や人間観も変わってきたり，本園がこれまで大事にし

てきた教育方針を意識した保育，子供の主体性を重視した活動を行うことができるようになってき

ている。 

【今後の改善点】 

○今後のカンファレンスにおいて，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」との関連性も意識し協議

を深め，教育課程の改善につなげて行く必要があるだろう。 

（36．広島大学附属幼稚園） 

  

シュンくん 記録（１１月１５日）  

中邑 

 

※友達とのかかわり、物とのかかわり 

 

マキとリアカーにのって、ハレルたちが引っ張っ

て電車ごっこをしていた。そらぐみケンゴも交代し

て引っ張り始めた。シュンはご機嫌に乗っている。

そのうち、大事な棒が手元にないことに気付き、近

くの友達に「バンバン、さがしてくださーい」とい

う。近くにいたライノが「おさかな？のバンバ

ン？」と問い返すがそれには応えない。しばらく、

リアカーに乗ったり、何かを「ばくだん！」といって投げたりしながら遊んでいる。 

 

落ちていたツルを発見し、ツルをカウボーイの

ようにぐるぐる回し始めた。斜面の木の枝にかけ

ようと何度も試みるがうまくいかない。 

近くにいた君岡Ｔに「ともちかせんせーい」と呼

ぶ。「どうした？」「これ、かける」と頼んでい

た。次に「ぼくのぼうしを…」とツルと帽子をつ

なぎ、再び枝にかけようとする。玉木Ｔ「おもし

ろいね。」「よいしょ！がんばれ！」と応援、でも、うまくいかず「手伝って～」と声

をかける。三人の女児がくるがうまく手伝えない。女児離れる。斜面に落ちていた棒

を見つけ「ぼくの棒だ！」と手にする。次に、その棒と帽子とツルを結びしばらくチ

ャレンジしていたが、成功しない。でも笑顔で繰り返している。 

集いが始まりだし、１０人ほど子どもが担任のそばによってくる。シュンは視野に

入らないのか、あまり意識はないようだ。 

そのうち、ネズの家あたり

から小鳥の広場に移動し、い

つの間にかそら組の中に入っ

ている。玉木Ｔ呼びに来て、

ほしくみ集いの場所に戻る。

しかし、反対向きに座ってい

る。担任が読み聞かせをはじ

めようとすると、前に行き、読み聞かせを正座して聴いていた。 

＜考察＞ 

ツルを枝にかけようとかなり長い時間、何度もチャレンジしていたり、ツル＋帽子
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○ 事例検討１０  

実施時期・回数 月２回 主な対象 教師 

事例検討会(各年齢の期ごとに) 

【実施の方法・実施状況】 

①各年齢の期ごとに事例をあげ，考察する。 

事例は，「対象と向き合う姿」「他者と向き合う姿」「自己

と向き合う姿」の３つの観点から子供の育ちの姿を捉え，

その姿を支える環境と援助について考察する。 

②それぞれの事例と考察について，全員で検討する。 

 子供の発達の姿のとらえは妥当であるか，それを支える環

境と援助は妥当であるか，あるいは他の環境や援助は考え

られないかなどを話し合う。 

③「対象と向き合う姿」「他者と向き合う姿」「自己と向き合

う姿」の３つの視点から，事例から読み取れるキーワード

を抽出する。 

④事例検討を積み重ねて把握した発達の姿と指導計画に表し   

ている姿とを照らし合わせながら，３つの向き合う姿の観点   

から指導計画や教育課程を見直す。 

【実施後の効果】 

〇事例を持ち寄り協議することで，個々の保育者の保育観や子 

ども観に触れることができ，学び合いの場になった。 

〇具体的な事例をもとに話し合うことで，幼児理解を深めると  

ともに，適切な援助や環境について職員間で共有できた。 

〇継続的に事例検討を重ねることで，各年齢の時期ごとの特徴 

や育ちの過程を共有でき，見通しがもてるようになった。 

〇幼小中共通の視点で抽出したキーワードを整理していくことで，幼稚園での育ちを小中学校へ伝え 

やすくなり，幼小中一貫教育の手がかりにすることができた。 

〇事例検討を通して捉えることができた子供の発達の姿や確認できた環境と援助を参考に，指導計画や

教育課程の見直しに生かしている。 

【今後の改善点】 

〇事例から捉えた具体的な姿や環境，援助等から各時期の特徴的な姿や環境，援助を捉えるには，い

くつかの事例が必要であるが，多くの事例を取り上げて検討することには限界がある。また，協議

が深まるためには，事例提供者が事前に丁寧に考察しておくことが必要となるため，負担感も大き

い。形式や観点を工夫することで効率的で学びの多い事例検討会を考えていきたい。 

〇幼小中一貫教育推進のための共通の３つの視点（対象と向き合う姿・他者と向き合う姿・自己と向

き合う姿）で子供の姿を捉えたことで幼小中のつながりが見えやすくなったが，「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」との関係が曖昧なので整理していきたい。 

（38．山口大学教育学部附属幼稚園） 
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○ 事例検討１１  

実施時期・回数 月２回 主な対象 教師 

保育カンファレンス「幼児期の終わりまでにいかに育つか」 

 
【実施の方法・実施状況】 

① 毎月行う全体打ち合わせと指導の評価の後，「幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿」の１０項目についての研

究会をもつようにする。 

 

 

 

 

② 右図は「図やかたち」に関する一例であるが，そのテ

ーマを３，４，５歳の生活の姿に照らして職員全員で

考えている。写真やエピーソードなどを持ち寄り，そ

の発達のプロセスが把握できるようにドキュメンテー

ションしていく。 

 

 

【実施後の効果】 

○幼児の育つ姿が見通せるようになってくる。 

○保育者の環境の構成についての工夫が生まれてくる。 

【今後の改善点】 

○ベテラン保育者がアドバイザーとなり，実践の知見を呈して若い保育者の気付きを促していけるよ

うにする等，協働の仕組みを構築する。 

○大学附属の強みを生かして，教科教育の専門家の協力を得るようにする。 

 

（39．鳴門教育大学附属幼稚園） 
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○ 事例検討１２  

実施時期・回数 年間6回 主な対象 教師 

園内保育研究会 

【実施の方法・実施状況】 

①平成３０年度は，子供の幼児理解を深め一人一人の育ちを確かなものにする実践を行うために本

園で作成した評価指標を活用し保育研究を進めた。

具体的には，各クラス２名の抽出児を選び，下記の日

程で年齢別の保育研を行った。 

 ５歳児 ４歳児 ３歳児 

1学期 ６月 13日 ６月 18日 ６月 25日 

2学期 10月 16日 10月 23日 10月 30日 

  

②全職員が観察する抽出児を決め，園内保育研究会前のその子供の１週間の姿を付箋に記入して模造

紙に貼った。記入する付箋紙の色と内容は，以下のとおりである。 

 

    

 

 

 職員全員で多面的に子供の発達を捉え，評価指  

標を活用して抽出児の発達に見通しをもち，指導  

の工夫改善について検討した。 

 

【実施後の効果】 

◯６月の園内保育研究会では，自分が記録した子供の姿を評価指標と照らし合わせながら読み取った

発達を出し合うことが中心だったが，１０月の園内保育研究会では，それぞれの読み取りが深くな

った。例えば，評価指標の言葉の中で「気の合う友達」と「いろいろな友達」はどのように違うの

か，「繰り返し」「根気強く」「諦めずに」の捉え方などについても検討するようになり，教師の資

質の向上につながった。  

◯評価指標を活用することで，それぞれが捉えた抽出児の姿を全職員が共通の言葉（評価指標の文言）

で読み取ることができ，抽出児の内面をより深く理解することにつながった。 

◯評価指標の次の項目を参考にして，抽出児の発達に見通しをもったり，発達に必要な環境の構成や 

援助の方向を見出したり確認したりすることができた。また，抽出児以外の個々の子供の幼児理解

と指導の改善にも生かすことができるようになってきている。 

【今後の改善点】 

◯評価指標は到達度目標ではなく，一人一人のよさや可能性などを把握し，指導の改善に生かすよ 

うにするためのものであることを十分に共通理解している。しかし，評価指標の次の項目を意識し

すぎて指導を急ぎすぎてしまう面もあった。発達に見通しをもちつつも，子供が今興味があること

に没頭して満足感が得られる経験も大事にする。 

（46．熊本大学教育学部附属幼稚園） 

  

桃色：実際の子供の姿 

青色：評価指標を活用して捉えた発達の姿 

黄色：具体的な環境の構成や援助の方向性 

 

【付箋紙とその記入例（5歳児 女児）】 

※実際は抽出児一人あたり各色 10～15枚の付箋紙に記入 
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○ 園環境の改善１  

実施時期・回数 随時 主な対象 教師・参観者・保護者・実習生 

園内環境の整備・改善（多くの人の目で） 

【実施の方法・実施状況】 

① 本年度は「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿をどう捉えるか」について，健康な心と体を視点

に研究を進めている。子供の健康な心と体を考えるとき，最も大切にしなければならないことは，

言うまでもなく園生活が「安心・安全」に展開されるということである。子供の主体的な活動を大

切にしつつ，園庭や園舎などの環境の配慮や指導の工夫を行うことが，幼稚園生活を「安心・安

全」なものとすることが，研究の大前提であると職員全体で再認識した。  

② 本園では，安全計画に従い月に一回教師がペアーで安全点検等を実施している。しかし，慣れによ

る捉えの甘さが見られるようになってきていることが反省としてあげられるようになった。多くの

人の目で園環境を見直す必要性を求める声があがった。 

③ そこで，本園の特性を生かし，来園者及び実習生に「危険発見！シート」を配付し，保育参観時

に安心・安全な環境と言う視点から気付きや意見の提出を依頼した。 

④ 来園者からの「危険発見！シート」の内容については，朝の打合せの時間に，共通理解を図り，

改善策を検討し，早急に対応できるようにした。 

⑤ 「危険発見！シート」の内容で，対応に苦慮した時には，大学の専門の先生や事務職員・施設

課，保護者に相談し対応を行った。 

【実施後の効果】 

○ 安全についての意識が高まり，いろいろな視点で，安全点検を行うことができるようになった。 

○ 職員の子供たちの安全への意識が高まり，保育において，環境構成等において丁寧な工夫が見ら

れるようなった。子供の主体性をより拡大することにつながった。 

○ 園職員の安全点検は，慣れにより見落としている場面が多いことに気付かされた。園の特性を生

かし，環境の見直しを行ったことは，園内環境を整えることにもつながった。また，「安心・安全」

に対する意識向上が図れたことで，教師全体が，ダイナミックな保育の実践につながっている。 

◯ 参観者からの多くの意見を聞いていくことで，はじめは，抵抗感を感じる職員も少なくなかった

が，継続していくことでその抵抗感が少なくなり，一人一人が真の安全について考えようとするこ

とができるようになった。また，誤った（古い）認識を改めることにもつながり，スキルアップに

つなげることができた。 

        

   ドアノブへ安全クッションを  消火器の位置を天井にも ピアノ転倒防止     保護者による樹木伐採                                         

【今後の改善点】 

○ 幼児期は環境に影響されながら成長する。幼稚園では，目的やねらいを環境に置きかえ，子供自ら

がその環境に主体的に関わることによって伸びていくよう見守っていくことが大切である。それを

保障するためにも，教師が安全面の意識を常に磨いていけるよう工夫していくことが求められる。 

 （9．茨城大学教育学部附属幼稚園） 
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○ 園環境の改善２  

実施時期・回数 毎週 主な対象 教師 

園内研修における園庭での遊びの分析と園庭づくり 

【実施の方法・実施状況】 

① 園舎改築に伴い，園庭も一から作り直すことになった。具体的には，新園舎建築にかかる園庭西側

の樹木や遊具は，伐採や撤去を余儀なくされている。西側には，大きな栗の木を始めとして，四季

折々に花を咲かせ果実を実らせてきた遊びを豊かにしてくれる魅力的な樹木がたくさんあった。そ

こで，これまでの園庭での遊びに着目して分析することで，樹木や遊具の種類や配置などを検討し，

新しい園庭づくりにつなげることにした。 

② 園内研修において，遊びを豊かにした要因となっている樹木や草花などに着目し，各担任からの園

庭での事例を分析した。 

・平成29年度は，一年間を通して季節ごとの遊びの変化を考慮しながら園庭での事例を集めた。 

・過去の研究紀要から，園庭での事例で，とりわけ樹木や遊具が遊びを豊かにしている大きな要因

となっているものをピックアップした。 

③ 園内研修での分析を基に，新園庭の樹木を選定していった。また，それぞれの木々の特徴を踏ま

え，遊具との関係も考慮しながら，各々の配置を検討し新園庭の設計につなげた。 

 

 

【実施後の効果】 

○ 園庭の完成は，平成30年12月末の予定なので，子供たちの遊ぶ姿をまだ見ることはできていな

い。 

○ これまでの園庭での遊びを分析し，園庭づくりにつなげるなかで，教師の園庭環境そのものへの

理解が深まった。具体的には，樹木や草花の特徴を理解したり，そこから展開される新たな遊びを

知ったりすることで，自らが作った園庭での保育できることに意欲をもっている。 

【今後の改善点】 

○ 平成31年1月以降に子供たちの遊びがどのように展開されるのかしっかりと見取り，その様子から

検証していきたい。 

○ これで園庭が完成ではない。今後は，池や花壇など，保護者や子供たちと一緒に考えながらつくっ

ていきたい。 

（11．群馬大学教育学部附属幼稚園） 

緑豊かな旧園庭 

新園庭のプラン（樹木や遊具の配置図） 
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○ 園環境の改善３  

実施時期・回数 2月・7月 主な対象 園児・保護者 

園庭の遊具の見直しプロジェクト 

【実施の方法・実施状況】 

① 平成23年に教育目標を「うごく」「かんじる」「かんがえる」と見直した  

ことや幼稚園教育要領の改訂があったことから，園環境の見直しの必要     

を感じていたため，以前から連携していた千葉大学工学部デザイン学科 

と「園庭の遊具見直しプロジェクト」を共同で行うことにした。 

② 子供の遊び方を観察後，デザイン学科と事例を通しての話し合いを数回 

もち，滑り台・ボルダリング・丸太・タイヤを備えた「どんぐり山」を作る計画を立てた。保護者  

に説明会を開き，子供も参加することが大切と考え，平日であるH30.2.20に教師・園児（140名）・

保護者（120名）・工学部准教授と学生と合同で作業を行った。（写真1）その後，遊び方の観察をし

研修を行った。 

① ③「どんぐり山」の遊び方の観察を基に，「夢の城」と呼んでいる総合遊具の改修計画を立てた。「自 

②  分の力を試し，何度も挑戦することを楽しめる遊具にする」「子供自身が自分の能力と向き合い， 

③  様々な工夫をして遊べるような遊具にする」「禁止事項を極力減らし，安全な行動かどうかを子供自 

④  ら判断できるような遊具にする」をコンセプトに保護者に説明会を開き，H30.7.14に教師・園児   

⑤  （55名）・保護者(111名)・工学部准教授・学生と合同で，「夢の城」の滑り台・階段部分を撤去し，  

⑥  アスレチックを作って取り付ける作業を行った。(写真2・3）その後遊び方を観察し研修を行った。 

【実施後の効果】 

○「どんぐり山」では，遊具を工夫して使い友達同士で楽しんで遊ぶ姿が見られた。 

○「夢の城」では，遊具に登ろうと何度も根気よくチャレンジする様子が見られた。 

○保護者や園児が作成に関わったので，自分たちの遊具・自分たちの園という意識を強くもてた。 

○教育目標「うごく」の内容「体を動かす心地よさを感じ，挑戦や表現を通した自己発揮により，充

実感や達成感をもつ」「友達と一緒に遊ぶ楽しさを味わい，意欲的に関わりながら，めあてをもって

共同してやり遂げる経験をする」姿，「かんじる」の内容「『できた』という達成感や『楽しかっ

た』という満足感を持ち，自分に自信をもつ」姿，「かんがえる」の内容「試行錯誤しながら課題を

乗り越え，『できた』『わかった』という喜びをもつ」姿がこの遊具の遊びを通して見られた。 

○「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」から見ると，主に，作成段階では「社会生活との関わ

り」，遊びの中では「健康な心と体」「自立心」「協同性」「道徳性・規範意識の芽生え」「思考力の芽

生え」「言葉による伝え合い」などの育ちにつながる体験ができる場になっている。 

【今後の改善点】 

○改修部分は木製であり，常にメンテナンスが必要である。「これで完成」というのではなく，遊びの

様子を観察・記録・検証しながら，子供にとってより良いものへと作り直して行く必要がある。 

（13．千葉大学教育学部附属幼稚園） 

  

2

② 

②  

Ⅱ

① 

③  

3

③ 

② 

②  

Ⅱ

① 

②  

1

③ 

② 

②  

Ⅱ

① 

①  



  - 59 - 

○ 園環境の改善４  

実施時期・回数 随時・月1回 主な対象 教師 

環境の改善（ヒヤリハット報告書から） 

【実施の方法・実施状況】 

①平成29年度の幼稚園教育要領改訂による新たな基本方針に基づき教育課程の見直しを行い，改めて

「環境を通して行う｣という幼稚園教育の基本に立ち戻ることが必要であると考えた。また，本園で

大切にしてきている「子供の主体的な取り組み」を育むための環境を構成するには，全教師が｢安

全｣の視点を再認識することが必要であり，それにより園生活が一層充実したものとなると考えた。 

②安全に関するマニュアルの実効性について問い直しを行った。その結果，内容についての理解はさ

れていても，現状に即した再検討がなされていないことが課題として明らかになった。 

③学校安全に詳しい大学監事でもある弁護士にアドバイスを求めたところ，教師の日々の保育におけ

るヒヤリハットに対する自覚と組織的な共有が必要であるとの助言を受けた。｢学校事故対応に関す

る指針（平成28年3月）｣など提示された資料や文献を参考に，今後の取組みについて検討した。 

④より安全で豊かな環境を目指し，日々の保育において重大な災害や事故には至らないものの直結

してもおかしくない『ヒヤリハット』を基に見直すことにした。｢ヒヤリハット事例を出し合うこ

とは，個人の責任追及ではなく園児の安心安全のためである｣ということを確認した上で，互いに気

付いた事例を報告し合うようにした。その際，全員で原

因を探り，改善方法についての具体策を検討，環境の再

構成を行い，再度職員会議で確認を行っている。 

 

 

 

【実施後の効果】 

○｢ヒヤリハット｣はその場にいた教師は意外に気付かず，他の教師によって，客観的，分析的に見直

すことが可能であることが分かった。また，安心安全の向上のためという目的を共有し，全員で協

力して問題点を探り，より良い環境を創り出すことが，教師全体の安全への意識向上につながって

いる。 

○報告書の中に発生から改善までが記録され，そのデータが蓄積されることにより，同様の事例が起

こることを防ぐことにつながり，環境を構成する際，安全に関する視点が意識化されてきている。 

◯個々の事例に基づいた環境の改善が行われることにより，一人一人の育ちに即した環境構成がなさ

れ，必要な体験が得られている。また，環境の改善を繰り返すことで，安心安全な園生活の中で一

人一人が，主体的に伸び伸びと自分のやりたいことに取り組む姿が見られるようになった。そこで

は，｢健康な心と身体｣｢自立心｣｢協同性｣｢思考力の芽生え｣｢自然との関わり・生命尊重｣｢数量や図

形，標識や文字などへの関心・感覚｣｢豊かな感性と表現｣が育まれていることが捉えられた。 

【今後の改善点】 

○安全面による見直しを常に行うと同時に，子供自身が挑戦できる環境をどのように保障していくの

かについての検討が必要だと考えている。 

（16．山梨大学教育学部附属幼稚園） 

【事例－右図より】「廊下を走っていて交差点で衝突」→原因｢障

害物がなく走りたくなる廊下｣→改善策｢走るのを禁止するので

はなく，ケンパ，半丸太，缶ぽっくりなどを用意し，歩く速度で

運動が出来る場として活用すること｣により環境を再構成する 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%81%BD%E5%AE%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%8B%E6%95%85
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○ 保育の改善１  

実施時期・回数 ９月 主な対象 年中組 

豊かな遊びを育む教材の工夫 

【実施の方法・実施状況】 

① この時期，一人一人がこうしたいという思いをもちじっくり遊び

に取り組み，自分なりにできたという満足感や自信が得られるよう

な育ちを促すために，みんなと一緒の活動の一つに，年中組ではテ

ープ状の画用紙をホチキスで止めて作る季節の果物を製作してい

た。 

今年度は学年会において，この活動内容について話題とな

り，「運動会のテーマにかかわる活動にする」「保育参加の人材

を生かし一人一人の技能の習得に応じる」「自分たちが作った

ものを遊びに使う楽しさを体験する」ことにも広がっていくよ

う願い，教材を見直した。 

② 細長い画用紙を思い思いに切ってホチキスでつなげ，運動

会の競技に使う木の葉っぱにした。太古の時代へタイムスリ

ップするイメージを楽しみながら，繰り返し鋏やホチキスに

かかわる姿が見られた。また，長くつなげようと協同して製

作する姿も見られた。 

③ 出来た木は，保育室の環境に入れ，いつでも使えるようにした。 

自分たちで作った葉っぱがついている木は，愛着があり，運動会のイメージとも相まって，徐々に遊

びの中で木を運び出し，自分たちなりに遊びの拠点づくりに生かしていた。 

【実施後の効果】 

○ 活動の中では，思う以上に鋏やホチキスにかかわる姿が見られ，技能の習得につながる機会になった。

また，子供たちの技能の実態について保護者とも共有する機会となった。 

○ 遊びの拠点作りに使う中では，自分たちで作ったものを遊びに生かす嬉しさ，その中で気の合う友達

と遊びを進める面白さを体験する機会となり，この時期ねらう子供の育ちに近づく機会となった。 

○ 活動と遊びをつないでいくよさや効果（製作や表現につながる技能を支え，イメージをつなげたり広

げる，活動と日々の遊びがつながりながら体験が豊かになっていく等）を考えるきっかけとなり，体験

の多様性と関連性を踏まえた教材の工夫の一つとなった。 

〇 教材の工夫は，教材そのものの可能性を考えるばかりでなく，一人一人の自己の育ちが促されていく

ことにまで踏み込んだ読み取りが必要であることがわかった。 

【今後の改善点】 

○ 日々の遊びと活動とのつながりを考えるに止まらず，その中での一人一人の実現したい思いに寄り

添い，多様な体験を支えていこうとする教師の在り方を見直し，カリキュラムマネジメントを生かし

た幼児の体験や学びの適切な読み取りや理解から始まる教材の工夫について実践を重ねていく。 

○ 教育課程や指導計画に教材の工夫やそれによる体験の広がりやつながりをこまめに残し，保育の質

の向上や自己形成にどのようにつながるか，その道筋を捉えていく。 

〇 保護者や地域に子供たちの体験や学びを発信し共有していく体制作りを進める。 

（4．岩手大学教育学部附属幼稚園） 

 

保育参加時の葉っぱの製作 

屋根を付けて 

キャンプごっこ 
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○ 保育の改善２  

実施時期・回数 年間 主な対象 幼児（保護者） 

自作教材を活用した体験型保健指導 
【実施の方法・実施状況】 

① 健康に関わる内容について，子供の発達段階に合

わせて養護教諭が自作で教材化し，遊戯室前に掲

示・設置する。 

② 登園後や遊びの中で，子供一人一人が掲示物を見

る，触る，動かすなどの活動を行うことで，健康に

関する内容を理解する。 

③ 年４回の身体計測前に，各学年ごとに模型や紙芝

居毎月の掲示物等を活用して，その月の保健目標や

子供の実態に合わせて保健指導を行う。 

④ 手洗い，歯磨き等，健康づくりに関する行動の習

慣化が図られるように，担任と協力して学年に合わ

せて掲示し，一緒に継続して指導を行って，行動へ

とつなげていく。 

⑤ 保護者にも見える場所に掲示するだけでなく，ね

らいも含めて保健だよりに写真を掲載し，家庭と連

携して保健教育を進めていく。 

【実施後の効果】 

○ 健康な身体づくりに関する内容を，子供が視覚や体

験を通して理解することで，丁寧な手洗いや歯の形な

どを意識した歯磨きなど，ねらいを意識しながら行動

することができるようになってきている。 

○ 転んで擦り傷ができた場合や鼻血が出た場合など， 

 状況に応じて，子供達なりに必要な処置に取り組むこ

とができるようになってきている。 

○ 食に関する内容も含め，子供についての情報を共 

有し，家庭と連携しながらその時に必要な健康教育をすすめることができている。任意のチェック

カードも活用し，家庭においても習慣化につながっている。 

【今後の改善点】 

○ 体験型教材は，保護者にとってもわかりやすく健康教育推進にとって非常に有効であるが，養護

教諭の自作であるため，製作等，個人への負担が大きくなっている。保護者活動等とも関連づけ，

全員で進められるようにしたい。 

○ 幼児期に理解した保健に関する知識や手洗いの仕方等の技能について，小学校や中学校とも共有

し，継続さらには発展して取り組んでいくことができるようにしたい。  

（7．山形大学附属幼稚園） 

  

 

 

 



  - 62 - 

○ 保育の改善３  

実施時期・回数 ５～６月 主な対象 ４歳児 

砂粘土の事例（アクティブラーニングの視点からの教材研究） 

【実施の方法・実施状況】 

①新しい教材を探している時に「砂粘土」を既製の本から見つけ，教材化に取り組む。 

②砂・トイレットペーパー・でんぷんのり・水を用意し遊びに適当な量を 

見つけるまで，試行錯誤し教材研究（作ること）を続けた。 

③「固め」「普通」「柔らかめ」の3種類の砂粘土を作り，固さに応じてどの 

ような遊び方ができるのか試し，遊び方に応じた教材として用意した。 

④それぞれの固さの砂粘土を各学年の保育で提案した。固さによって遊び 

方がどう違うのか，どんな遊び方をするのかの記録を取り，教師も一緒に 

遊ぶ中でそれぞれ何を楽しみ，どんな風に遊ぶのかを観察していった。 

⑤記録やつぶやきを元にさらに試しの保育を行った。違う固さの砂粘土を幼児と一緒に作り，その活

動に応じ必要となったその他の道具（例えばへら，カップ，おろし器など）や素材（葉，花，枝）ま

たドラム缶やビニールシート，机などの環境を用意し遊びを広げていった。 

【実施後の効果】 

○幼児への提示からそれぞれの発達段階の違いによる遊び方の違いが見て取れた。 

その結果，砂粘土での遊びの適性は4歳児～5歳児前半ではないかという知見を得た。4歳児にとって

の経験や使用する材料・素材を吟味し教材として用意することができ， 

教育課程や長期の指導計画の改善につなげられた。 

○教育要領改訂に伴う大幅な教育課程の見直しに合わせて，それまで活用 

してきた「身近な素材活用一覧」の表の見直しも行った。そこには新たに 

砂粘土に関わる素材・材料が加わると共に学年間の素材の共通化や区別化 

など，別の素材と組み合わせ遊びが広がることを意識した一覧表の作成が 

図られた。 

◯同じ「粘土」であっても質感・素材感の違う粘土（紙粘土，小麦粉粘土,砂粘土，土粘土，油粘土な

ど）について保育として使用するのに際して，扱うのに適当な年齢・時期などについて事例を持ち寄

り検討することでそれぞれの教師の素材への理解が深まった。またその他の素材などに関しても同様

のやり方をすることで，幼児の成長発達に関して効果的な素材を出す時期となるのかなど研究を深め

られ教師の資質の向上の一助となっただけでなく，一覧表の見直しに効果があった。 

◯砂粘土を保育に取り入れたことで研究会を訪れた他園の教員から作り方やレシピの問い合わせなど

が有り，研究成果の他園への発信につながった。 

【今後の改善点】 

○新しい教材の作成になったが今後も幼児の育ちと経験を考え，常に教材 

研究の視点をもち保育や日々の実践また指導計画や教育課程を見つめ直して 

いきたい。 

 

（10．宇都宮大学教育学部附属幼稚園） 
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○ 保育の改善４  

実施時期・回数 随時 主な対象 幼児・保護者 

食育の取り組み 

【実施の方法・実施状況】 

①年中・年長児は親子栽培に取り組んでいる。親子で野菜を栽培し，収穫して食べることを通して，野

菜の生長への関心や，食への関心を高め，親子の共通体験となるようにしている。 

②食育の上で調理体験の意義は大きいが，衛生安全面の観点から幼稚園では調理を頻繁に実施するこ

とが難しい。そこで，年長児では親子栽培の過程を記録したり，園で収穫した野菜などを持ち帰っ

た時の調理の様子を記録したりする『もりもりファイル』を用い，

家庭と連携して食育を行っている。『もりもりファイル』は，子供

は自分の体験を絵で記録し，保護者の方が文章で記録するようにし

ている。 

③年に２回，年長児が園で収穫した野菜を使って，調理会食を行って

いる。その際に，「お料理の名人」として地域指導員の方に来てい

ただき，作り方を教えていただき，地域との関わりの機会にしてい

る。 

【実施後の効果】 

○親子栽培では，毎日野菜の生長に関心をもって世話を

し，親子での会話をしたり，収穫を喜んだりしている

姿が見られる。 

○『もりもりファイル』の取り組みでは，「子供と一緒に

メニューを考えて調理する体験をできてよかった」「自

分が育てた野菜だと食べられるようになった」という

感想を書いてくださっている保護者が多い。子供と一

緒に調理することで改めて食について考えたり，食を 

介して子供と関わる良い機会になっていたようだ。 

また，「幼稚園で聞いてきたことを伝えてくれたので，その通りに調理しました」との感想もあり，

園での経験と家庭での経験がつながっている様子も見られる。 

○園での調理体験時には，地域指導員の方を「お料理の名人」と紹介したことにより，子供たちは親

しみをもって関わり，「教えてもらった通りに作ったらおいしいものができるはず」と期待感をもっ

て調理に取り組んでいた。 

【今後の改善点】 

○家庭で調理をして，『もりもりファイル』に記録するという取り組みを負担に感じ，難しい家庭も出

てくるかもしれない。『もりもりファイル』の取り組み方や回数なども，実態を踏まえて考えていか

なくてはならない。 

○食育の取り組みでは，アレルギーなど配慮の必要な幼児への対応を適切に行うことがさらに求めら

れる。 

○調理会食や野菜の栽培で，地域の人材を有効に活用し，連携しながら取り組んでいけるとよいと考

えている。関係が途切れないように，普段から地域との関わりをもっていきたいと考えている。 

（26．滋賀大学教育学部附属幼稚園） 

＜まめのりょうりをしたよ＞ 
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○ 保育の改善５  

実施時期・回数 随時 主な対象 園児，教師 

保育形態の工夫 
【実施の方法・実施状況】 

①3歳児 一人一人のペースで生活が送れるように，自分の好きなこと，興味をも 

 ったことに好きな場所で心ゆくまで取り組む中で，自立を図る。そのため，自 

分の持ち物ロッカーは一人で使う。また，自分の思うように扱える軽量の個人 

椅子を3歳児用に用意している。その一方で，同じ年齢の幼児の顔が見える正 

方形のテーブル，肌が触れ合い人がそばにいることが自ずと感じられる2，3人 

掛けのベンチを意図的に保育室の環境として用意している。 

②4歳児 平成8年度より2クラス60名を20名3グループに編成している。それに
よって，さまざまな保育施設や家庭からの2年保育入園児，本園での進級児と，
多様な育ちの背景をもった幼児に，3人の教師がティームとなり連携しながら対
応することができる。幼児にとっても，自分のグループの一員であることを意
識しつつ，顔や名前を覚えやすい人数で，グループの仲間がいることを感じる
ことができる。つまり，幼児にとっても，教師にとっても，一人一人が自己発
揮しつつ，仲間との関係性を作り，主体性と協同性を育んでいる。 

③5歳児 5歳児は2クラス制になるが，そのクラスの中に二人のペア活動，5人の 

生活グループ活動，4歳児の3グループに戻っての活動，2クラスを新たな3チー 

ムに分けたチーム活動など，多層の保育形態を編成して保育を行っている。4 

歳児の3グループの生活から進級に伴うクラス替えを行うので，新しい学級集 

団に馴染みにくい幼児もいるが，小さな生活集団や昔のグループの仲間関係を 

足場にして，次第にその関係を広げて学級集団での生活に入っていくことがで 

きる。特に，現在は生活グループでの保育形態を大事にしている。5人分が一 

つのユニットになった木製ロッカーは，仕切りがないので5人で折り合いをつけながら使う必要があ
り，みんなが気持ちよく生活するために自律も求められる。また，毎日の牛乳給食では，準備す
る，500㏄のパック入り牛乳を分けて飲む，片付ける，を，相談して行う。他に野菜の袋栽培，鯉の

ぼり作り，砂場での山作り，大積木で遊ぶなど，多種のグループ活動を取り
入れ，少人数でのコミュニケーションの機会を作っている。 

④4，5歳児の異年齢活動 核家族化，少子化の傾向があり，子供同士の関わ
りも家族内で閉じてしまうことが多く，一人っ子家庭も多くなってきた。
4，5歳児で1年間同じ相手と関わる機会をあえて作っている。“幼稚園の
兄・姉・弟・妹”として，擬似兄弟・姉妹の関係を意図的に作って，一緒
に遠足に出かけたり，運動会に参加したり，遊んだりしている。 

【実施後の効果】 

○年齢に応じた保育形態を考慮することで，自立，自律，協同性を意識した保育につながっている。 

○教材研究と共に保育形態を深く考えていくことで，自立，自律，協同性を育むための環境や活動を

いかに自然に生活の中に作っていくか，具体的に生活をイメージできるようになってきた。 

○多様な保育形態を取り入れることで，全教員が一つのティームとして保育に携わるようになり，保

護者へ一人一人の園での生活を語る際に，担任だけの情報だけでなく，たくさんの教員からの多角

的な情報が得られるようになった。 

【今後の改善点】 

○4歳児の3グループ制については，編成をいかにすべきか，その時々の幼児や保護者の実態に合わせ

て考慮してきた。年度途中でグループを再編した年もあれば，そのまま1年間同じグループで過した

方がよいと判断した年もあった。グループ編成ではできるだけ多くの情報をもとに行うことや，年

度途中であっても育ちの実態に合わせた柔軟なグループの再編成をすることなどの課題がある。 

○異年齢活動のペアは4月終わりごろから編成するが，4歳児では入園・進級からあまり期間を経てい

ない中，どんな5歳児とペアを組ませるか，また5歳児では後々の3ティームでの活動に関連するこ

と，一旦決まったペアは原則として，1年間変えることがないことなどで，ペアの編成は非常に複雑

である。 

（27．京都教育大学附属幼稚園） 
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○ 保育の改善６  

実施時期・回数  通年 主な対象 年長児 年中児 

プロジェクト型保育（年長～虫，種）（年中～土） 

【実施の方法・実施状況】 

①プロジェクトの選択 

幼児の興味関心から，教師がプロジェクトになりそうな遊びを選択する。 

 （平成30年度は年長が虫，種プロジェクト 年中が土プロジェクト） 

②エピソード記録・年間計画の作成 

プロジェクトに関わるエピソード記録をとり，その場面から育まれると思われる資質・能力を分析した。年間

計画には，今年度のプロジェクトの遊びの内容，写真，育まれると思われる資質・能力を記し，作成した。 

③事例の作成 

   期（Ⅰ期からⅤ期）ごとに，プロジェクトの遊びの経過，幼児の姿，教師の援助，プロジェク

トを通して育まれると思われる資質・能力を分析し，作成した。教師の手立てや環境の構成の仕方

などを振り返る評価として今後活用していく。 

【実施後の効果】 

○幼児の姿から 

  土プロジェクトでは，長い期間土と遊ぶ中で，繰り返

したり，試したり，発見したりする姿が見られた。土の

色の違いや土の性質によって固まりやすいものと固まり

にくいものがあること，水の量の違いによって土の性質

が変化すること。土は混ぜるともちもちの感触になるこ

となど沢山の気付きや発見があった。 

  虫・種プロジェクトについては，長い期間関わることで，

興味・関心から探究心へと高まり，経験を生かし，予測して

関わる姿が見られるようになった。 

〇教師の姿から 

  プロジェクトの遊びについて，教師自身も知識のないこと

もあったが，幼児と共に試し，繰り返す中で多くの学びがあ

った。エピソード記録や事例の作成から，その子への資質・

能力の育ちを振り返ることや環境の構成や教師の関わりにつ

いて振り返ることができた。 

 

【今後の改善点】 

○エピソード記録と事例については，現在Ⅰ期（4月～5月）Ⅱ期（6月から7月）について作成してい

る。今後もさらに保育実践を重ね，記録をとりながらⅢ期（9月～10月）からⅤ期（1月～3月）につ

いても作成・考察し，幼児の育ちや教師の援助，環境の構成を振り返る評価の手立てとして活用

し，検証・改善を重ねていく。 

（43．福岡教育大学附属幼稚園） 

  

【虫プロジェクトで生き物の説明をする 

年長児】 

【土プロジェクトでさらさらの土を使ってケ

ーキや団子などを試しながらつくる年中児】 
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○ 附属間・大学との連携（職員）１  

実施時期・回数 入学当初 主な対象 教師 

小学校の教員との研修 
【実施の方法・実施状況】 
① 幼稚園から入学した子供たちが，新しい環境の中でどのように過ごしているのか，入学１週目～２

週目の１年生の様子を観察した。子供たちが自分の力を発揮していると思われる場面や，授業中に見

られた教師の指導の工夫について記録し，場面につながる幼稚園での先行経験を考察した。観察の場

面は，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の，「健康な心と体」「道徳性・規範意識の芽生え」「思

考力の芽生え」につながる姿を中心に記録することで，協議がしやすくなるようにした。 

② 観察した中で気付いたことや，事例の内容について，小学校教員と意見交換した。入学当初に必

要な配慮や，授業の組み立ての工夫について情報共有した。 

③ 収集した事例について，幼稚園でどのような経験の積み重ねが必要なのか，５歳児だけでなく，

幼稚園入園当初の体験から考察していくことにした。また，幼稚園での経験がどのように小学校生

活へつながっていくのか再整理した。 

【実施後の効果】 

〈小学校側〉 

・子供たちの様子を幼稚園側の視点から聞 

くことで，小学校教員とすると「できて 

当たり前」と捉えがちな姿であっても， 

そこに至るまでの体験の積み重ねがある 

ことがよく分かった。小学校での生活は， 

幼稚園での学びが生かされているからこ 

そ成り立つことに気付かされた。 

・入学当初の生活の組立や授業の流れなど 

は，各担任に任せられている部分が多い 

が，意見交換することで，大切にしたい 

ポイントが明確になり，工夫のヒントを 

得た。 

〈幼稚園側〉 

・小学校入学当初の様子を再整理すること 

で，それぞれの力が５歳児後半だけで身 

に付いたのではなく，幼稚園入園時から 

の体験が全てつながっていることが視覚 

的に捉えられた。経験の積み重ねの重要 

性について，園内でも再確認する機会と 

なった。 

【今後の改善点】 
○ 現段階の連携の取組は，１年生担任教員や，生活科担当の教員とのやりとりが中心となってい

る。合同研修会等の機会を活用し，小学校全体に連携の必要性を広げていく必要がある。 

○ 今年度は「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の１０の項目のうち，３項目に絞って記録を

とったが，今後は，他の視点からも子供たちの姿を捉え，小学校教員と情報交換することで，子供の

育ちをより細やかに捉え，共有していく。 

○ これらの取組を，来年度以降も継続し深めることで，よりよい連携へつなげていく。 

（12．埼玉大学教育学部附属幼稚園） 

  

記録した事例（道徳性・規範意識の芽生え） 

 

 

 

 

 

 

 

再整理した物 

外部との関わり 
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○ 附属間・大学との連携（職員）２  

実施時期・回数 毎週 主な対象 教師 

幼小中全体研修・園内研修 

【実施の方法・実施状況】 

① 幼小中全体研修 

   平成２９年度から附属長岡校園として文部科学省研究開発指定を受け，「新領域『いのち』を中

心とした各教科・領域横断型の幼小中一貫カリキュラム」の研究を進めている。求める子供を

「意味や本質を問い，納得解や最適解を求め続ける子供」とし，「認知的側面」「社会的側面」「実

践的側面」それぞれの側面から目指す資質・能力を設定することとした。本研究の推進に向け

て，毎月１回のペースで，幼小中全体研修を行っている。育みたい資質・能力，育む方法等につ

いて検討し，共通理解をする場としている。 

② 園内研修 

   幼小中全体研修で話し合われた研究の方向を踏まえ，幼稚園としての育みたい資質・能力，保

育方法等を検討する。資質・能力については，小学校との接続を見据えて３歳児，４歳児，５歳

児のそれぞれを段階的に設定する。 

   その上で，年６回（各学級連続した２週にわたり２回）の保育研究会を行う。その際，大学の

幼児教育にかかわる先生を共同研究者として招聘し，ビデオ（CAVScene）を用いて抽出児の遊び

の様子を全職員で共有して保育カンファレンスを行う。また，普段から各学級・各担任・副担任

の課題を見いだし，改善に向けた継続的な実践を行っている。これら園内研修での知見をもと

に，日々の保育や指導計画，教育課程を見直している。 

【実施後の効果】 

○ 各教科，各学年において「認知的側面」「社会的側面」「実践的側面」から育みたい資質・能力が

段階性をもって描かれ，共通理解して教育活動に当たるため，１２年間を見通した今の計画を立

て，実践することができてきている。 

○ 保育カンファレンスを通して，子供の遊びの中でどのような願いや問いをもちどう深めていった

のか，教師はどのようにかかわるとよかったのか等を検討した。一人一人の子供の理解を深めなが

ら環境づくりや援助の方策を見いだしていくという職員の専門性を高めることにつながった。ま

た，指導計画に反映させることができた。 

【今後の改善点】 

○ 園内研修の成果と課題を，幼稚園教育の指導計画，教育課程の見直し・改善につなげるとともに

幼小中一貫カリキュラム，特に幼小接続期カリキュラムの見直し・改善を図ることができるように

する。 

○ 幼小中全体研修の内容の向上とそれを通した各段階の子供の成長に寄与できるように，研修組

織・方法を見直し，園内研の質を上げる。 

（17．新潟大学教育学部附属幼稚園） 
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○ 附属間・大学との連携（職員）３  

実施時期・回数 毎月 主な対象    小学校・中学校教師 

幼・小・中一貫した１２年間の教育課程の作成 

【実施の方法・実施状況】 

①幼小中一貫教育運営委員会の実施 

・幼小中一貫教育推進委員会において基本的な方向や推進状況を

定期的に検討や確認をしながら，幼稚園における教育課程につい

て，これまでの保育実践で得られた成果をカリキュラム・マネジ

メントの視点に基づいて編成した教育課程を試行実施し，実践研

究を進めてきた。 

②幼小中合同職員研究会の実施 

・幼小中の学校種を越えて保育や授業実践の参観と意見交換を重ね，幼稚園における子供たちの遊び

の姿から見える学びをどのように援助するのかという視点から教育課程の改善の検討を行った。さ

らには，幼稚園の学びの姿を小学校低学年の「学びの領域」にどのようにつないでいくのかについ

て，幼稚園と小学校の教員合同で授業研究を積み重ね教育課程の

改善を進めてきた。 

③幼小接続部会の実施 

 ・幼小接続部会が設置され，幼稚園の遊びを基にしたゆるやか  

  な学び方のフレームを基に小学校の授業も転換していくこ  

  ととなり，お互いの保育や授業の子供たちの学び方や資質 

  能力の視点から子供を語り，学びを支える支援や援助を考え 

  ていくことにつながっている。 

【実施後の効果】 

○小学校の理解向上 

 ・「幼稚園は，ただ遊んでいる」と，園児の学びについて理解されないことがあったが，幼稚園の保 

  育を「資質能力」と「遊びの中の学び」という視点で子供の遊びを参観することを通して，子ど 

  もの学びを共有することで，幼稚園での「遊びを通して何を学んでいるのか」「子供の思いや願い 

  を支える援助」などを理解し，授業の中で遊びを大切にしたり，幼稚園の学びを引き継ごうとする 

  実践が見られるようになってきた。 

○中学校の理解の向上 

・中学校職員の評価アンケートには，「幼稚園の子供たちの学びを自分の教科の学びにつなげる等， 

 視点を広げることができた」「12年間のスパンで子供の成長を考えるようになった」等，子供 

 の学びを捉える視点の変化を示す声が見受けられるようになった。 

〇保護者の理解の向上 

 ・アンケート調査では，「子供発の創造的な遊びを引き出すのに，こんなに成功している園はなか 

  なか無いと思います。年長になってじわじわと良さを実感しています」「全校をあげて，様々な取 

  組をされていることに感心します」等，多くの保護者に教育課程への理解をいただいている。 

【今後の改善点】 

○幼稚園の子供の姿をさらに伸ばすために小・中学校の領域や教科の改定を行っているが，幼稚園も

遊びの中の学びのプロセスや資質・能力の育成を意識し，質の高い保育の実現に努めていくこと。 

○本三校園で大切にしたい資質能力「自己表現力，課題解決力，社会参画力」の三つの窓口を意識し

ながら，さらに子供たちの願いや思いに寄り添う保育を実践しながら，さらなる教育課程の改善を

図っていきたい。 

（21．信州大学教育学部附属幼稚園） 
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○ 附属間・大学との連携（職員）４  

実施時期・回数 随時 主な対象 教師，子供，保護者 

小学校との連携研究 
【実施の方法・実施状況】 

①  学びを捉える「１０

視点カリキュラム」を

資質・能力のフィルタ

ーを通して再整理し，

「資質・能力カリキュ

ラム」を編成した。 

②  幼稚園と小学校の教

師が一緒に子供の事実

を基に協議し，５４の

資質・能力全てに定義

をおいた。 

③  満３歳と幼稚園修了

後の資質・能力の育ち

の姿を明らかにする取

組を進めている。 

【実施後の効果】 

○  幼稚園と小学校のカ

リキュラムの接続が実

現し，幼稚園の教師と

保護者に加えて，小学

校の教師と保護者も，

同じ資質・能力の「も

のさし」で子供の育ち

の姿を捉えるようにな

り，本校園における学

校教育において育みた

い資質・能力が明確に

なった。 

○  幼稚園と小学校の教

師間で資質・能力の捉

えの共有が進み，資

質・能力の観点からの

育ちの姿がより明確に

なってきた。 

【今後の改善点】 

○  研究開発学校として

次期学習指導要領等の

改訂に資するため，幼

稚園教育要領が満３歳

の子供も対象であるこ

とを踏まえ，本校園の

５４の資質・能力の観

点から満３歳の育ちの

姿も把握していく。 

（30．神戸大学附属幼稚園） 
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○ 附属間・大学との連携（職員）５  

実施時期・回数 年間 主な対象 教師 

チーム研究の成果をカリキュラム編成に生かす 

【実施の方法・実施状況】 

①「個別の支援を要する幼児に対する保育のあり方」をテーマに，昨年度，実践・研究してきた「年

中（学年）チーム」の成果を，園内で共有するとともに，プレゼンテーションソフトにまとめ，本

園主催の公開講座や九附連の幼稚園部会の場で発表。これを，「パイロット研究」に位置付けた。 

②「年中（学年）チーム」には，専門性の高い大学教員をメインアドバイザーとして迎えるととも

に，附属特別支援学校からも指導者を招き，特別支援教育の園内研修とチームの保育実践に活用し

た。この成果は，支援を要する幼児の指導計画だけでなく，保育

のユニバーサルデザイン化を図り，環境構成と援助のあり方を見

直す「カリキュラムマネジメント」の大きな視点となった。 

③今年度，園内研究は，学年毎に3つの学年チームを編成し，大テー

マのもと，担任の課題や子供の実態に応じた研究テーマを設定さ

せ研究を進めている。１月の公開研でその成果を報告する。更

に，論文または書籍による報告を目指す。 

【実施後の効果】 

○教師の切実な課題は，日々の保育の中に存在している。そして教師は，その課題に向き合い克服へ

の努力を惜しまない。この当たり前の教師の姿勢とエネルギーをそのまま「研究」として昇華さ

せ，結実させ，汎化させようとするのが「チーム研究」である。実践や研究の成果が日々の保育に

直接生かせることから，教師の研究へのモチベーションは極めて高く，全員が主体的に研究に取り

組んでいる。 

○チーム研究のテーマは，教材研究，保育記録の取り方，環境の構

成と援助と多様であるが，全てがカリキュラムの編成や見直し，

保育力の向上に反映できるものである。 

○大学教員を「共同研究者」として迎えることで，「研究」として

のまとめ方の指導を仰ぐことができ，現場教師が「研究論文」を

書く力量を身に付けることができる。それが目に見える実績とし

て保育教師のキャリア形成に寄与することになる。 

【今後の改善点】 

○大学教員とのマッチングが最大のポイントである。幼児教育の専門家でなければならないというわ

けではない。広く教育に関わる専門分野から人材を募り，幼児教育に興味を持ち，現場に深く関わ

る「チーム研究」に面白さを感じていただける人材を配置できるかどうかに掛かっている。幼児教

育の重要性を広く訴えるためには，外部に共同研究者や協力者を求めることも可能だと考える。 

○「働き方改革」の推進と園内研究の両立を図り，本園の公益性と保育力の向上を担保できる「研究

のあり方」として試行した。教師の力量がカリキュラムの実行性を左右する。又，カリキュラム・

マネジメントは人材育成と両輪を成すため，研究主任の強力なマネジメント力が必要である。 

（47．大分大学教育学部附属幼稚園） 
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【幼小合同いももち作り】 

【中学生との花植え】 【学生・音楽読み聞かせ】 

○ 附属間・大学との連携（交流）１  

実施時期・回数 年間 主な対象 幼児，保護者，教師 

大学，附属小・中学校との連携 

【実施の方法・実施状況】 

 本園の附属学校園としての特色を生かし，大学，附属小・中学校と 

連携した取組の推進により，保育内容の充実を図るとともに，多様な 

方法により地域の教育財としての附属学校園の連携深化を図った。 

① ５歳児が附属小学校１年生・生活科の学習で，合同でジャガイモ 

 を植え，育て，収穫し，いももちを一緒に作って食べるという取組 

 を年間を通じて実施した。 

② 附属中学校の２年生が，幼児と一緒に遊んだり花を植えたりして 

 交流する機会を設けた。中学生

は家庭科「幼児の生活（と家族）」

の実践場面という位置づけで実

施した。 

③ 教育大学音楽分野の学生がボ

ランティアで幼児のための音楽

読み聞かせ会を企画し，保育の

時間に幼児が楽しめる演奏や読

み聞かせの会を実施した。 

④ 本園で特別な教育ニーズをもつ複数の幼児について，大学の特別支援教育分野の先生方と連携して

定期的に幼児や所属学級の保育観察や幼児・保護者との面談や相談，アセスメントを行ってきた。 

【実施後の効果】 

○ 地域の人々など自分の生活に関係の深いいろいろな人に親しみをもつという内容に関して，この取

組は継続することによって人間関係が深まり，共に楽しみ共感し合う体験をさせることができた。 

○ この取組について昨年度の保護者アンケートの結果，８９％の保護者が「効果的である」と回答し

ている。継続した取組で幼児が人と関わる楽しさを味わうなどの効果があったと推測する。 

○ 特別な教育ニーズをもつ幼児に関する大学の支援によって，幼児の対応に関する選択肢の広がりは

もとより，保護者のもつ困り感を和らげたり共感したりする貴重な機会になっている。 

【今後の改善点】 

○ 現状において，どの取組も教育課程に位置付けているが，取組による学びの成果がやや不明瞭と感

じる部分があった。一層教育効果を上げるため「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の視点で取

組を捉え直し，学びの成果の小学校への接続を記載するなど，教育課程の更なる改善を図る。 

○ 特別な教育ニーズをもつ幼児への対応は，他の幼児教育施設においても喫緊の課題であると考え

る。そこで，こうした取組を発信していくため，プライバシーに配慮しつつ他施設が参考にできる情

報発信の方法・在り方を打ち出していく。 

○ 保護者アンケートの項目に，附属学校園連携による効果の具体を問うものを加えて検証する。 

（1．北海道教育大学附属旭川幼稚園） 
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○ 附属間・大学との連携（交流）２  

実施時期・回数 年間 主な対象 教諭・保護者 

４校園交流事業 

【実施の方法・実施状況】 

① 今年度４月より４校園の研究部長が中心となり４校

園研究協議会を組織し，その中で研究大会などの交流

日常授業の交流，授業力向上セミナーの共催などが話

し合った。 

② 授業力向上セミナーの共催では，「21世紀型学力」の

育成をテーマに，今年度11月2日(金)に幼稚園と中学校

が中心となって行い小学校と特別支援学校が共同研究

者としてコメンテーターとして参加し，2月11日(土)に

は小学校と特別支援学校が中心となり，幼稚園と中学

校が共同研究者としてコメンテーターとして参加し実

施する。特に，幼稚園教育要領や新学習指導要領で触

れられている幼小接続だけではなく今回の共催にある

ように幼と中，小と特支とのつながりが今後重要とな

ってくると考え附属４校園の特徴を生かし，このよう

な組み合わせにしている。 

③ 北海道教育委員会との共催事業ということで，道南

の公立小中学校などに案内をするとともに，幼稚園の保護者にも参観の声かけを行っている。当日の

保育は情報端末を使った遊びの様子を公開した。年長の全ての保護者と附属小中学校・特別支援学校

の先生方の他，多くの公立学校の先生に来ていただく良い機会となった。 

【実施後の効果】 

○ 小中学校・大学の教員の方には，「幼稚園の保育を初めて見ることができた」「幼稚園の『遊び』

がわかった」などの意見をいただき，幼稚園教育についての理解を図ることができた。 

○ 通年で行っている「２１世紀型学力の育成」の一環として実施しており，それにより１２年間を

見通した情報活用能力育成カリキュラムの作成が行われた。 

◯ ipadやOZBOTなど，情報端末の使用に抵抗感がなく，失敗してもリセットできるといった安心感

から何事にもチャレンジしようとする場面が多く見られてきている。 

【今後の改善点】 

○ 幼小中特別支援学校連携の連携をさらに綿密にしつつ，函館独自のカリキュラム開発を進めて育

必要がある。 

○ ４校園の副校園長会も巻き込みながら，特別支援的要素を盛り込んだ１２年間を見通したカリキ

ュラム改善をしていく必要がある。 

（2．北海道教育大学附属函館幼稚園） 
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○ 附属間・大学との連携（交流）３  

実施時期・回数 年間・不定期 主な対象 教師・幼児・児童 

幼小連携の強化 

【実施の方法・実施状況】 

①  年長組担任（2名）と1年生担任(2名)が中心となり，幼小の連携の在り方や接続期カリキュラムの

作成を目標に，互いの理解を深めていくことを確認し合った。夏休

みまでに4回の協議を重ねた。その中で，小学校が入学までに必要な

考える能力と「修了までに育ってほしい姿」にギャップがないかを

確認したり，互いの理解を深める試みとして授業者交換授業を実施

してみることを決めたりした。また，他県の事例を参考にしながら，

富山大学附属幼稚園・小学校の接続期カリキュラム作成に迫った。 

②  (子供同士の交流)幼稚園の子供たちが行事のポスター掲示の依頼

に1年生の教室を訪ねたり，1年生のフェスティバルの遊びに招かれ

て一緒に遊んだりした。また，幼稚園の生活発表会での劇を観ても

らったり，1年生の音楽発表会の合唱を聴いたりした。新しい試みと

して給食交流も行った。幼稚園の子供たちにとって，小学校が身近

な場所となり，1年生は憧れの対象となった。特に12月以降の交流は

進学の楽しみが実感できた様子であった。 

③  （教師同士の交流）新しい試みとして，小学校教師が幼稚園で保

育を，幼稚園教師が小学校で算数の授業を実践した。互いの保育や

授業の中での配慮点を協議し合うことで，互いの子供の育ちに着目

し，理解を進めていくきっかけとなった。 

【実施後の効果】 

○ 子供たちは，回を重ねることで互い同士を少しずつ認識できるようになり，安心して関わり合え

るようになっていった。会話が生まれたり，思いやりの姿が見られるようになったりしていき，心

の成長が見られた。また，幼稚園の子供たちは小学校の教師に安心感をもてるようになっていき，

徐々に表情が和らぎ，進学への期待感を高めていった。 

○ 教師は保育や授業を通して，互いの校種の子供の育ちに気付き，理解しようとする姿勢が生まれ

た。指導案の検討に年少組・年中組担任も関わることで，新しい気付きやカリキュラム編成に必要

な内容検討にもつなげていくことができた。 

○ 保護者に対して，連携の状況を学年便りや学年懇談会を通して伝えることで，幼小連携の理解と

協力をさらに得ることができた。 

【今後の改善点】 

○ これから実際に幼小連携に関わるカリキュラムの実践・評価から改善を進めていく。 

○ 今年度できた接続カリキュラム試案を基に，今後も幼小の連携活動が持続していくように，互い

に努力していく必要がある。互いの理解を深めていくための試みを，いろいろな視点から進め，内

容を深めていくことが大切である。 

（18．富山大学人間発達科学部附属幼稚園） 
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○ 附属間・大学との連携（交流）４  

実施時期・回数 ５月・１回 主な対象 幼児，教師，大学教諭 

専門機関との連携（大学教員） 

【実施の方法・実施状況】 

5月の保育参加の機会に愛知教育大学保健体育講座の先生を講師として招き，隣接する小学校の体

育館で学年ごとに親子で体を動かして遊ぶ機会をつくった。 

・ 大学教員の指導のもと回転運動につながる準備運動を親子でした後，マットが敷き詰められた体

育館全体を使ってマット遊びのサーキットをした。 

・ リズミカルなBGMが流れ，自由感あふれる雰囲気の中，親子でマットで回転，舞台へのかけ上が

り，高いところからの回転，ロープぶら下がり，鉄棒などを親子で繰り返し楽しんだ。 

・ マットでの回転では前転，鉛筆転がり，後ろ回りなど自分のやってみたい回り方でそれぞれに遊

び，全てのコーナーで動きを限定せずに自分のしたい動きにチャレンジした。  

・ 幼児には難しいだろうと思われる体の動きも喜んで取り組み，繰り返し遊ぶうちに動きがダイナ 

ミックになり，短時間で目に見えてできるようになっていった。幼児自身もできるようになるうれ 

しさを感じ「次はこうしてみたい」と目を輝かせて挑戦する姿が見られた。 

【実施後の効果】 

〇“やってみたらできた”といううれしさから，幼稚園でも進んで体を動か

して遊ぼうとするようになった。サーキットのコースを取り入れ，多様な

動きを楽しめるような環境を意識してつくるようにした。 

〇 保護者アンケートからは「運動ができないという苦手意識は，運動経験

が少ないだけであるという大学の先生の話が印象に残った。経験をすることとほめることを大事に

していきたい。」などの意見があり，家庭への体遊びに対する意識変化につながった。 

〇 体育教員の指導から，教師自身もたくさんの気付きや学びがあった。“繰り返し取り組むことの大

切さ”“一つの動きに限定せずに子供自身がいろいろな動きを試していくこと”“ちょっと難しいこ

とへの挑戦”“思わずやってみたくなるような環境”などの要素をその後の保育に取り入れた。 

〇 体を動かして遊ぶ幼児の姿から心の成長を見取り，教育課程を見直し改善した。(教育課程網掛部) 

○ 実施後，大学教員が幼稚園の様子を時々見に来てくれるようになり，幼児や幼稚園教諭との交流の 

機会が増えた。運動遊びの指導のポイントや環境の作り方について助言を求めやすくなった。 

【今後の改善点】 

〇 幼児が遊びの中でどのように体を動かしているのか，捉える目をもつことが，適切な援助や環境

づくりに生きると思われるので，大学教員から体の動きや運動についての専門知識を学び，幼児が

多様な動きを経験できるようにする。 

（24．愛知教育大学附属幼稚園） 
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○ 附属間・大学との連携（交流）５  

実施時期・回数 年間を通して 主な対象 教師 

幼小接続・異校種交流の取組 
【実施の方法・実施状況】 

① 「幼小接続部会」による研究推進 

研究組織に「幼小接続部会」を位置づけ，幼稚園教諭全員と

小学校1・2年生の担任教諭で組織し，互いの授業・保育の参観

やカンファレンス，協議等を通して，幼児理解を深めている。 

例えば，小学校入学後まもなくの時期に幼稚園教諭が1年生の

授業の様子や給食の様子を参観し，気付きを伝えたり，その

後，1年生担任が幼稚園での保育の様子を参観したりするなど，時間を見つけて子供の様子を参観

し，互いの立場から気付きを交流して実践に生かしている。部会を開いて協議することに加えて，

幼小接続部会内でのグループメールを利用して，気付きや感想・考えなどを即時に発信し，交流・

共有する方法も取り入れている。 

② 交流活動の実施 

   1 年生と幼稚園年長組，4 年生と年長組，8 年生（中１）と年中 

  組の交流や，幼小中合同運動会での幼稚園児と中学生が手をつな 

 いでの入場行進，8 年生が考えた 4 年生・8 年生・幼稚園児(年中・ 

年長)によるダンス『おにいさん おねえさんといっしょ』などを 

幼・小・中のカリキュラムに位置づけ，計画的に実践している。 

③ 三原版 幼小接続カリキュラムの充実 

 幼小接続部会を中心に幼小接続カリキュラムを作成し，実践しながら改善し，充実を図ってい

る。研究開発指定に伴い，研究開発[光輝（かがやき）]の視点を生かした接続カリキュラムを構想

し，作成に取りかかっているところである。 

【実施後の効果】 

○ 幼稚園教諭と小学校担任とが，子供の姿をもとに話し合い，発達段階に応じた働きかけや環境 

構成の大切さなどについて，具体的に学び合うことができている。また，幼稚園・小学校の状況を

知ることにより相互理解が深まるとともに，子供の発達の連続性を再認識し，日々の実践に生かす

ことができている。気付きのやり取りの一部を以下に示す。 

幼⇒小へ：A児が自分の思いを伝えきれず戸惑っている様子を伝え，幼稚園時の状況を話した。 

     幼稚園で服をたたむ時の様子を伝え，給食のエプロンを無造作に丸めて袋に入れてい 

る様子は，たたむ場所がないためではないかと伝え，改善策をともに検討した。 

 小⇒幼へ：園児が片づける様子を見て，自分たちでどんどん動く姿に驚いた。やれる力を持って 

いることを実感し，この力を小学校に繋げてどう生かすかを考える必要性を感じた.。 

○ 様々な交流活動により，幼・小・中のそれぞれの子供たちに，やさしさや憧れの気持ちが育ち，親

密な関係ができ，学校園で共に育つという心情が育っている。 

【今後の改善点】 

○ 幼小接続や交流活動の意義を踏まえ，子供の実態に沿って柔軟に計画・実践を進めていく。 

（37．広島大学附属三原幼稚園） 

  

＜幼稚園教諭による 1 年生の参観＞ 

＜おにいさんおねえさんといっしょ＞ 
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○ 附属間・大学との連携（交流）６  

実施時期・回数 12月 年１回 主な対象 園児・附属特別支援学校高等部 

餅つき 

【実施の方法・実施状況】 

12月に行う餅つきに，園から車で20分ほど離れたところにある附属特別支援学校の高等部1年生に

来てもらい，一緒に餅つきをし，餅を一緒に食べた後，サッカーや鬼ごっこなどをし，交流してい

る。 

餅つきでは，2臼のうちの1臼を附属特別支援学校の高等部1年生にほぼ仕上げまで搗いてもらい

（もう1臼は保護者），その続きを附属幼稚園の園児が搗いている。特別支援学校の生徒が餅を搗く

ときには，園児も一緒に掛け声をかけたり，力強い搗き方に見入ったりし，搗きあがると「ありが

とう」とお礼を言うようにしている。一昨年度までは親子行事だったが，昨年度から園児のみとの

交流とし，園児が心ゆくまで何度でも搗くことができるようにした。その後，できあがった餅を園

児と特別支援学校の生徒と一緒に園庭で，あんこや黄粉，のり，醤油等と一緒に食べている。 

【実施後の効果】 

○附属特別支援学校は，大学の敷地内にあり，附属幼稚園とは離れている（車で20分程度）。そのた

め，日頃は交流する機会がほとんどなく，隣接する附属小中学校との交流が多くなる。年に1回，附

属特別支援学校・小学校・中学校・幼稚園の園児児童生徒と保護者，教員で行っている「附属まつ

り」でも交流をしているが，ステージ発表を見ることが中心で，身近に接しての交流はできていな

かった。餅つきに特別支援学校の生徒に来てもらい，手伝ってもらうことで，特別支援学校の生徒

の得意とする餅つきの様子を見たり，一緒に食べたり，サッカーや鬼ごっこをすることで，特別支

援学校の生徒への親しみや理解，交流が深まったと思われる。 

【今後の改善点】 

○餅つきを一緒にしたり，餅を一緒に食べたり，遊んだりすることを通して，特別な支援を要する子

供への親しみは少しずつ感じるようになっているが，そういう子供の特性を理解したり，ふさわし

い接し方を知ったりすることが，まだ充分ではないと思われる。附属小学校・中学校には特別支援

学級がなく，日頃，特別な支援を要する子供とかかわることがないため，このような機会を増やし

たり，子供たちにわかるように話をしたりして，理解がより進むようにしたい。 

（42．高知大学教育学部附属幼稚園） 
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○ 附属間・大学との連携（交流）７  

実施時期・回数 年間 主な対象 幼児・児童・生徒 

幼小連携・幼中連携 

【実施の方法・実施状況】 

①教師間の交流 

 ・第1回幼小引継ぎ(4月)  ・第2回幼小引継ぎ(6月) 

 ・第3回幼小連絡会(8月) 

 ・附小職員の幼稚園教育研究協議会への参加(10月) 

・それぞれの教育活動の参観(11月) 

 ・附幼職員の小学校研究発表会への参加(2月) 

・第4回幼小連絡会(2月)  ・引継ぎ(3月) 

②子供間の交流 

 ・小学校生活科授業への参加①(7月) 

・小学校夏休み作品展見学(9月)  ・給食試食会(10月)     【小学生との交流】 

 ・小学校生活科授業への参加②(10月)  ・中学3年生との遊びの交流(11月) 

・小学校縄跳び大会の見学(2月)  ・小学校生活科授業への参加③(2月)  ・小学校参観(2月) 

③保護者の交流 

 ・小学校栄養教諭による講話(10月)  ・小学校教諭による入学前の準備についての講話(1月) 

【給食試食会】              【中学生との交流】 

【実施後の効果】 

○園児が小学校への抵抗感を失くすとともに，小学校への憧れを抱き，入学を楽しみにするようにな

る(小1プロブレムの解消)。保護者が，小学校入学に関しての不安がやわらいだ。 

○園児が初対面の様々な人々(小中学生)と関わることで「(5)社会生活とのかかわり」や「(9)言葉によ

る伝え合い」「(10)豊かな感性」が育っていった。 

○教師がお互いの教育目標や教育方法の違いを理解することができた。 

【今後の改善点】 

○本園のある地域の人々や，近隣の幼稚園や公立の小学校との連携には至っていない。 

○異校種間交流による園児への効果を科学的に検証する必要がある。 

（45．長崎大学教育学部附属幼稚園） 
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○ 現職教員研修１  

実施時期・回数 １回 主な対象 
小学校教師， 
幼児教育関係者 

小学校教育研究会での保育提案 

【実施の方法・実施状況】 

① 「幼小接続」を考えるに当たり小学校の先生方に幼稚園の保

育について広く知ってもらい，本園の保育をより良い内容に

改善できる機会を作ろうと，弘前市小学校生活科・総合的な学

習教育研究会の一日研修会と共催で本園の研究保育を行っ

た。 

② 弘前市内の小学校教員３２名，県内幼稚園教員７名，県教

育委員会弘前市教育委員会３名，幼児

教育に携わる大学関係者１０名の参加

があり，活発な意見交換が行われた。 

③ 提案した保育での子供の様子を共有

するために，写真を基に参観シートを

作成してもらい，具体的な子供の姿や

遊びを通した話し合いになるように配

慮した。 

④ 本園の研究や事例についての発表や講師の指導助言の中に「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」を提示し，話し合いの視点を明確にして，より深まった協議になるよう工夫した。 

【実施後の効果】 

○ 小学校の先生方に実際の保育を見てもらい，「好きな遊びの時

間」の中での環境構成や教師の援助について膝を交えて話し合う

ことができたことが良かった。 

○ 同じ遊びを見ても，小学校教員の捉え方と幼稚園教員の捉え方

があり，意見交流する中で本園の教職員の視野がより広がった。 

○ 当日の感想から 

 ・講師の助言で「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」があることを知り，年長児の育ちについ

ての理解が深まった。 

 ・幼児教育の一人一人に対するきめ細やかな援助に対する考え方が大変参考になった。 

 ・まずは幼稚園での育ちを知ることが大事だと思った。など 

【今後の改善点】 

○ 小学校の先生方からの感想を精査し，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」をもう一度学び直

し，教育課程の編成に生かしていきたい。 

○ 今後も「幼小接続」について小学校へ提案し続けるために，本園を含め幼稚園の保育実践を広く

情報公開し，また継続的に一緒に学び合う機会を作り続けていくことが大切であると考える。 

（3．弘前大学教育学部附属幼稚園） 
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○ 現職教員研修２  

実施時期・回数 5月，6月，11月，2月 主な対象 教師，学生，公開研究会参加者 

教員研修 

【実施の方法・実施状況】 

①  公開研究会や園内研究保育で行う保育の振り返りが，保育を行

った教員にとっても参観した教員にとっても学びが得られるよう

にするために，保育を参観する際に使用するワークシート及び振

り返りの仕方を工夫した。具体的には，保育参観後の振り返りで

協議する視点を示し，参加者が保育参観後の協議の流れに沿って

視点をもち，思考しながら保育を参観できるようにワークシート

を工夫した。 

②  協議する視点は，保育した教員や本園のカリキュラムマネジメ

ントにも生かせるように，指導案に記載されているねらいに応じ

て良かった環境の構成・教師の援助，明日の保育に向けてさらに

こうした方が良いと思う環境の構成・教師の援助とした。 

③  保育後の協議においては，参観者が各々ワークシートに書い

たものを付箋に書き，模造紙にワークシートと同じ構成で貼り

付けていく。同じ内容のものを集め，キーワードでまとめるよ

うにした。【写真１】 

④  上記のやり方を公開研究会においても取り入れた。その際午

後の年齢別分科会で4～5人のグループを作り，話し合いなが

ら自分の考えを述べながら付箋を貼り，グループでその日の保

育参観で考えたことをまとめ，その後，他のグループのまとめ

も見たり，話を聞いたりして学びを深めた。 

良かった 

環境の構成 

明日の 

環境の構成 

良かった 

教師の援助 

明日の 

教師の援助 

【実施後の効果】 

○保育を計画する際に，幼児の姿，ねらい，内容，環境構成の関連性や教育課程，指導計画，週案，

日案という流れを意識し，目の前の幼児の育ちや経験内容をどう捉え，何をどのように学ぶことを

目指すのか，また，そのためにはどのような環境の構成や教師の援助が有効であるかを総合的に考

えて指導案を作成するという意識が強くなった。 

○公開研究会におけるアンケートで「年齢別分科会は参考になったか」の問いに「参考になった」と

の答えが100パーセントであり，80パーセントの参加者が参考になった点について「幼児理解」と

「環境の構成・教師の援助」という項目をあげていた。 

○その後，資質・能力を視点にして研究保育をし，同じようにワークシートから付箋，そして模造紙

でまとめるなど，教師一人一人の考え方を見える化し，まとめることで新たな学びを得ることがで

きた。 

【今後の改善点】 

○この方法を日々の保育の記録に取り入れ，明日の保育計画に生かしていき，その記録を蓄積して，

指導計画などへの見直し・改善につなげる。 その際，意識的に10の姿の視点も入れていきたい。 

（19．金沢大学人間社会学域学校教育学類附属幼稚園） 

  

【ワークシート】 

【写真１】 
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○ 現職教員研修３  

実施時期・回数 随時 主な対象 教師 

教員研修会 

【実施の方法・実施状況】 

① 園内研修会 １学期には各クラスごとに行い，他クラス教員は自分の課題だと思う時間（遊びの時

間，給食の時間，降園時など）に参観し，保育後，幼児が主体的に生活するための環境構成や教師

の援助について話し合う。２学期は全クラス同時に行い，大学教員から指導助言してもらう。園内

研修会前には，幼児の姿や保育案について話し合い，保育後には実際の幼児の姿から，教育課程の

見直しを行う。この園内研修会の事前事後の話し合いを大切にしている。 

② 研究協力員会議 本園の研究に大学教員，公私立幼稚園，こども園，保育所，小学校の教員に協力

いただいている。年間３回程度，本園の研究について一緒に学び合ったり，意見を交換したりする

機会を設けている。 

③ 保育力ステップアップ研修会 年間２～３回，各教員が学びたい課題を設定し，地域の幼児教育関

係者と一緒に学び合う。１回で終わるのではなく，話し合った内容を

各園に持ち帰り実践し，その結果を２回目に持ち寄り，再度研修を行

う。 

④ 共同研究集会 近隣の学校（小学校・中学校・高等学校・特別支援学

校）と一緒に，主体性について研究を進めた。また，互いの教育内容

をポスターにまとめ，ポスターセッションを行った。本園は研究や行

事の取組についてドキュメンテーションにまとめ発表した。 

 

【実施後の効果】 

○園内研修会では新しい教員が着任したり，新しいクラスを担当する中で，悩んだり課題だと感じて

いる場面を見合うことで，各教員が自分の保育を見直す機会となった。また，話し合いの中で，幼

児の姿の読み取り方や幼児理解について研鑽を積むことができた。１学期にこのような機会を多く

もつことは，園の目指す子供像を共通理解することにもつながったと感じる。 

○研究協力員会議ではいろいろな校種や施設の教員と一緒に研究を進めることで，違った立場からの

意見をもらえ，保育をする上での視野が広がったり，教育課程が社会に開かれていくことにつなが

ったと感じる。 

○「保育力ステップアップ研修会」では他の幼児教育関係者と一緒に学ぶことで，他園の取り組みを

知る機会となったり，保育を見直すきっかけとなったりした。１回で終わる研修ではなく継続する

ことにより，研修内容を実践し，評価，改善することにつながった。ま

た，この研修会を各担任がファシリテーターとして進めることにより，教

員の意識が高まり，ミドルリーダーが育つことにつながったと感じる。 

○他校種と一緒に行った研修会では，本園の研究内容や行事の取組を発表し

たが，ポスターをつくる過程が保育を見直す機会となった。また，他校種

の発表を見ることにより，先を見通した教育課程についても考える機会と

なった。 

【今後の改善点】 

○園内研修会は他の行事との関係上，互いの保育を見合うのが各クラス１回ずつとなってしまった。

２学期，３学期にもこのような機会を設けられるよう，年間計画を見直したい。 

○自園だけでなく他園，他校種の教員とも一緒に研修をすることは，教員の視野を広げ，保育の質を

向上していくためにも有効であると考える。幼児教育施設が多様化する中，さらに他施設の教員や

小学校以降の教員とも一緒に学び合う必要を感じる。 

○教員研修については学校教育関係者と行うことが多くなってしまったが，次年度は地域の方や異業

種の方とも一緒に行う研修を模索していきたい。 

（28．大阪教育大学附属幼稚園） 
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○ 現職教員研修４  

実施時期・回数 年数回 主な対象 教師 

県教育委員会との連携・教職員の研修 

【実施の方法・実施状況】 

① 年度当初に県教育委員会及び福祉保健部が募集する「幼保一体化に 

向けた幼児教育・保育相互理解研修事業」で研修生の受け入れを希望             

し，受入の条件として受入可能日と受入可能時間，受入可能人数を申            し

出る。 

② 県の受入決定通知書に基づき，研修計画を立てる。 

③ 教職員で当日の保育のねらいや環境について話し合う。 

④ 研修を実施する。（オリエンテーション・保育参加・説明・協議） 

⑤ 教職員で研修の様子，参加者の感想等を共有する。 

⑥ 研修受入施設として，研修実施結果報告を県へ提出する。 

⑦ 年度末に，参加者から研修実施結果が届く。 

⑧ その結果を共有し，振り返りと次年度の受入について協議をする。 

【実施後の効果】 

○ 保育参観ではなく保育参加型の研修のため，担任は，その場で参加者からの質問に答えたり，環

境の構成の工夫などについても説明することもあり，保育のねらいや援助の方向をきちんと持って

いないと対応できない。そのため，保育の振り返りや環境の構成にいつも以上に向き合うことにな

り，結果的に保育の充実，指導力の向上につながっている。 

○ 研究主任を中心に，園の教育方針やカリキュラムの特色，研究実践について，参加者に分かりや

すく説明するため，プレゼンテーションとしてまとめたり資料を作成したりすることが，これまで

の保育や研究の振り返りをすることにもつながっている。 

○ 協議の中で，既存の研究紀要やリーフレット，パワーポイントなども活用した。県内の他園の幼

稚園や保育所には継続した研究成果物がないことが多い現状から，いかに本園の教育を可視化する

か，今後の情報発信，成果発信の充実に向けて振り返る機会となっている。 

○ 参加者からの感想や質問は評価でもあるととらえ，教師の保育改善につながる意識が高まる。 

【今後の改善点】 

○ 現在は，研究主任と副園長が説明や協議に参加している。研究主任だけでなく，他の教員も説明

する役を順番に担当すると，自園の実践や研究についてより深く理解することができるとともに，

プレゼンテーション能力も高まると思われる。 

○ 研修を受け入れることが，保育実践の振り返りや環境の構成，教師の援助の見直しなどに，さら

には指導計画や教育課程の改善につながるよう，研修の進め方・内容を工夫していきたい。 

○ 本園では，事例の研修以外にも，新規採用幼稚園等教員研修など県教育委員会が主催する研修を

積極的に受け入れ，取組や研究実践を発表する場としている。今後は，小学校教員や管理職等の研

修の場として本園を活用してもらえるよう，県教育委員会に働きかけたい。 

（33．鳥取大学附属幼稚園） 
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○ 現職教員研修５  

実施時期・回数 年３回 主な対象 保育者・地域の保育者 

保育について語ろうデー 

【実施の方法・実施状況】 

① 普段通りの子供の姿や遊びの様子が公開できるように，20名程度 

の参観者へ，保育（午前）を公開する。 
 

② 保育終了後，参観者に，心に残った場面や疑問に残った場面，自園 

と異なっていると感じる場面や話し合いたい場面と，その理由を付箋 

に記入してもらい，ホワイトボードに示す。本園の職員は，焦点を絞 

って保育説明を行ったり，ニーズに合った討議の柱を決めたりできる 

ように付箋の内容を把握しておく。 
 

③ 互いの子供観や園の保育観を交流し合いながら，幼児期にふさわ 

しい生活づくりへの考えを深める討議をする。 
 

④ 参観者には，振り返りア 

 ンケートとともに，半年後， 

 自分の保育で変容したこと 

 等の追跡調査を行う。 

 

⑤ 園内では，討議にのった 

 場面や姿について，再度議 

 論し，自分たちの保育によ 

って子供たちに何が育っているのかを捉え直したり，私たちにできるさらなる関わりを追求したり

する。 

【実施後の効果】 

○参観者アンケートより 

・ 附属幼稚園の先生方は禁止をしたことがあるのかなと思った。保育のねらいや意図がきちんとある

ので，自信をもってかかわっていると思った。 

・ 附属幼稚園の先生方はそれぞれ少しずつ考えは違っているけれど，同じ方向に向いている感じがし

た。そして，何より子供のたちの姿や思い，ありのままの表現を，保育者全員が楽しんでいた。 

○本園の保育者の振り返りより 

・ 本園の保育や子供たちの姿の面白さを改めて感じ，大切にする保育をしたいと思った。 

・ 他園の保育者の評価から，保育に自信や意欲が生まれ，本気で遊ぶことや今を大切にすることに  

つながっている。 

・ 他園の現状と比較することで，本園の特徴が分かった。討議や討議後の園内での振り返りの中で，

何を大切にしているか，全職員が自分の言葉で説明し共通理解する機会があったことがよかった。 

 

【今後の改善点】 

○ 子供が，今楽しみたいと思っていることや楽しんでいることを制限することなく，よりよい方向

へ広げていく保育の具現化。  

○ そのような保育への転換の重要性を地域に発信していくこと。 

（40．香川大学教育学部附属幼稚園） 
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○ 子育て支援１  

実施時期・回数 不定期・2回実施 主な対象 保護者 

保護者懇談会『ホットモタイム』の新規実施 

【実施の方法・実施状況】 

① 副園長と有志保護者が「子どもの家」という園庭内

の建物内，和室に集い約1時間の懇話会を新たに実

施した。『ホットモタイム』の名称は，“保育を共
．

に”“ホット
．．．

に語り合う友
．
”等の思いを込めて命名

したものである。 

② 実施日当日朝に登園口に掲   

示案内し，不定期で開催。話題は「入園前，2歳の子育て」とし，参加対象   

は「3歳児学級の保護者」または「2歳児の弟妹の子育て中の保護者」の中 

で，先着10名程度とした。弟妹の同伴は自由。３歳児保護者が7･8人，２ 

歳児子育て中の保護者が2･3人，同伴の弟妹は5･6名が参加した。 

③ 大人向け絵本読み聞かせから始め，2歳の子育てはどんなだったか，2歳  

の頃の好きなモノ･ヒト･コトは何，どんな悩みがあり，誰に相談していた 

か，の３つの視点で話してもらった。 

【実施後の効果】 

○研究開発学校の取組で，入園前の子供の育ちの実態を踏まえた教育課程改善に取り組むことを伝

え，協力をお願いした。幼稚園の研究に貢献できるという保護者自身の自己有用観と，幼稚園が保

護者の話を聞く時間を設ける子育てサポートと，園と保護者が互恵的に連携する時間となった。 

○導入に大人向け絵本の読み聞かせをしたことで，心が動き，自分から話しをしやすい雰囲気ができ

た。また，入園以前の子育てについて語るというテーマ設定だったことで，現在の悩みを語るより

も率直に話しやすく，話しているうちに現在の子供の育ちに気がつくという効果があったようだっ

た。 

○10人程度の人数は輪になって話がしやすく，1時間でも充分に話しができた。また懇話会を終わって

からも，話しが自然に続く雰囲気になっていた。園庭の片隅にある「子どもの家」は子供たちが遊

ぶ声が聞こえつつ，参加した弟妹も一緒に落ち着いていられる空間で，設定する環境も重要だと確

認できた。 

【今後の改善点】 

○研究開発学校の取組の一つとして，2歳児の子育てについてのアンケート実施を予定している。記録

をしっかりと残し，懇話会の内容を踏まえてアンケート作成を進めていく。 

○教育課程や保育計画の柔軟な運営方針に則り，懇話会も当日勧誘で実施してみた。「参加しなくちゃ

いけない？」「参加した方がいい？」から，「今日は可能だから参加してみよう」「この次は行ってみ

ようか」というように，保護者の主体性を尊重した緩やかな参加を継続し，新たな家庭との連携体

制を築いていきたい。 

（15．お茶の水女子大学附属幼稚園） 

  

保護者との連携 
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○ 情報共有（個人）１  

実施時期・回数 年３回（学期毎） 主な対象 教師，保護者 

「ポートフォリオ」（個人用） 
【実施の方法・実施状況】 

本園では，個の「遊び」を見つめ，その多

様な育ちのあり方を実際の記録で説明する

ために，右図のものを作成している。本園で

は，これを「ポートフォリオ」と呼んでいる。 

 

①  子供たちの園での様子を分かりやすく

伝えるため，学期毎に写真と文章で構成

した個の遊びの記録をA4１枚にフルカ

ラーで発行している。 

 

②  保護者に伝わりやすいように，写真に

どんな遊びをしているところかを明記し

たり，その時の様子や子供の発言などを簡単に説明したりして，保護者が楽しく見ることができる

ように工夫している。 

 

③  遊びの様子は月毎に時系列で掲載し，子供の遊びがどのように繋がっていったか，また，どのよ

うに広がっていったかが捉えやすくしている。さらに，年間を通して見比べることによって子供の

遊びの変化が分かるように写真の説明などの文章も工夫を行っている。 

【実施後の効果】 

○ 配布した時の保護者からの反響は大きく，我が子の園での様子がよく分かると担任へ連絡があ

り，楽しみにされている。 

○ 子供から聞くだけでは分からなかった遊びや園生活の様子が，写真をみることで分かるので，そ

の後の担任との話題や親子での話題に繋がっている。 

○ 同じ遊びでも発展していることが写真や文章を通してわかり，子供たちの成長の様子を捉えやす

くなった。 

○ 学期毎の「ポートフォリオ」を見比べることによって，遊びの発展や友人関係の広がりなど，多

様な育ちの様子が捉えやすい。 

○ 教師側も，「ポートフォリオ」を作成することで子供の様子を振り返り，子供の遊びや育ちを整理

して捉え，その後のかかわり方に生かしやすくなった。 

○ 年長児は，進学先の小学校との引き継ぎの資料としての活用もできる。 

【今後の改善点】 

○ 現段階では，子供のありのままの姿を伝えることにしているが，今後は「幼児期の終わりまでに育

ってほしい姿」をより意識して，「ポートフォリオ」を作成していきたい。 

○ これまでは，担任が保護者に伝えるという意図で作成していたが，今後はそれぞれの学年で見せ

合うなどして，教師間で子供の様子を共有できるようにしたい。 

（44．佐賀大学教育学部附属幼稚園） 
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○ 情報発信１  

実施時期・回数 通年・毎日 主な対象 保護者・地域・保育者・教育関係者 

ＳＮＳを活用した幼児教育の発信 
【実施の方法・実施状況】 

① ねらい：共働き世帯の増加等，本園及び地域の実態に即応するため，「見える化」を核に，ＳＮＳ

（facebook）を活用する取組を行う。業務改善も視野に入れ，ねらいを構造化し，園組織マネジメ

ントとカリキュラム・マネジメントを絡め，組織的・計画的に教育活動の質向上を図る。  

○ 保護者への発信  子供の成長の共有，教育内容の理解推進，園の努力等のアピール 

○ 地域への発信   幼児教育の理解推進，情報提供 

○ 教員の発信力向上 子供の姿の意味付け・マネジメントの方向性共有 

○ 大学・附属学校への発信  幼児期の学びの捉え共有，発達段階への理解推進 

○ 教育関係者への発信    全国の幼児教育関係者と情報共有，成果の発信，意見交換 

② 具体的な方法：誰が（主に副園長及び担任），いつ（可能な限り毎日），どのように（日々の保育の

中で，子供の心の揺れ動きや教育の意図がわかるような写真を撮影。個人情報への配慮を吟味

し，投稿写真を選定。タイトル，子供のつぶやきや反応，教員の意図や支援，エピソードへの意

味付け等を短い文で記載。） 

② 実施状況：投稿数は，３か月で165。１日平均1.8投稿（週休日も含む）。写真，動画，スライドシ

ョー等，視覚的な効果を生かし，子供の姿で教育活動の意味を分かりやすく発信している。 

【実施後の効果】 

○３ケ月でリーチ数約４万，エンゲージメント率は徐々に高くなり，11月平均38％となっている。 

○facebookの投稿は，ホームページにも同時に掲載され，全ての保護者及び家族が園の教育活動の様

子を知ることができる。即日発信ができるため，今日の活動の様子を全ての保護者に提供でき，継

続が「信頼と理解の蓄積」となる効果を実感している。 

○子育て広場の開放等，地域への貢献・家庭教育支援をねらいとした取組を地域に広く紹介できる。

様々な地域の方々も園の情報を得て，来園することが増加している。 

○経験値の異なる教員の集団が力を合わせるには，マネジメントの方向性を共有することが重要であ

る。他者の投稿を見たり自分が作成したりしながら，子供の姿の意味付けを習慣化し，実践記録を

手軽に，継続して行うことができる。学年便りの子供の姿紹介をSNSに移行する予定である。 

【今後の改善点】 

○ＳＮＳを活用することで，全国の教育・保育関係者とのつながりもできてきている。県内外の園経

営者，保育教諭養成の指導者等，幼児教育に携わる様々な立場の方からの反応が増えた。広く幼児

教育に貢献する方策として，今後の展開の可能性を検討したい。 

○教育活動の質向上には，大学・附属学校との連携，研究の深まりが重要である。附属学校間で一貫

した教育を展開するために，教員同士・大学が子供の姿を核とした相互理解と新たな展開を図り続

けることが重要である。「手軽さ・分かりやすさの広がりから，学びの深まり・高まりへ」とつなぐ

方策を考え，実行していきたい。 

○３ケ月実践し，一般的に危惧されるような個人情報上の問題はなく，保護者の反応も大変良好であ

る。見る側の反応が即時にフィードバックされ，内容や発信方法の改善も行いやすい。配慮と創意

工夫のバランスを図りながら，カリキュラム・マネジメントの活性化に生かしたい。 

（20．福井大学教育学部附属幼稚園） 
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○ 情報発信２  

実施時期・回数 週４回 主な対象 保護者・教職員 

ホームページにおける幼稚園の様子の発信 
【実施の方法・実施状況】 

①  子供たちの日々の様子を写真と文で発信し，園での育ちや活動の意義，遊びの見方等について保

護者に伝え，共通理解を図る。 

・週に３回～４回のペースでの更新に努める。 

・新着情報が一目で分かるようにトップページに見出しを示すようにする。 

・記事は学年が偏らないよう，また写真も同じ幼児に偏らないようにする。 

・肖像権や個人情報の観点からも掲載内容を検討する。 

②  幼児教育への理解が深まるよう心掛ける。 

【記述する際に気を付けている視点】 

・遊びから見取った子供たちの育ち   

・要領に示されている１０の姿の具体の姿 

・これまでの遊びからの変容や成長の様子 

・園としての思いや成長への願い 

・発達段階に即した育ち 

 

【実施後の効果】 

○ 園評価の記述欄に，「行事の意義が子供の姿を通してよく分かった，タイムリーな発信で親子の会

話の糸口にもなっている，日常の姿の中に子供の成長があるということが分かった」など，園の様

子がよく分かり子供の成長の理解につながるという保護者からの声が多く聞かれるようになった。 

○ 県外に住んでいる祖父母なども，ホームページにより子供たちの園での成長や様子を知ることにつ

ながっている。 

○ 就園の際の園選択において，手がかりの一つとなっている。 

○ 発信することで，教師自身の保育の振り返りにもつながっている。 

・子供の姿の見取りや活動への意味づけのより一層の意識化 

  ・幼児期の終わりまでに育てたい１０の姿につながる子供の様態への意識化 

【今後の改善点】 

○ 一つ一つの活動が点で終わらないよう，点から線へ，そして面へと子供たちの活動や成長が続い

ていることを意識するとともに，表し方についても工夫していく必要がある。 

○ ホームページへのアクセス数は確実に増えているが，すべての保護者に説明責任を果たしている

とはいえない。より多様な情報発信の方法を考えていく必要がある。 

○ より質の高い保育につながっていくよう，子供の見取りや活動の意味付けについて教職員間で協

議し，見取りの力を高めていけるよう研修と連動させていく取組について考えていきたい。 

○ 年度当初に教職員間でホームページの位置付けについて共通理解を図るとともにどの教職員も情

報発信ができるよう，スキルの向上に向けた研修の時間も設定していきたい 

（41．愛媛大学教育学部附属幼稚園） 

  

《トップページ：新着情報の欄の新設 》 
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○ 情報発信３  

実施時期・回数 １１月・２月 ２回 主な対象 教師，保育士等，保護者 

掲示資料 

【実施の方法・実施状況】 

① 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の

「思考力の芽生え」「言葉による伝え合い」

の視点にしぼった遊びの取り出しを行い，写

真で掲示した。１枚の写真から捉えたものも

時間を追って子供の姿や人との関わりの変容

を複数枚の写真で捉えたものもある。 

② 公開研究会参観者や保護者に遊びや遊びの中で子供たちの気付いたことや考えたことを分かりやす

く伝えるため，遊びの名前や子供のつぶやき，子供同士の会話などを吹き出しで挿入した。 

【実施後の効果】 

○ 公開研究会参観者や保護者にも資料を提示したことは，

視点に基づいた子供の姿や学びについての理解を進めるこ

とにつながっている。遊びの中の子供の学びの捉えを公開

研究会参観者や保護者に提案できたと思われる。 

○ 公開研究会参観者や保護者に，子供の育ちを点で見るの

ではなく，様々な遊びや人との関わりを通してつながりを

もって見る視点を与えた。 

○ 教師は，視点にしぼって子供の姿を取り出すことで子供の遊びや人との関わり，遊びの中の学びを

捉える視点をもつことができた。視点をもち子供の姿や教師の援助を振り返ることで，今後の援助や

環境の構成を考えることができた。 

【今後の改善点】 

○ 今回は，2つの視点にしぼって掲示資料を作成した。今後，別の視点でも同じような掲示資料を作

成することで，子供の学びを10の姿から捉えていきたい。視点をもって子供の学びを見取ることで，

保育の振り返りを行い，評価を通して保育の改善，教育課程の再編に生かしていきたい。 

○ 子供の姿からの学びの見取りを共通したものにするために，保育研修会等において写真をもとに，

子供の学びや育ちを全職員で検討にしていく。そのことで，子供への理解を深め，教師の援助の在り

方についても共通した考えをもつことができると考える。 

（48．宮崎大学教育学部附属幼稚園） 
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○ 情報発信４  

実施時期・回数 週１回 主な対象 教師，保護者 

掲示用ドキュメンテーション 

【実施の方法・実施状況】 

①子供たちの園での様子をわかりやすく伝えるため，学年

ごとに写真と文章を遊びの様子や流れが伝わるように

色画用紙に貼り，週１回更新で掲示するようにした。 

②保護者に伝わりやすいように，写真に題名をつけ，その

下に文章で説明を書き，子供の遊びから見られた学びを

どのように教師が見取ったのかを伝えるようにした。 

③色画用紙２～４枚分をクラスの掲示スペースとし，無理

のない程度で１～２枚ずつ更新

することにした。１週間の遊び

を週末にまとめ，月曜日に順次

掲示することにして，前の週の

遊び，他のクラスとのつながり

を見やすくした。 

【実施後の効果】 

○保護者は，送迎の際に玄関先に立ち寄り，クラスの様子

や他の学年とのつながりをみている。更新される日を楽

しみにしており，保護者同士での子供の遊びを通した会

話が広がっている。 

○子供から聞くだけでは，分からなかった遊びが，写真を

みることで分かり，子供との会話が広がっている。 

◯同じ遊びでも発展していることが写真を通してわかり，

子供たちの成長の様子を捉えやすくなった。 

○教師側も，ドキュメンテーションを作成することで週の子供の様子を振り返り，子供の遊びや学び

を整理して捉え，次週の援助や環境構成に生かしやすくなった。 

【今後の改善点】 

○現段階では，作成する教師の表現に任せるところが大きいので，子供の学びを見取るという意図から

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を視点にして，ドキュメンテーションの作成をし，教育課

程の編成に生かしたい。 

○教師の見取りを職員間で共有するために，表現の方法に統一感をもたせたり，掲示したものを研修

に生かしたりしていく必要がある。そのことが，教師の援助を豊かにし，保育の質の向上へつなが

っていくものと考える。 

（49．鹿児島大学教育学部附属幼稚園） 
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【まとめ】  

 全国の国立大学附属幼稚園から集めたカリキュラム・マネジメントの具体的な取組を「園内での取組」

「外部との関わり」「保護者との連携」の３つに分けて整理した。 

 まず一つ目は，園内での取組である。職員で，事例等を基に幼児の育ちを共有する場を設けることで，

教師による幼児の育ちの見取りを高めることができ，園内での共通理解が深まり，園全体で見通しをも

って保育を行うことができる。また，そうして幼児の姿を基に教育課程についても話し合うことで，幼

児の実態に即した教育課程・指導内容の改善へとつながっていく。 

幼稚園教育要領に「幼稚園教育は環境を通して行う教育である」と示されているように，園内の環境

を見直すこともカリキュラム・マネジメントの一つである。その際も，職員全体で話し合い，様々な視

点から意見を出し合うことで，より幼児の実態に合った保育を充実させることができる環境の構成を生

み出すことができる。 

また，実際に保育に当たる際，どのような教材を取り扱うのがよいか，それらをどのような形態・方

法で進めていくのがよいか等，様々な視点で活動を捉えることで，幼児の学びは深まっていく。 

二つ目は，外部との関わりである。附属学校間の教員研修では，一貫したカリキュラム作成を研究し

たり，幼児の姿を共有したりすることで，資質・能力について共通理解を図っている。また，子供同士

の交流では，附属学校や大学と連携を図りながら，交流活動を進めている。こうして外部との関わりを

もつ際には，教育課程・指導計画を共有し，それぞれの教員が互いのねらいや内容を正しく把握してお

くことが充実した交流活動へとつながる。そうしてカリキュラムを共有して活動を進めていくことが

「社会に開かれた教育課程」の一側面であるといえる。外部との関わりには，現職教員研修等もある。

附属幼稚園という特性もあり，外部に対して研究の成果を発信したり，教員を受け入れて研修を行った

りする園が多くある。そうした研修を行う際にも，幼児の姿や教育課程を基に話を行うため，社会に開

かれた教育課程であることが求められる。こうした研修を重ねていくことは，地域全体の保育の質の向

上へと貢献しているといえる。 

三つ目は，保護者との連携である。インターネットや掲示板を使って幼児の姿の発信を行ったり，個

人のポートフォリオを作成して渡したりすることで，幼児の育ちを保護者と共有することができる。そ

うして幼児の姿を園と保護者とで共有することが，保護者の園に対する理解・協力へとつながっている。 
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 (7) 効果的なカリキュラム・マネジメントについて 

  前記の(2)から(6)の方法で，カリキュラム・マネジメントの効果的な在り方について整理，検

討をしてきた。現在，国立大学附属幼稚園では，このような取組の中でカリキュラム・マネジメ

ントを行い，機能している。そこで，カリキュラム・マネジメントのポイントとして，下記にま

とめた。 

 

【カリキュラム・マネジメントのポイント】 

○ 毎日，保育を振り返り，情報を共有し明日への見通しをもつことで，翌日の保育へのつながり

が見られ，保育の質の向上を図る。 

○ 記録の積み重ねを幼児理解や園内環境の見直し，保育案の改善，園内研修に生かす。 

○ 日々の記録や職員間の情報交換，事例検討等の際に，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

の視点を生かす。 

○ 週を単位として保育案を作成し，実施後に振り返ることで，教育課程･指導計画の改善へとつ

なげる。 

○ 書き溜めた記録を事例に起こし，職員や大学(専門家)や小学校の教員と検討し，カリキュラム

の改善を図る。 

○ 遊びの振り返りや教材研究を行い，見通しをもった保育につなげる。 

○ 教育課程や指導計画の改善につながる取組を図る。 

○ 幼小接続を意識した連携を図る。 

○ 地域の素材や人材を洗い出し，教育課程の実施にあたり，「何ができるか」「どのように生かし

ていくことできるのか」を考え，交流等を通して教育課程の共有を図る。 

○ 保護者への情報発信を行い，幼児の育ちを共有し，連携・協力する取組を図る。 

○ 保護者や地域の思いや願いをアンケート等で受け止め，教育課程に反映させる。 

○ カリキュラム・マネジメントの中で効率的な取組を考える。 

  

 

  カリキュラム・マネジメントと言っても，様々な取組があり，普段，当たり前にしている取組も

カリキュラム・マネジメントの取組の一部だと考えることができる。まずは，自園のカリキュラ

ム・マネジメントの取組を組織的かつ体系的に整理し，目的やつながりを明確にしていくことが必

要である。その上で，このような視点から自園のカリキュラム・マネジメントの取組を見直し，で

きるものから改善を図ることで，効果的なカリキュラム・マネジメントの実現が図られるのではな

いだろうか。 
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3 本園の教育課程編成の実際 

 前述で整理されたカリキュラム・マネジメントのポイントをもとに，本園での教育課程を見直して

いくことにした。さらに，幼稚園教育要領で示された「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏

まえ教育課程を編成すること，教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと，教育課程

の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくことの 3 つのカリキュ

ラム・マネジメントの視点を通して，本園の教育課程を見直し，具体的に改善を図ることとした。 

(1) 昨年度の「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を取り入れた教育課程の編成 

   新幼稚園教育要領の実施に伴い，昨年度，本園では，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

の視点から各学年のⅠ期からⅤ期までに見られた姿を洗い出し，「幼稚園教育要領改訂のポイント

を踏まえた指導計画作成のための資料」として整理し，教育課程編成に役立てた。また，指導計

画内容の項目を「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」から見て，どの項目と関連するのかを

整理し，１０の姿全てが，内容の項目のいずれかに入るように整理した。 
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【幼稚園教育要領改訂のポイントを踏まえた指導計画作成のための資料】 

【指導計画】 
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(2) 本年度のカリキュラム・マネジメントの取組 

鹿児島大学教育学部附属幼稚園 

１ 園の概要（平成３０年度）［園・教育課程の特色］ 

 本園は，各学年１学級の小規模幼稚園である。各学級に担任，

副担任は配置されているものの，小規模のよさを生かした「自由

感あふれる保育」を目指し，全員体制で保育を行っている。また，

一人一人の学びの姿を共有するための掲示や通信等の工夫を行

い，保護者等へ開かれた幼稚園経営を行っている。 

○ 園の教育課程の特色 

  本園の教育目標「いっぱい遊び いっぱい創り 豊かな感性  

と心情を育む」に基づき，豊かな環境の中で幼児がのびのびと

遊び，試行錯誤を繰り返しながら課題を乗り越え，主体的に学

ぶ子供の育成を目指して，教育課程を編成している。また，緑

豊かな園庭を中心に季節の移り変わりに目を向け，身近な自然

を生かした教育活動を行っている。 

昨年度の研究において，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を視点にして各学年の後半で

見られる姿を捉え，教育課程において方向目標として示し，どの学年においても５歳児後半の姿を

意識しながら，保育を行うこととした。 

○ 新幼稚園教育要領の実施に向けた改善点【平成２９年度の取組】 

本園では，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の視点から各学年のⅠ期からⅤ期までに見

られた姿を洗い出し，「幼稚園教育要領改訂のポイントを踏まえた指導計画作成のための資料」と

して整理し，教育課程編成に役立てた。 

また，指導計画の内容項目を「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」から見て，どの項目と関

連するのかを整理し，１０の姿全てが，内容の項目のいずれかに入るように整理した。 

２ 本年度のカリキュラム・マネジメントの取組 

(1) 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ教育課程を編成すること。 

・ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ，幼児自らが遊びを通じて，多様な体験を

し，様々なことに興味や関心を広げ，それらに自ら関わろうとする気持ちをもつことを大切にし

て，教育課程を編成している。 

・ 園内においては，職員会議や職員朝会等で，情報を共有するとともに，園内研修において，「幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿」を視点にし，事例を基に幼児の学びや教師の援助について

検討し，保育に生かしている。 

・ 家庭に向けては，園の教育目標及び方針を学級会や園便り等で園長や副園長から保護者に説明

するとともに，地域に向けては，年２回の学校評議委員会等で説明や意見交換を行い，教育課程

の改善に生かしている。 

(2) 教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと。 

・ 日々の保育のねらいや援助の方向性について，全職員で共通理解を図り，個人で記録をとって

いる。その記録を全員で共有したり，動画を活用したりすることで，より共通理解が図られ，保

育の改善につながると考える。 

・ 園内研修においては，担任・副担任ともに記録をもとに事例を持ち寄り，幼児の学びを見取り，

環境の構成や援助の在り方の改善を図っている。さらに，「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」を視点にドキュメンテーション作成につなげ，幼児の遊びの見取りを教育課程の改善に生か

していく。 

・ 前期終了時(10 月)に保護者アンケートを実施し，園への評価を教育課程編成に生かしている。 

・ 小学校の教員との連携においては，附属小学校が隣接しているため，小学校へ授業参観に行っ

たり，小学校から保育参観に来たりして，生活科の教員を中心に交流を図っている。 

(3) 教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこと。 

 ・ 幼児の主体的な行動を重視しているため，幼児は好きな場所で好きな遊びを展開し，さまざま

【シンボルツリーの楠でセミの抜け殻探し】 
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な学年の幼児との関わりも生まれる。そのため，教師は，学級の担当はあるものの，全員体制で

情報交換を行い，日々の保育を振り返り，次の日の保育につなげている。養護教諭も配置されて

いるため，怪我の手当て等だけでなく，安全面の確保のため幼児の遊んでいる姿を見守っている。 

 ・ 本園は園区が広く，地域と密着したつながりは少ないものの，大学の実習地が隣接しており，

実習に訪れる学生や職員との交流を図っている。また，専門家である大学教員に虫のことや藍染

めなどについて聞くなど連携を図っている。 

 ・ 家庭においては，ドキュメンテーションや学級通信等で幼児の様子を伝え，連携を図っている。

また，運動会や餅つきなどの行事において職員だけでは運営が難しいときには，家庭の協力をい

ただき，一緒に行事をつくりあげている。 

（具体的な取組内容） 

○ 保育の振り返り【毎日】・・・②，③ 

 毎日の保育後に保育を振り返る時間を１５分程度確保し，幼児の一日の遊びや教師の援助を振り

返っている。本園では，教職員が他の学年の幼児と関わることも多く，職員が少ないことをよさと

して生かし，各担任の一日の遊びの見取りと今後の援助を共通理解し，一日の保育の反省をするこ

とで，次の日や次週への遊びや環境の構成に役立て，全職員の協力体制の下で保育を行っている。 

○ 保育中の振り返りの時間の確保【毎日】・・・② 

 片付けのときや降園活動の中で各学年，共通して「振り返りの時間」をもつようにした。幼児が

主体となって行ったり，教師が中心となって行うなど各学年で形式は異なるが，自分たちの一日の

遊びを振り返り，学級で共通の認識をもつことで，次の日の遊びにつながったり，見通しをもつき

っかけとなるようにしている。 

○ 掲示用のドキュメンテーション・学級通信の作成【週１回】【別添参照】・・・②，③ 

 本園での遊びの様子を伝えるために，週１回，写真と文章を組み合わせた「ドキュメンテーショ

ン」を各学級で作成し，掲示している。遊びの姿から，教師がどのような学びを見取ったか，どの

ように遊びが継続し，変化したかを文章で記載するようにしている。また，遊びの様子を学級通信

等でも知らせるようにしている。 

○ 幼児一人一人の育ちを共有するドキュメンテーション(個人用)の配付【年３回】・・・②，③ 

 ７月・１２月・３月の計３回，Ａ４用紙に個人の育ちの姿を写真と文章で３事例ずつ載せ，保護

者に配付している。幼児一人一人の育ちを保護者と共有することに役立てている。 

○ 地域（外部）との協働体制【年間】・・・③ 

 本園は，大学（教育学部）と隣接しているため，実習地の先生を始め，大学の先生方との連携を

深めている。実習地での野菜の栽培を通じて，実習地の先生方と知り合い，料理の仕方を教えても

らったり，藍染めなどの活動に広がったりしている。また，お泊まり保育で利用する温泉へ使用の

お願いに行き，当日を楽しみに待つなど地域との連携も図ろうとしている。 

○ 小学校との連携【年間】・・・②，③ 

 互いの授業や保育を参観し合ったり，公開研究会に参加したりして連携を図っている。また，授

業の一環として，幼児と小学生との交流を図ったり，年長児は小学校へ見学に行ったりし，施設の

見学や小学生と一緒に遊ぶ活動を行っている。また，本年度は，同日の公開研究会において小学校

と同じ「砂場遊び」を題材にして公開授業・公開保育を行い，研究を深めることができた。 

○ 教育課程・指導計画の改善【８月～２月】・・・①② 

 日々の保育の振り返りや行事の反省を指導計画に朱書きし，次年度の教育課程編成の際，幼児の

姿やねらい及び内容に照合し，改善を図っている。また，学校評議委員会や保護者アンケートでの

意見を参考にし，預かり保育(月１回程度)を行うなど，保護者のニーズに応え，改善を図ってきた。 

３ 来年度に向けての改善点・課題 

◇ 教育課程の中に「５領域」や「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」があまり意識されていな

いため，「５領域」や「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の視点で見直し，関連を図ることが

できるように整理する。 

◇ 記録（ドキュメンテーション）から幼児の各期の姿を洗い出し，教育課程の「幼児の姿」に反映

させるようにする。 
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(3) 本園の教育課程の課題 

  本園での教育課程の課題は下記の通りである。 

○ 教育課程の中に「5 領域」や「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」があまり意識さ

れていない。 

○ 毎年，見直しは行うものの十分な改善がされないまま実施しているので，今の幼児の姿

と教育課程に記載されている幼児の姿が離れているのではないだろうか。 

○ 実際の保育と教育課程とのつながりが，明確になっていない。 

 

  そこで，上記の課題を解決するために，本年度は，下記のことを実施することにした。 

○ 教育課程の中に「5 領域」や「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が見えるように

整理する。 

○ 記録（ドキュメンテーション）から幼児の各期の姿を洗い出し，教育課程の幼児の姿に

反映させるようにする。 

 

(4) 本年度のカリキュラム・マネジメントの取組 

 ① グランドデザインを話し合う。 

 本園では，期限付き教諭や後援会雇用の職員，育休

代替の職員など，様々な雇用形態の職員がおり，それ

ぞれの思いや願いを共有する場が少ない。そこで，全

職員で，目指す子供像や教師像を話し合い，それぞれ

の思いや願いを共有し，共通の方向に向かって組織的

に園経営が行えるようにした。 

 この場で出た思いや願いを教育課程の編成に生かし

て，効果的なカリキュラム・マネジメントにつなげていきたいと考えた。 

 

 ② 教育課程・指導計画の見直しをする。 

    上述の通り，教育課程の見直しをし，記録（ドキュメンテーション）から，幼児の各期の 姿

を洗い出し，教育課程の幼児の姿に反映させることにした。また，幼稚園教育のねらいとなる「5

領域」や「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」についても本園の幼児の姿やねらいと併せて

考えていくことにした。 

    実際の教育課程は，次頁の通りである。本誌では，5 歳児の指導計画のみ掲載することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育課程のアルファベット（本園での表記） 

Ａ：健康な心と体  Ｂ：自立心  Ｃ：協同性  Ｄ：道徳性・規範意識の芽生え 

Ｅ：社会生活との関わり  Ｆ：思考力の芽生え  Ｇ：自然との関わり・生命尊重 

Ｈ：数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚  Ｉ：言葉による伝え合い 

Ｊ：豊かな感性と表現 
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(５)  カリキュラム・マネジメントのポイントからの見直しの実際 

  上記に示したカリキュラム・マネジメントのポイントから本園の取組を見直し，改善し，以下

の点について実施した。小さな改善ではあるが，常に改善策はないかを考えながら効果的な方法

を見出していくことが，効果的なカリキュラム・マネジメントへつながるのではないかと考えて

いる。 

○ 実習地とのつながりを年間計画の中に入れる 

本園は教育学部に隣接しており，教育学部の敷地内に実習地が置かれ

ている。そこで，実習地の畑で野菜を育てたり，収穫体験をしたりして

いるが，年間を通した計画が定まっていない。そこで，実習地の職員と

連携を図りながら，指導計画の中に実習地での栽培計画を入れ，年間を

通して計画的に活動を行うことにした。 

○ 保育を振り返る時間を生かして，次の週の計画，環境の構成を話し合う 

本園では，毎日保育後に保育の振り返りとして，その日の保育や幼児

の姿について，情報交換を行い，次の日の保育につなげる援助や環境の

構成等を 15 分程度の時間を使って，話し合っている。 

週案作成は，各学級において話し合って計画を立てていたため，形式

を見直し，週末の保育を振り返る時間にはその日の保育を振り返ると共

に，次週の計画を話し合うことにした。そうすることで，週案作成の時

間が短縮され，さらに，職員全員での共通理解が図られると考えている。 

○ 行事等の反省のアンケート記入から，口頭での話し合いに切り替える 

各行事後には，担当職員が簡単なアンケートを全職員から回収し，まとめ，それを教育課程・

指導計画に生かしていた。しかし，時間も労力もかかってしまうため，行事後に全職員集まって，

気付いたことや改善点を出し合う話合いに切り替えることとした。 

そうすることで，即時に係の方で意見を集約し，教育課程・指導計画の改善に生かすことがで

きるようになった。また，職員間の共通理解もしやすくなった。 

○ ドキュメンテーション作成における共通理解 

本園では，週 1 回保護者向けにドキュメンテーションを作成し掲

示している。しかし，作成者の裁量に任されている部分も多いため，

幼児の学びを見取ることのできる場面を切り取ること，学びの見取り

は，桃色の文字で書くこと，遊びと遊びのつながりは，赤の矢印で示

すことなど担任同士で共通理解を図り，作成に生かすことにした。見

取り方や記入の仕方を共有することで，掲示に統一性が生まれ，研修

や教育課程・指導計画の改善に生かされやすくなると考えている。 

○ 事例の持ち寄り 

月 1 回の全体園内研修の場において全職員で事例を持ち寄り，互いに援助

の方法や幼児の遊びの見取りを高める研修を行うことにした。これまでは，

担任主導での研修だったものが，副担任とも幼児の育ちの見取りを共有する

ことができ，研修や教育課程・指導計画に反映させることができるのではな

いかと考えている。 

○ 教育課程・指導計画の改善に向けて 

幼児の実態を基に教育課程・指導計画の改善を行うために本年度掲示板に

掲示している，幼児の育ちを写真と文字であらわしたドキュメンテーション

を基に，教育課程・指導計画の加筆修正を行った。また，幼児の姿を「幼児期の終わりまでに育

ってほしい姿」の視点から捉え，記載することにした。見直していく上で，幼稚園教育要領に示

されている５領域や資質・能力についても考慮した。また，全職員で目指す幼児の姿や教師の姿

などを話し合い，共通理解を図り教育課程・指導計画の改善を進めていくことができた。 

 

 このように，園の課題を見付け出し，日々の実践の中から小さな改善を常に図り，積み重ねて

いくことで効果的なカリキュラム・マネジメントは実現できるのではないだろうか。 



  - 98 - 

Ⅲ 研究の成果と課題 

 １ 研究の成果 

○ カリキュラム・マネジメントの具体的な取組の整理 

   本園のみならず，全国の国立大学附属幼稚園からカリキュラム・マネジメントに関する取組の具

体的な内容について実践収集を行った。今回は，各園の取組内容をＡ４用紙２枚の様式とし，幼稚

園教育要領に示されているカリキュラム・マネジメントの３つの視点「『幼児期の終わりまでに育

ってほしい姿』を踏まえた教育課程編成」「教育課程の実施状況の評価とその改善」「教育課程の実

施に必要な人的または物的な体制の確保」からまとめることとした。各園の具体的な取組内容も挙

げてもらい，それらの具体的な内容を，３つの視点から整理したり，内容ごとにグループごとにま

とめて整理したりすることができた。 

 

○ 取組と取組とのつながりの整理 

   カリキュラム・マネジメントの具体的取組を整理していくと，いくつかのグループに分けること

ができた。そうしたグループは，それぞれの取組が単独で実施されているわけではなく，つながり

があることが分かった。保育を行う前には，週案等の保育案の作成を行い，実践後は振り返りを行

い全職員で幼児の姿を共有し，幼児の姿を記録して次の教育課程の改善に生かすなど，それぞれ行

っている取組は，実はつながっていることを明確にして図示することができた。また，保護者と地

域とのつながりなどについても示すことができ，全ての取組内容が関わり合ってカリキュラム・マ

ネジメントが進められていることが分かった。 

 

○ 教育課程・指導計画とのつながりの再確認 

   カリキュラム・マネジメントの具体的取組をグループ化して整理することで，それぞれのグルー

プ同士のつながりが見えてきた。記録や振り返り，保護者や地域との連携など，一つ一つの取組に

はつながりがあり，全て教育課程・指導計画の改善へとつながっている。記録や振り返りを積み重

ねていくことが，教育課程・指導計画を見直す根拠となり，また，地域の人材や施設等を活用して

いくことが，新たな人材開発につながる。こうした取組を行っていくことが，教育課程・指導計画

の改善へとつながっていくことを再確認することができた。 

 

○ カリキュラム・マネジメントのポイントの整理 

   国立大学附属幼稚園におけるカリキュラム・マネジメントの取組を考察することにより，カリキ

ュラム・マネジメントのポイントを整理することができた。自園のカリキュラム・マネジメントの

取組を組織的かつ体系的に整理し，目的やつながりを明確にした上で，カリキュラム・マネジメン

トのポイントから自園のカリキュラム・マネジメントの取組を見直し，できるものから改善を図る

ことで，効果的なカリキュラム・マネジメントの実現を図ることが期待できる。 
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 ２ 今後の課題 

○ ＰＤＣＡサイクルの明確化 

  今回の研究では，各園が実施している取組内容を集め，記録や保育案，保護者や地域との連携な

どにグループ化して整理した。また，それぞれどのような取組が行われているか具体的な取組内容

についても掲載した。今後は，それぞれの取組とＰＤＣＡサイクルとのつながりを明らかにしてい

くことが課題である。そのためには，各園の取組について更に詳しくまとめ，カリキュラム・マネ

ジメントがどのような手順で進んでいくのか分析していく必要がある。 

 

○ 教育課程と評価 

  カリキュラム・マネジメントの研究を進めていく中で，振り返りや事例検討など，幼児の姿を共

有し保育を見直すことや，そうして明らかになった幼児の姿を教育課程・指導計画の改善に生かす

ことなどが見えてきた。今後は，幼児の育ちを見取る方法と教育課程・指導計画とのつながりを明

らかにすることで，保護者や小学校との共通理解も深まり，連携の強化へとつなげていきたい。 

 

 ○ 外部資源の活用 

   今回，各園から具体的な取組を集めると，地域の人材や施設を活用した保育を行っている園も多

く見られた。附属幼稚園のため，地域よりも大学とのつながりの方が多いものの，地域とのつなが

りを生かしている園もあった。本園では，地域との関わりは少ないため，外部資源を更に生かし，

どのように教育課程・指導計画の改善に反映させるかが今後の課題である。本園が活用できる資源

の洗い出しを行うことや指導計画のたて方等の流れを明らかにすることで，より地域とのつながり

を深めながら，「社会に開かれた教育課程」を実現していきたい。 
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